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こ
の
雑
誌
は
、
国
際

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ッ
ク

・
セ
ン
タ
ー

（イ
ン
タ
ー

マ
ッ
ク
）

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

の
機
関
誌
で
、
″
無
限
の

自
由
、
永
遠
の
幸
福
、
絶
対
の
正
義
″
を

誰
で
も
が
実
現
す
る
法
を
唱
え
て
世
界
を

駆
け
め
ぐ

っ
た
巨
大
な
自
由
人
、
故

・
桜

沢
如

一

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
／
ジ
ョ
ー
ジ

・
オ

ー
サ
ワ
、
一発
一一一～
死
奈

）
が
創
刊
し
た
も

の
で
す
。

ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー
サ
ワ
の
思
想
と
生
涯

に
つ
い
て
は
、
最
近
、
地
産
出
版
か
ら
、

『
食
生
活
の
革
命
児
』
（七
八
〇
円
）
と
い

う
好
著
が
出
版
さ
れ
、　
一
般
書
店
で
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
読
む
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
の
本
を
読
め
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー

サ
ワ
と
い
う
、
日
本
で
こ
そ
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な

い
が
、
欧
米
で
は
有
名
な
日
本

人
の
波
．乱
万
丈
の
生
涯
と
、
そ
の
独
特
な

強
烈
な
思
想
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
成
り
立

ち
、
玄
米
正
食
の
あ
ら
ま
し
が
わ
か
り
ま

す
。
あ
と
は
桜
沢
の
本
を
、
玄
米
食
を

コ

ツ
コ
ツ
や
り
な
が
ら
よ
く
読
み
、
協
会
の

行
事
で
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
生
れ
変
っ
て
、
好
き

な
こ
と
を
バ
リ
バ
リ
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

●

Ｃ

Ｏ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｓ

●

　

備
餞
“
誠
界

ヘ

カ
ッ
ト
／
埼
玉
・
奥
秩
父

月
の
光
る
海
辺
、白
い
が
シ
ス
で
≡
≡
６‐
一　
・●

一

鷲
聾
パ孵
Ｉ
ｌｌ
‐‐‐‐‐‐‐‐――――‐一●
・

宇
宙
の
詩
（２
）
／
橋
本
政
憲
…
…
…４
　
・●
●
●
●

花
の
パ
リ
で
包
丁
持

っ
て
／
盛
谷
奈
加
●
■
・“
一一●
一

男
性
諸
君
／

包
丁
を
と
れ
／
…
…
３０

　

．●
●

．・・一一一

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ス
…
…
３３
　
　
　
　
　
一●
●
一

ク
ッ
キ
ン
グ

・
サ
ロ
ン
／
桜
沢
里
真
…
…
３５

■
今
年
も
ま
た
た
く
間
に
お
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

あ
な
た
の
今
年
の
成
果
は
？
　
来
年
の
計
画
は
？

通
信
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
編
集
部

■
新
年
号
に
は
大
森
先
生
の

『霊
と
の
対
決
』
全

・５
ぺ
‐
ジ

一
挙
掲
載
。
ま
さ
に
衝
撃
の
記
録
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

◎
Ｐ
Ｕ
用
語
解
説

Ｃ
Ｉ

（
シ
ー
ア
イ
）
…
・・白
ｏ
　
０
８
一お

】∞
●
ｏ
【”
日
“
∽

″
無
知
な
る
者

の
セ
ン
タ
ー
″

の
意

味
。
無
双
原
理
と
正
食

の
運
動
を
す
る

セ
ン
タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先

生
が
青
年
教
育
の
家
を
Ｍ
ｒ

〓
”
一８
目

ぼ
●
ｏ
Ｓ
日
湧
と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と

に
徹
底
し
た
も
の
が
一具
の
幸
福
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０
（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
…
・０
８
員
８

０
甲

部
１
”

（ジ

ョ
ル
ジ

ュ
。
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
イ
不
―
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（
ピ
ー
ユ
ー
）
…
…
ｒ
ｏ
”
【”８
】零

Ｃ
ユ
ｏ
」
ｏ

（
ル
・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

ｏ
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を
つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
…
…

〓
３
８
げ
０

Ｌ
Ｏ
」
０
（
フ
ラ
ン
ス
五
じ

英
語
で
は

マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
〓
８
８
げ
】０
一いｏ
∽
形

容
詞
は
〓
８
８
げ
いｏ
一ざ

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物
の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

。
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。

三
峰
神
社



●会員でなくても参加歓迎です

●録音はご遠慮 ください

日 本 CI協 会

〒:51東 京都渋谷区大山町‖ 5

1103・ 469・ 7631〔じ

小田急線・東北沢駅下車 1分半

■
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
‥

桜
沢
里
真
先
生
ほ
か
指
導
の
料
理
教

室
。
中
上
級
師
範

コ
ー
ス
は
毎
週
火
曜

日
午
前
十

一
時
か
ら
と
午
後
六
時
か
ら

の
二
回
、
初
級
コ
ー
ス
は
毎
週
水
曜
、

同
じ
時
間
。
受
講
料
は

一
回
千
五
百
円

で
、
毎
月
初
め
に
、
そ
の
月
の
分
を
前

納
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
に
入
会

（年
会
費

四
千
円
）
し
て
、
入
学
金
三
千
円
を
納

入
の
こ
と
。
ノ
ー
ト
、
筆
記
具
、　
エ
プ

ロ
ン
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
２
月
ま
で
休
み
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
昼
食
会

・
夕
食
会

毎
週
木
曜
、
正
午
と
六
時
の
二
回
。

吉
成
知
江
子
先
生
調
理
の
玄
米
基
本
食

の
試
食
と
お
話
、
協
会
役
員
、
お
客
様

の
短
い
お
話
、
参
加
の
方
の
懇
談
。
会

費
―
五
百
円
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ

い
。

●
＝
月
号
訂
正
の
お
知
ら
せ

〈
手

づ

く

り

教

室

ご

案

内

〉

２８

ぺ

‐

ジ

ー

月

１６

日

↓

２‐

日

、

２

月

２。

日

↓

１８

日

３

月

１９

日

↓

１８

日

、

■
第
二
例
会
第

一
部

‐２
月
１２
日

（
日
）
毎
月
第
二
日
曜
／

正
午
↓
三
時
／
講
師
＝
大
森
英
桜
先
生

／
テ
ー
マ
＝
食
物
の
研
究
シ
リ
ー
ズ
、

野
菜
編
そ
の
２
、

「根
菜
」
／
会
費
＝

千
五
百
円

（
一
、
二
部
通
し
で
出
席
の

方
は
、
二
千
五
百
円
）

■
第
二
例
会
第
二
部

同
日
四
時
↓
七
時
／
講
師
＝
大
森
英

桜
先
生
／
テ
ー
マ
＝
顔
相

（ホ
ク
ロ
・

シ
ミ
・
ソ
バ
カ
ス
・
イ
ボ

・
気
色
）
に

み
る
健
康
、
幸
福
占
い
／
会
費
＝
千
五

百
円

■
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
手
作
り
教
室

‐２
月
１７
日

（金
）
十

一
時
↓
二
時
／

「手
作
り
納
豆
と
納
豆
フ
ラ
イ

・
納
豆

サ
ラ
ダ
」
／
講
師
―
浮
津
宏
子
先
生
／

会
費
＝
千
二
百
円
（非
会
員
千
五
百
円
、

材
料
費
込
み
、
試
食
付
）
／
要
予
約

■
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク

・
パ
ー
テ
ィ

‐２
月
１８
日

（土
）
毎
月
第
二
土
曜
／

六
時
↓
八
時
半
／
十
二
月
の
誕
生
会
と

大
忘
年
会
／
会
費
＝
千
円
、
料
理
持
参

者
は
五
百
円
　
※
突
然
の
お
も
し
ろ
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

■
第
３
回
バ
ン
と
豆
腐
づ
く
り
講
習
会

‐２
月
１９
日

（日
）
一
時
↓
四
時
半
／

三
階
に
て
／

「星
野
天
然
酵
母
鍋
焼
パ

ン
」

（イ
ー
ス
ト
を
使
わ
な
い
で
フ
ッ

ク
ラ
と
）
／
講
師
＝
横
田
和
敏
先
生
／

「手
づ
く
り
豆
腐
」
／
講
師
＝
松
田
友

行
先
生
／
会
費
＝

一
般
千
五
百
円
、
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
会
員
千
二
百
円

（材
料
費

込
み
、
試
食
付
）
／
要
予
約
／
希
望
者

に
は
道
具
セ
ッ
ト

一
式
別
売
、
価
格
二

千
円

■
リ
マ
化
粧
品
販
売
店
講
習
会
（無
料
）

同
日
十
時
↓
四
時
／
二
階
に
て
／
玄

米
定
食
三
百
円
／
問
い
合
せ
＝
奮
〇
四

四

（六
三
）
八
五
人

一　
リ
マ
化
粧
品

Ｋ
Ｋ

〈
冬
休
み
〉

●

日

本

Ｃ

Ｉ

協

会

／

１２

月

２８

日

（人
）↓
―
月
７
日
（金
）

●
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
／
１２
月

３‐
日
（金
）↓
―
月
６
日
（木
）

■
第
二
例
会
第

一
部

１
月
９
日

（
日
）
毎
月
第
二
日
曜
／

正
午
↓
三
時
／
講
師
＝
大
森
英
桜
先
生

／
テ
ー
マ
ー
食
物
の
研
究
シ
リ
ー
ズ
、

野
菜
編
そ
の
３
、

「香
辛
料
お
よ
び
蛋

白
質
分
解
酵
素
の
効
用
し
／
会
費
＝
千

五
百
円

（
一
、
二
部
通
し
で
出
席
の
方

は
、
二
千
五
百
円
）

■
第
二
例
会
第
二
部

同
日
四
時
↓
七
時
／
講
師
＝
大
森
英

桜
先
生
／
テ
ー

マ
ー
貝
原
益
軒
養
生

法
、
食
養
法
研
究
／
会
費
＝
千
五
百
円

Ｐ
Ｕ
大
新
年
会

１
月
１５
日

（土
）
毎
月
第
二
土
曜
／

六
時
↓
八
時
半
／
前
月
新
入
会
の
人
と

会
員
の
親
睦
、
新
年
会
、

一
月
生
れ
の

人
の
誕
生
会
。，
初
め
て
の
方
歓
迎
。
／

会
費
＝
千
円
、
料
理
持
参
の
人
は
五
百

円
／
な
る
べ
く
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
手
作
り
教
室

１
月
２‐
日

（金
）
十

一
時
↓
二
時
／

「豆
腐

・
胡
麻
豆
腐
」
／
講
師
―
松
田

友
行
先
生
／
会
費
＝
千
二
百
円

（非
会

員
千
五
百
円
、
材
料
費
込
み
、
試
食
付
）

／
要
予
約

●
文
通
希
望
し
ま
す
。
正
食
に
熱

心
な
友
人
が
お
り
ま
せ
ん
。
成
長

は
の
ろ
く
と
も
、
フ
ァ
イ
ト
を
も

っ
て
い
る
お
方
、
お
手
紙
く
だ
さ

い
。
正
食
歴
６
年
９
カ
月
、
独
身
。

新
居
敏
秀

（
〒
７６９
‐
２７
　
香
川
県

大
川
郡
白
鳥
町
白
鳥
臓
の
１
　
養

護
施
設

・
恵
愛
学
園
）
児
童
福
祉

施
設
職
員

（児
童
指
導
員
）
で
す
。

●
年
賀
状
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
、
本
誌
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自

筆
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
黒
イ

ン
ク
で
お
書
き
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

■
特
別
料
理
教
室

１
月
２３
日

（
日
）
十

一
時
↓
三
時
／

「
Ｐ
Ｕ
料
理
と
Ｇ
Ｏ
秘
話
」
／
講
師
＝

山
本
祥
園

（
ソ
フ
ィ
ー
）
先
生
／
会
費

＝
三
千
円
／
要
予
約

■
第

一
例
会
第

一
部

２
月
５
日

（土
）
毎
月
第

一
土
曜
／

二
時
↓
五
時
／
講
師
＝
平
賀
佐
和
子
先

生
／
テ
ー
マ
ー
原
爆
症
を
越
え
て
玄
米

児
７
人
の
母
／
会
費
―
無
料

■
第

一
例
一会
第
二
部

同
日
六
時
↓
八
時
半
／
講
師
＝
桜
沢

里
真
先
生
／
テ
ー
マ
ー
食
養
料
理
の
秘

訣
、
健
康
は
家
庭
の
料
理
か
ら
／
会
費

＝
千
円

-3-



Georges Ohsawa 桜 沢 如 一

投 票 は入札、競売、セ リ

村
元
淡
路
守
は
、
米
国
大
統
領
の
選
挙
を
見
て
、

「
元
首
を
入
札
に
て
定
む
る
ヤ
カ
ラ
ド

モ
…
…
」

と
云

っ
た
。
少
し
オ
カ
シ
イ
。

入
札
と
い
う
も
の
は
、
人
間
を

一
応
は
尊
重
す
る
よ
う

に
見
せ
か
け
て
、
ま

っ
た
く
人
格
を
無
視
す
る
、
た
く
み

な
方
法
で
あ
る
。

入
札
は
二
重
の
犯
罪
で
あ
る
。

田
　
個
人
の
人
格

（
意
志
、
欲
望
、
知
能
）
を
尊
重
す

る
と
見
せ
か
け
て
、
実
は
個
人
の
腕
力
、
権
力
、
金
力
を

た
く
み
に
利
用
し
て
、
個
人
を
た
が
い
に
相
殺
さ
せ
、
そ

の
う

えヽ
、

②
　
個
人
の
無
知
と
、
無
能
を
神
化
す
る
。

た
と
え
ば
―
―
あ
る
人
が
、
Ａ
な
る
人
に
投
票
す
る
理

由
は
、
無
知
に
よ
る
判
断
で
あ
る
。

―
―
君
は
、
な
ぜ
あ
の
人
に
投
票
し
た
か
？

―
―
だ
っ
て
、
あ
の
人
は
え
ら
い
人
だ
よ
。

―
―
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
、
え
ら
い
の
か
？

―
―
だ

っ
て
さ
、
あ
の
人
の
演
説
を
き
い
て
み
な
。
と

て
も
む
ず
か
し
く
て
、　
コ
チ
ト
ラ
に
は
さ

っ
ば
り
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
ッ
と
タ
テ
イ
タ
に
水
だ
。

ま
た
、
あ
る
人
は
、
自
分
の
盲
目
的
な
欲
望
や
、
ス
キ

キ
ラ
イ
に
か
ら
れ
て
投
票
す
る
。

―
―
だ
っ
て
、
あ
の
人
は
、
す
ば
ら
し
い
家
に
住
ん
で

朝
か
ら
自
動
車
に
の
っ
て
き
、
た
い
し
た
も
の
じ
ゃ
な
い

か
′こ

う
し
て

「無
知
」
、
オ
ロ
カ
サ
、
好
悪
、
頭
ガ
マ
マ
、

ド
ン
欲
、
無
能
の
ゴ
ン
グ
が
え
ら
び
出
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
理
性
や
、
知
性
や
が
あ
ら
わ
れ
る
機
会
が

な
い
。
え
ら
ば
れ
る
の
は
、
無
知
で
あ
り
、
腕
力
、
権
力
、

ド
ン
欲
、
金
力
、
無
能
、
猪
勇
…
…
な
ど
で
あ
る
。
そ
ん

な
も
の
は
、
人
間
を
幸
福
の
方

へ
一
歩
で
も
近
づ
け
る
も

の
で
は
な
い
。
正
義
や
真
理
の
北
斗
星
を
見
わ
け
る
こ
と

さ
え
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
は
、
不
安
の
ガ
ス
、
苦
し
み

の
波
、
不
幸
の
あ
ら
し
に
と
び
こ
む
こ
と
に
な
る
。
け
れ

ど
も
、
も
う
い
つ
た
ん
選
ん
だ
以
上
は
、
自
分
の
権
利
の

い
っ
さ
い

一
任
し
て
し
ま

っ
て
い
る
か
ら
、
な
ん
の
発
言

権
も
な
い
。
か
く
て
、
不
幸
の
ド
ン
底
に
ジ
リ
ジ
リ
す
べ

り
こ
む
の
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
投
票
す
る
こ
と
は
棄
権

す
る
こ
と
で
あ
る
。

昔
の
昔
か
ら
、
ほ
ん
と
う
の
、
す
ば
ら
し
い
自
由
人
が

投
票
に
よ

っ
て
え
ら
ば
れ
た
タ
メ
シ
は
な
い
。
そ
の
反
対

に
、　
マ
コ
ト
の
人
、
す
ば
ら
し
い
人
が
、
投
票
に
よ

っ
て
、

あ
る
い
は
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
殺

さ
れ
た
り
、
迫
害
さ
れ
た
り
、
圧
迫
さ
れ
た
タ
メ
シ
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
も
、
ガ
リ
レ
オ
も
、　
エ
ラ
ス
ム

ス
も
、
ブ

ル
ノ
オ
も
、
あ
る
い
は
ハ
リ
ツ
ケ
に
、
あ
る
い

は
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
お
か
げ
で
人
民
は
、
日
に
見
え
ぬ
ク
サ

リ
で
し
ば
ら
れ
た
り
、
ド
レ
イ
に
さ
れ
た
り
、
家
や
国
を

失

っ
た
り
し
た
。
ム
ソ
リ
ー

ニ
や
、
ヒ
ト
ラ
ー
や
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
や
、
彼
ら
を
え
ら
ん
だ
人
民
が
、
そ
の
見
本
で
あ

２つ
。入

札
は
、
す
ば
ら
し
い
方
法
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
だ
け

に
、
用
い
方
を
ま
ち
が
っ
た
ら
大

へ
ん
な
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
が
す
ば
ら
し
い
実
を
む
す
ぶ
か
、
お
そ
ろ
し
い
結
果

を
き
た
す
か
は
、
入
札
す
る
人
の
理
知
、
意
欲
に
か
か
っ

て
い
る
。
入
札
者
が
リ
ッ
パ
ナ
批
判
力
を
も
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
実
に
理
想
的
で
あ
る
。
入
札
者
が
批
判
力
を
も
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っ
て
い
な
い
と
き
、
そ
れ
は
悲
し
む
べ
き
状
態
を
ま
ね
い

て
し
ま
う
。
入
札
は
、
入
札
者
の
拡
大
レ
ン
ズ
で
あ
り
、

マ
イ
ク
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
入
札
者
の
理
性
と
知
性
と
、

ド
ン
欲
と
ワ
ガ
マ
マ
を
十
倍
、
百
倍
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
衆
と
い
う
も
の
は
、
い
つ
、
ど
こ
の
世

に
も
、
無
知
と
ワ
ガ
マ
マ
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
ナ
マ
ケ
の
源

泉
と
相
場
が
き
ま
っ
て
い
る
。
大
衆
は
批
判
力
を
も

っ
て

い
な
い
が
、
暴
力
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
も

っ
て
い
る
。

人
間
は
金
銀
を
幸
福
だ
と
思
い
、
快
楽
を
ヨ
ロ
コ
ビ
だ

と
思
い
、
力
を
権
威
だ
と
思
う
。
日
の
前
の
一
円
の
た
め

に
は
、
未
来
の
千
円
を
す
て
る
。
人
間
の
ヨ
ロ
コ
ビ
と
タ

ノ
シ
ミ
は
、
あ
く
ま
で
感
覚
的
で
あ
る
。
そ
の
ド
ン
欲
に

は
、
ま
っ
た
く
キ
リ
が
な
い
。

だ
か
ら
人
間
が
、
こ
の
ス
バ
ラ
シ
イ
入
札
と
い
う
方
法

を
ス
バ
ラ
シ
イ
も
の
に
し
、
生
か
す
た
め
に
は
、
人
間
が

一
人

一
人
ス
バ
ラ
シ
イ
、
ク
モ
リ
の
な
い
、
正
し
い
批
判

力
を
も
つ
よ
り
ほ
か
に
は
、
い
か
な
る
方
法
も
な
い
。
個

人
個
人
に
、
こ
の
正
し
い
批
判
力
さ
え
あ
れ
ば
、
実
は
入

札
も
い
ら
な
い
し
、
誰
が
政
治
を
や
っ
て
も
い
い
し
、
ま

た
、
政
府
も
、
政
治
も
い
ら
な
い
の
で
あ
る
。

多
数
決
は
暴
力
で
あ
る

入
札
は
多
数
決
で
あ
り
、
リ
ッ
パ
ナ

一
つ
の
暴
力
で
あ

る
。
盲
目
的
な
、
ス
ペ
キ

ュ
ラ
シ
ヨ
ン
で
あ
る
。
正
義
や

自
由
や
真
理
や
幸
福
は
、
投
票
や
入
札
で
は
決
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
生
か
す
に
は
、
個
人
が
リ
ッ
パ
ナ

批
判
力
を
も
つ
こ
と
よ
り
ほ
か
に
は
な
い
。
そ
れ
に
は
正

し
い
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
昔
か
ら
こ
の
正
し

い
教
育
と
い
う
も
の
が
、
ま
だ
見

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

正
し
い
教
育
と
は
、
読
み
、
書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
で
は
な

い
。
正
し
い
批
判
力
を
も
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
が
、
人

間
は
、
ま
だ
そ
の
批
判
力
の
原
理
さ
え
発
見
し
て
い
な
い
。

真
理
は
目
下
、
研
究
中
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
私
に

一
つ
の
新
し
い
選
挙
法
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
万
人
に
自
己
批
判
力
を
も
た
せ
る
方
法
で
あ
る
。
ま

ず
、
え
ら
ぶ
人
も
、
え
ら
ば
れ
る
人
も
、
健
康
を
も

っ
た

人
に
か
ぎ
る
。
身
心
と
も
に
健
全
な
人
で
あ
る
こ
と
。
そ

れ
は

『自
由
』

の
測
定
法
で
も
あ
る
。
ま
た
、
幸
福
の
、

「
メ
ー
ト
ル
よ
み
」
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
、
え
ら
ば
れ
る
人
に
も
、
え
ら
ぶ
人
に
も
、
各

自

に
、
ま
た
自
他
と
も
に
分
る
方
法
で
あ
り
、

マ
チ
ガ
イ

の
な
い
方
法
で
あ
る
。

自
分
の
健
康
、
体
と
心
の
健
康
、
自
分

一
人
の
幸
福
、

自
分

一
人
の
自
由
を
確
立
で
き
な
い
よ
う
な
人
に
、
万
人

の
自
由
や
、
幸
福
や
、
健
康
を
確
立
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

問
題
は
、
こ
の
自
由
や
、
幸
福
や
、
健
康
の
メ
ー
ト
ル

が
な
か
っ
た
、　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
四
つ
の
自
由
」

や
、
経
済
的
な
幸
福
や
、　
コ
ン
フ
オ
ー
ト
と
と
り
ち
が
え

た
幸
福
や
、
体
力
や
腕
力
と
取
り
ち
が
え
た
健
康
で
は
、

平
和
は
う
ま
れ
な
い
。
生
れ
る
の
は
、
不
幸
と
戦
争
と
、

悩
み
と
罪
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
体
の
健
康
が
第

一
で
あ
る
。

そ
の
次
に
心
の
健
康
で
あ
る
。

心
の
健
康
と
い
う
の
は
、
正
義
や
、
自
由
や
、
幸
福
や
、

正
し
い
愛
や
、
真
理
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
能
力
で
あ

る
。
こ
の
能
力
は
、
金
や
学
校
で
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
金
や
学
校
や
、
技
術
や
、
権
力
で
あ
た
え
ら
れ
る

の
は
、
た
い
て
い
こ
の
能
力
を
こ
ろ
す
か
、
仮
死
状
態
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
も
シ
ャ
カ
も
モ
ハ
メ
ド
も
、
大
学

へ
は
行

っ

て
い
な
い
。
ル
ッ
テ
ル
も
、

マ
ル
ク
ス
も
、
ス
タ
ー
リ
ン

も
学
校

へ
行

っ
た
け
れ
ど
、
け

っ
し
て
平
和
や
幸
福
や
自

由
を
確
エエ
し
な
か

っ
た
。

け
れ
ど
も
、
万
人
は
幸
福
や
、
自
由
や
、
正
義
や
善
や

美

の
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
る
。
知

っ
て
い
る
の
で
な
か

っ
た
ら
、
ど
う
し
て
望
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
知

っ

て
い
な
が
ら
、
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ほ

ん
と
う
の
健
康
を
も

っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

健
康
を
も

っ
て
い
な
が
ら
、
幸
福
や
正
義
や
自
由
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ほ
ん
と
う
の
健
康
で
な

い
か
ら
だ
。
ほ
ん
と
う
の
健
康
が
な
い
の
は
、
ま
ち
が

っ

た
教
育
で
目
が
く
ら
ん
で
い
る
か
ら
だ
。

ほ
ん
と
う
の
教
育
は
、
自
然
と
い
う
学
校
で
、
社
会
、

読
書
、
旅
行
と
い
う
も
の
を
よ
く
勉
強
し
な
い
か
ら
だ
。

よ
く
勉
強
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で
、
身
を
も

っ

て
あ
た
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
人
か
ら
問
い
た
り
、
教
わ

っ
た
り
、
た
す
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
で
見

つ

け
、
自
分
で
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
し
な
い
の
は
、

そ
れ
が
で
き
な
い
よ
う
な
境
遇
に
お
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

す
な
わ
ち
、　
金
、　
権
力
な
ど
、　
き
ま
ま
を

ゆ
る
し
、

『楽
を
さ
せ
る
』
条
件
だ
。
∩

コ
ン
パ
文
庫
・
５
』
よ
り
）

∩
コ
ン
パ
文
庫

・
５
』
は
、
戦
後
、
正
食
医
学
雑
誌

『
サ

ー
ナ
』
と
と
も
に
発
行
さ
れ
て
い
た
、
Ｐ
Ｕ
理
論
研
究
雑

誌

『
コ
ン
パ
』
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
版
で
す
。
コ
ピ
ー
版
、　
一

部
千
七
百
円
、
送
料

一
六
〇
円
）

-5-



月の光 る海辺、白い ドンス

で子猫 といつしょιこルの_L

全身 の皮が何 回 もむけか わった

本
誌
１０
月
号

『
理
理
の
皮
が
全
部
む
け

た
』
の
小
野
理
理
さ
ん

（
１９
才
）
が
、　
Ｈ

月
６
日
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
第

一
例
会
に

来
た
。

体
の
赤
か
っ
た
と
こ
ろ
が
、
す

っ
か
り

消
え
、
ほ
お
も
ピ
ン
ク
色
に
な
り
、
明
る

い
表
情
。
す
ご
い
早
口
で
、
そ
の
体
験
を

語

っ
た
―
―
―

ほ
お

が
ピ

ン
ク

に

コ
一、
三
週
間
く
ら
い
前
か
ら
、
加
速
度

的
に
よ
く
な

っ
て
、
よ
く
な
り
は
じ
め
た

ら
、
こ
ん
な
に
早
い
の
か
な
、
と
思
う
く

ら
い
で
し
た
。

は
じ
め
の
こ
ろ
は
体
も
だ
る
か
っ
た
し
、

母
も
忙
し
く
て
芋
。ハ
ス
タ
ー
の
し
っ
ぷ
を

す
る
の
が
大
変
だ

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
元

気
に
な

っ
て
き
た
ら
、
手
ま
め
に
毎
日
、

肝
臓
と
腎
臓
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
体
の
赤

い
と
こ
ろ
を
し
っ
ぶ
し
ま
し
た
。
今
も
、

毎
晩
、
寝
る
前
に
や

っ
て
ま
す
」

―
―
ご
飯
は
よ
く
か
ん
で
る
？

「
え
え
、
よ
く
か
ん
で
、
食
べ
る
の
も
、

か
な
り
き
ち
ん
と
や

っ
て
ま
す
」

―
―
ひ
と
月
前
に
来
た
時
は
、
も

っ
と
顔

色
が
自
か
っ
た
ね
。
今
は
、
ほ
っ
ぺ
た
が

ピ
ン
ク
色
に
な

っ
て
る
。
お
化
粧
し
て
る

の
９
・

「
顔
は
ぜ
ん
ぜ
ん
し
て
ま
せ
ん
。
唇
を
ち

ょ
っ
と
ぬ
っ
て
る
だ
け
。
こ
の
前
来
た
時

は
、
ガ
サ
ガ
サ
だ
っ
た
か
ら
、
と
て
も
ぬ

る
気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
肌
が
す
ご
く

つ
る
つ
る
に
な

っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
腕
や
足
の
関
節
の
曲
げ
る

内
側
に
赤
く
出
て
た
の
が
、
す

っ
か
り
消

え
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
関
節
に
出
る
病

気
な
ん
で
す
よ
ね
」

―
―
よ
か
っ
た
ね
え
。
そ
れ
で
、
皮
は
何

枚
く
ら
い
む
け
た
の
？

「
お
風
呂
に

は
い
る
と
。　
お
風
呂
が
粉

だ
ら
け
に
な
る
し
、
着
て
い
る
も
の
を
ぬ

ぐ
と
黒
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ん
か
、
じ
か
に
着

て
る
と
、
一異
が
ま

っ
白
に
な

っ
た
り
し
ま

し
た
。

こ
の
前
来
た
時
、
ま
だ
か
ゆ
い
、　
っ
て

言

っ
た
で
し
ょ
。
か
ゆ
い
の
が
あ

っ
て
、

そ
れ
が
過
ぎ
る
と
痛
く
な

っ
て
、
そ
れ
か

ら
全
部
む
け
る
、
と
い
う
の
が
三
曰
く
ら

い
で
ヮ
ン
コ
ー
ス
に
な

っ
て
い
て
、
そ
れ

が
何
度
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

今
は
も
う
な
ん
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
」

―
―
頭
は
で
な
い
の
？

「私
の
病
気
は
頭
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
フ
ケ
も
で
な
い
し
、
き
れ
い
で

す
。
ウ
ソ
み
た
い
」

―
―
病
院
に
い
た
時
の
こ
と
か
ら
少
し
話

し
て
。

「私
は
７
月
の
初
め
に
入
院
し
ま
し
て
、

小野理理tが夢の中に見たもの
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『本
の
葉
が
キ
ラ
キ
ラ
光
り
、

人
の
後
に
オ
ー
ラ
（克
）が
見
え
る
』

先月号の “ガ ン"の 写真につづ き, これも玄米正食医学,芋パス

ターの威力の証明。この青年は, ある大学の武道クラブのキャプテ

ンっ腎臓と肝臓 をやられ,阿部指導部長の指導て,玄米一口三百回,

少食少飲,芋パスターー日四回を実行 したら,三 日目から焦茶色の

毒が出てきた。宿便がぬけて,今 は,あ たりがキラキラ見える

８
月

の
末
ま
で
、

ニ
カ
月
ち
か
く
、
新
宿

の
東
京
医
大
付
属
病
院
に
入
院
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
病
気
は
、
医
者

で
は
治
ら
な

い
病

気
だ
と
思

っ
て
い
た
か
ら
、
入
院
す
る
気

は
な
か

っ
た
ん
で
す
け
ど
、
（玄
米
食
べ
て
）

あ
ん
ま
り
ひ
ど
く
な

っ
て
き
ち

ゃ
っ
た
も

ん
で
す
か
ら

〔正
食
の
実
行
に
よ
る
排
毒
反

応
現
象
〕、
そ
れ
に
、
知
り
合

い
に
医
者

の

卵
が

い
ま
し
て
、
入
院

し
た
ら
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か

っ
て
い
う
も
ん
で
す
か
ら
、

二

ヵ
月
で

一
生
や

っ
て
き
た
病
気
が
治

る
ん

な
ら
い
い
と
思

っ
て
入

っ
た
ら
、
今
ま
で

や

っ
た
こ
と
の
な

い
、
血
液
検
査
と
か
、

尿
検
査
と
か
、
細
か
い
検
査
を
さ
れ
て
、

こ
れ
な
ら
治
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
入
院
生

活
を
始
め
た
ん
で
す
。

で
す
け
ど
、
使

っ
た
薬
が
、
リ
ン
デ

ロ

ン
と
い
う
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
で
、
と
に

か
く
強

い
薬
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
毎
日
、

い
や
と
い
う
ほ
ど
ぬ

っ
て
、
ぬ
る
と
、
ぬ

っ
た
と
こ
ろ
は
治
る
ん
だ
け
ど
、
す
ぐ
出

て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。

お
さ
え
て
も
、　
一
曰
く
ら
い
し
か
、
も

た
な
く
て
、
麻
薬
み
た

い
で
、

こ
ん
な
ん

で
い
い
の
か
な
あ

っ
て
思

い
始
め
た
の
が

７
月

の
末
く
ら
い
で
、　
一
カ
月
く
ら
い
で

退
院

で
き
る
は
ず
だ

っ
た
の
が
、
先
生
が
、

あ
と
十
日
、
あ
と
十
日

っ
て
の
ば
し
て
、
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い
つ
治
る
か
分
ら
な
く
て
、
そ
れ
で
、
ま

だ
体
中
に
で
き
て
る
の
を
、
も
う
い
い
っ

て
、
８
月
２４
日
に
強
引
に
退
院
し
ち
や
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
退
院
し
て
３
日
目
に
な

っ
た
ら
、
顔
中
に
で
て
き
ち
ゃ
っ
て
、
私

も
女
だ
か
ら
、
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク
で
。
唇

も
は
れ
た
ん
で
す
。　
一
晩
の
う
ち
に
、
倍

く
ら
い
に
は
れ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
く
れ
あ
が

っ
て
…
ｆ
。

医
者
と
ケ

ン
カ
し
て

退
院
す
る
こ
と
を
医
者
が
ゆ
る
し
た
は

ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な

る
の
か
な
あ
っ
て
、
信
じ
ら
れ
な
く
て
。

悪
化
す
る
と
熱
が
あ
が
る
ん
で
す
よ
。
そ

れ
で
車
で
病
院

へ
行

っ
た
ら
、
す
ぐ
再
入

院
だ
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
私
、

こ
ん
な
こ
と
繰
り
返
す
の
い
や
だ
し
、
先

生
に
、
い
つ
治
る
ん
で
す
か
、　
っ
て
聞
い

た
ら
、
３
年
か
５
年
か
分
ら
な
い
っ
て
、

そ
れ
じ
ゃ
、
私
も
今
、
大
学
２
年
で
す
け

ど
、
耐
え
ら
れ
な
い
と
思

っ
て
、
そ
れ
で

も
、
正
食
の
こ
と
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
入
る
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

医
者
と
大
げ
ん
か
し
て
、
だ
っ
て
先
生
、

治
ら
な
い
ん
で
し
ょ
、　
っ
て
言

っ
た
ん
で

す
。こ

ん
な
に
熱
が
あ
る
の
に
、
ど
う
す
る

ん
だ
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
玄
米
で
治

す
な
ん
て
言

っ
た

っ
て
、
ま
た
医
者
が
ア

セ
る
だ
け
だ
か
ら
、　
一
日
、
考
え
て
く
る

か
ら

っ
て
言

っ
て
、
こ
こ
で
つ
か
ま

っ
た

ら
ア
ウ
ト
だ
と
思

っ
て
、
帰

っ
て
、
そ
れ

か
ら
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

へ
電
話

し

た

ん

で

す
」

―
―
顔
が
ま
ん
丸
に
は
れ
て
た
な
。
鼻
が

ち
ょ
っ
と
高
い
だ
け
で
。

「唇
か
ら
は
れ
始
め
て
、
耳
が
は
れ
て
、

耳
と
首
が
く

っ
つ
い
て
は
れ
ち
ゃ
っ
た
も

ん
で
す
か
ら
、
横
向
け
な
く
て
、
も
う
目

が
あ
か
な
い
ん
で
す
。
部
屋
が
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
人
の

顔
も
見
え
な
い
ん
で
す
」

―
―
体
中
、
地
図
み
た
い
に
赤
か

っ
た
ね
。

そ
れ
が
、
だ
ん
だ
ん
よ

っ
て
き
て
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
、
う
ん
で
、
熱
も

っ
て
た
。

「腕
は
男
の
人
の
腕
く
ら
い
に
な

っ
て
、

重
た
く
て
上
ら
な
か

っ
た
ん
で
す
。
ぜ
ん

ぜ
ん
動
け
な
い
状
態
で
し
た
。
尋
常
性
乾

癬
か
ら
膿
疱
性
乾
癬
に
な

っ
た
ん
で
す
」

―
―
治

っ
て
い
く
過
程
は
覚
え
て
る
の
？

「
う
わ
の
空
で
ね
、
う
な
さ
れ
て
た
し
、

あ
ま
り
よ
く
覚
え
て
ま
せ
ん
け
ど
」

―
―
途
中
で
、
夢
の
状
態
で
し
ゃ
べ
っ
て

た
け
ど
、
そ
れ
は
覚
え
て
る
？
　
夢
の
中

で
怒

っ
て
た
よ
。

「
そ
れ
は
ね
、　
病
院
が
、　
す
ご
く
悪
い

印
象
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
せ
い
か

な
。
で
も
、
順
番
が
は

っ
き
り
し
な
い
ん

で
す
。
全
体
と
し
て
は
覚
え
て
る
け
ど
。

だ
い
た
い
、　
一
日
の
区
切
り
が
ま

っ
た
く

な
い
で
し
止

―
―
自
律
神
経
失
調
で
、
昼
よ
る
の
区
別

が
な
い
ん
だ
。
疲
れ
た
時
に
寝
る
だ
け
で

ね
。
暑
い
の
と
寒
い
の
と
交
互
に
く
る
。

そ
れ
か
ら
、
う
れ
し
い
の
と
悲
し
い
の
と

怒
る
の
と
、
普
通
の
状
態
と
、
感
情
が
ぐ

る
ぐ
る
変
る
ん
だ
な
。

「寒

い
の
は

覚
え
て
ま
す
。　
歯

の
根
が

あ
わ
な

い
く
ら
い
、
ガ
タ
ガ
タ

ツ
と
。
そ

れ
が

ス
ー

ッ
と
し
た
か
と
思
う
と
、

こ
ん

ど
は
ワ
ー

ッ
と
暑
く
な
る
」

「
ひ
と
つ
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、　
そ

れ

は
夢
だ
け
ど
、
す
ご
く
き
れ
い
な
景
色
が

み
え
た
ん
で
す
」

―
―
そ
れ
は
便
が
出
た
あ
と
だ
ね
。

「
え
え
。
海
辺
で
ね
、
砂
浜
の
海
岸
で
、

ボ
ー
ト
が
あ

っ
て
、
そ
こ
に
自
分
が
真

っ

白
な
ド
レ
ス
着
て
、
横
た
わ
っ
て
て
、
ひ

ざ
に
、
ム
ク
ム
ク
ッ
と
し
た
か
わ
い
い
ネ

コ
が
い
て
、
風
が
吹
い
て
て
、
と

っ
て
も

い
い
気
持
。
そ
の
こ
と
を
、
い
ろ
ん
な
人

に
聞
か
せ
て
あ
げ
た
く
て
、
し
ゃ
べ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な

っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
。

一
生
け
ん
め
い
、
話
そ
う
話
そ
う

っ
て
、

―
―
夢
遊
状
態
で
ね
、
は
じ
め
の
日
は
病

院
に
い
た
ひ
と
月
く
ら
い
前
の
こ
と
を
し

ゃ
べ
っ
て
た
。
そ
の
次
の
日
は
、　
一
年
く

ら
い
前
の
こ
と
、
そ
の
ま
た
次
の
日
は
、

幼
稚
園
時
代
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
た
け

いこ
。「き

ち
ん
と

秩
序
だ

っ
て

い
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、
日
を
つ
ぶ
る
と
パ

ッ

と
見
え
る
風
景
が
、
だ
ん
だ
ん
変

っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
ん
で
す
」

―
―
言
い
方
も
子
ど
も
の
こ
ろ
み
た
い
で
、

頭
が
お
か
し
く
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
、
お
母
さ
ん
、
心
配
し
て
た
よ
。

忘
れ
ち
ゃ
う
と
い
け
な

い
か
ら
。
世

の
中

に
、
あ
ん
な
に
き
れ
い
な
も
の
あ
る
か
し

ら

っ
て
」

―
―

そ
れ
は
、
前
に
ど
こ
か
で
見
た
こ
と

あ
る
の
９
・

「
う
う
ん
、　
見
た
こ
と
な
い
。　
そ
れ
が

夜
で
ね
、
月
が
こ
ぅ
こ
ぅ
と
、
三
日
月
だ

っ
た
か
し
ら
、
明
る
く
て
ね
、
星
が
き
れ

い
で
、
夜
の
砂
浜
な
の
。
映
画
で
み
た
と

か
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

―
―
体
が
フ
ワ
ー
ッ
と
軽
く
な

っ
て
？

「
う
ん
、
ボ
ー
ト
に
ゆ
ら
れ
て
る
の
」

―
―
じ
ゃ
、
王
子
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
だ
。

月

の
浜

べ
で
ボ
ー
ト

に
ゆ
ら
れ
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（笑
）

「
そ
う
な
の
、
で
も
、　
そ
れ
は
、　
だ
い

ぶ
あ
と
に
な

っ
て
、
熱
も
さ
が
り
か
か
っ

て
か
ら
。
は
じ
め
は
も
う
い
や
な
夢
ば
か

り
。
お
医
者
さ
ん
に
追
い
か
け
ら
れ
る
夢

と
か
、
病
院
を
逃
げ
だ
そ
う
と
し
た
ら
道

が
分
ら
な
く
な

っ
た
夢
だ
と
か
」

―
―

こ
の
ご
ろ
は
夢
み
る
の
？

「
あ
ん
ま
り
印
象
的
な
夢
は
み
ま
せ
ん
。

で
も
、
私
、
お
ば
あ
ち
や
ん
の
夢
を
定
期

的
に
み
る
ん
で
す
。

そ
れ
が
ね
、
ほ
っ
ぺ
た
の
と
こ
ろ
が
ま

だ
赤
か
っ
た
ん
で
す
。
ガ
サ
ガ
サ
ッ
と
し

て
い
て
。
体
が
よ
く
な

っ
た
の
に
、
顔
に

で
て
き
て
、
よ
け
い
、
い
や
だ
な

っ
て
思

っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
れ
が
、
関
係

な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
だ
け
ど
、
三
日
前

に
、
お
ば
あ
ち
や
ん
が
す
ぐ
そ
ば
に
来
て

い
る
、
鮮
や
か
な
夢
を
み
た
ん
で
す
。
い

っ
し
ょ
に
船
に
の
ろ
う
と
思

っ
た
ら
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
の
る
と
動
か
な
く
な

っ
た

そ
れ
で
、
翌
朝
お
き
て
み
た
ら
、
ウ
ソ

み
た
い
に
、
真

っ
赤
だ

っ
た
の
が
消
え
ち

ゃ
っ
て
た
ん
で
す
。
母
が
、
ど
う
し
た
の

っ
て
い
っ
た
く
ら
い
、
急
に
き
れ
い
に
な

っ
た
ん
で
す
。

―
―
お
友
だ
ち
に
治

っ
た
こ
と
話
し
た
？

「
え
え
、　
ま
ず
、　
東
京
医
大
で
同
室
だ

っ
た
膠
原
病
の
子
の
お
見
舞
い
に
行

っ
た

ん
で
す
。
同
い
年
で
ね
、
も
う
５
年
も
入

院
し
て
る
ん
で
す
。
要
す
る
に
彼
女
は
今

の
医
学
じ
ゃ
治
ら
な
く
て
、
医
者
が
研
究

す
る
の
を
待

っ
て
る
っ
て
状
態
な
ん
で
す
。

「さ
れ
い
に
な
っ
て
口
」

で
も
、
見
て
び

っ
く
り
し
て
ま
し
た
。

退
院
す
る
時
、
ま
だ
私
、
腕
の
あ
た
り
真

っ
赤
だ

っ
た
で
し
よ
。
そ
れ
が
、
ぜ
ん
ぶ

き
れ
い
に
な

っ
て
た
か
ら
、
小
野
さ
ん
、

ど
う
し
た
の
？

名
い
に
き
れ
い
に
な

っ
て
。

す
ご
く
き
れ
い
に
な

っ
た

っ
て
。
そ
れ
で

私
も
本
も

っ
て
っ
た
り
し
て
い
ろ
い
ろ
話

し
た
ん
だ
け
ど
、
真
剣
に
き
い
て
た
け
ど
、

そ
れ
じ
ゃ
今
す
ぐ
玄
米
し
ま
す
か
ら
退
院

し
ま
す

っ
て
で
き
な
い
で
し
ょ
」

―
―
今
、
い
ち
ば
ん
言
い
た
い
こ
と
は
？

「
西
洋
医
学
と
正
食
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
両

方
体
験
し
て
み
て
、
西
洋
医
学
を
極
端
に

悪
く
言
う
必
要
は
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、

た
だ
、
心
の
、
気
持
ち
の
交
流
が
な
い
っ

て
い
う
こ
と
、
す
ご
く
感
じ
た
ん
で
す
。

患
者
さ
ん
く
る
と
、

モ
ル
モ
ッ
ト
み
た
い

に
。ハ
ッ
と
並
べ
て
、
注
射
。
時
間
に
な
る

と
点
滴
で
。
病
院
て
い
う
の
は
す
ご
く
人

数
も
多
い
し
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
で
。

そ
れ
で
、
こ
っ
ち
の
ほ
う
は
、
先
生
に
ず

っ
と
つ
い
て
て
も
ら

っ
て
、　
ハ
ン
コ
で
押

し
た
よ
う
な
治
し
方
と
ち
が
う
な

っ
て
思

い
ま
し
た
。
先
生
も
そ
う
だ
し
、
う
ち
の

家
族
の
人
と
か
、
み
ん
な
の
力
で
、
こ
こ

の
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
治

っ

た
ん
で
す
。
何
度
も
何
度
も
電
話
で
相
談

し
て
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」

（
質
問
は
橋
本
政
憲
編
集
長
）

■
　
玄
米
正
食
医
学
と
、
宇
宙
法
則
、
Ｐ

Ｕ
に
つ
い
て
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
発
行
の

図
書
、
テ
ー
プ
な
ど
で
研
究
し
て
く
だ
さ

い
。
雑
誌
な
ら
、
翻
号

（正
食
ガ
イ
ド
Ａ
、

罰
円
）
、

４６８
号

（同
Ｂ
、

４００
円
）
、
収
号

（３００

円
）、
佃
号

（３００
円
）
Ｆ

ず
れ
も
〒
４０
円
〕

な
ど
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
玄
米
の
心
身

改
造
法
に
つ
い
て
は
４８２
号
、
芋
パ

ス
タ
ー

な
ど
手
当
法
は
棚
号
に
詳
し
く
の
っ
て
い

ま
す
。

■
　
正
食
医
学
で
心
身
改
造
を
す
る
と
、

夢
が
ど
ん
ど
ん
変
り
ま
す
。
ど
の
時
代
の

夢
を
み
た
か
、
で
、
ど
の
こ
ろ
の
食
事
な

ど
で
作
ら
れ
た
細
胞
が
と
け
だ
し
て
き
て

い
る
か
、
が
分
り
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
を
、
ど
の
く
ら
い
食
べ
た

り
、　
飲
ん
だ
り
し
た
か
、　
便

（大

・
小
）

の
量

・
質

・
回
数
、
夢
の
内
容
、
そ
の
日

の
体
調
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
商
会
謹
製

５４７
大
阪

市

平

野

区

喜

連

東

一Ｔ

一
―

ニ
ー

一
〇

丁
Ｅ
Ｌ

０
６
●
７
０
９
ｏ
ｌ
ｌ
６
３
０

“

渋
谷
区
大
山
町
Ｈ
１

５
（店
）

〒

一丁
Ｅ
Ｅ
０
３
・
４
６
５
・
５
０
２
１
０

（店
）
中
野
北

ロ
プ
ロ
！
ド
ウ

ェ
イ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

３

ｏ
３

８

５

ｏ
４

２

３

３

玄
米
ご
ま
塩
せ
ん
べ
い

て
ん
ぐ
印
玄
米
も
ち

も

ぎ

も

ち

玄
米
あ
ま
酒

そ
の
他
多
数
製
造

て

Iょょ
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
扱
い
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法
／
無
限
の
自
由
が
君
を
招
く
／
人
間
の
ス
ベ
テ
の
秘
密
は

少
年
時
代
に
あ
る
／

ハ
ウ
ザ
ー
に
つ
い
て
／
人
間
の
快
楽
は
ミ
ナ
陰
性
で
あ
る
／
日
本
に
お
け
る
二
人
の
偉
大
な
イ
ン

ド
人
／
光
は
東
方
よ
り
／
私
の
教
育
論
／
病
気
の
原
因
は
食
物
の
み
？
／
ガ
ン
の
原
因
に
つ
い
て
／
純
正
精
進
食
は
じ

な
く
て
も
い
い
／
眼
に
よ
る
診
断
法
／
冒
険
心
は
排
他
性
の
自
乗
に
逆
比
例
す
／
赤
道
直
下
の
ア
フ
リ
カ
ヘ
／
シ
ュ
バ

イ
ツ
ァ
ー
博
士
と
の
会
見
／
砂
ノ
ミ
と
熱
帯
性
カ
イ
ヨ
ウ
／
パ
リ
正
食
戦
線
の
状
況
／
ホ
ジ
キ
ン
学
説
に
つ
い
て
／
南

仏
紀
行
／
心
臓
病
と
高
血
圧
に
つ
い
て
／
正
食
食
堂
全
欧
に
続
々
生
る
／

一
千
万
円
を
く
れ
た
人
／
体
重
八
貫
目

へ
る

新
し
い
栄
養
学

孵
憂
押
デ
第
轟

食
糧
問
題
の
重
要
性
／
生
命
と
は
／
食
物
と
は
／
健
康
と
達
者
／
無
双
原
理
／
身
土
不
二
の
原
則
／
食
物
の
成
分
／
水

／
無
機
質
／
炭
水
化
物
／
蛋
自
質
／
油
脂
／
ビ
タ
ミ
ン
／
カ
ロ
リ
ー
説
／
消
化
と
吸
収
／
消
毒
と
い
う
こ
と
／
正
し
い

食
物
と
そ
の
え
ら
び
方
／
植
物
性
食
品
に
つ
い
て
／
動
物
性
食
品
に
つ
い
て
／
正
し
い
調
理
／
正
し
い
食
法
／
母
性
は

文
化
の
源
泉
／
西
洋
栄
養
学
貧
困
の
原
因
／
マ
ッ
カ
ラ
ム
博
士
の
食
生
活
原
理
／
日
本
精
神
と
世
界
観
／
熱
帯
衣
食
住

人
間
の栄
養
学
及
医
学

孵
勇
押
だ
聴
鼻

日
本
精
神
と
西
洋
科
学
精
神
／
戦
争
と
食
物
／
国
を
亡
ぼ
す
も
の
／
伝
染
病
と
遺
伝
／
西
洋
医
術
と
東
洋
医
道
の
相
違

に
つ
い
て
／
漢
方
医
学
の
根
本
原
理
／
漢
方
医
学
を
亡
ぼ
す
も
の
／
自
然
医
学

へ
の
道
／
栄
養
学
と
食
養
法
／
栄
養
学

批
判
／
体
位
向
上
の
方
向
に
つ
い
て
／
牛
乳
が
も
つ
殺
人
的
細
菌
に
つ
い
て
／
な
ぜ
く
だ
も
の
は
い
け
な
い
か
／
塩
に

つ
い
て
／
食
事
と
民
族
／
男
の
子
女
の
子
を
自
由
に
生
む
法
／
涙
の
分
析
／
米
の
油
の
価
値
／
怠
惰
心
と
病
弱
者
を
増

加
せ
し
め
る
健
康
保
険
法
／
皮
膚
を
よ
く
す
る
食
物
／
近
視
の
原
因
／
色
盲
も
な
お
る
／
肩
の
凝
り
は
／
神
経
衰
弱
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プラジル版『ゼン・マクロピオティック」(1970年発行)の扉

橋 本 政 憲

詩

SAKURAZAWA NYOIT:

(George Ohsawa)

宙 の宇

易
は
廣
大
悉
く
備
る
。

易
は
古
今
無
双
千
古
不
減
の
根
本
原
理
で
あ
る
。

そ
れ
は
哲
學
と
科
學
を

デ
貫
し
綜
合
す
る
。

そ
れ
は
現
在
の
東
西
相
剋
。
東
西
文
明
の
正
面
衝
突
が
如
何
に
し
て
人
類
最
高

の
綜
合
文
明
に
展
開
す
る
か
を
豫
言
す
る
。

桜
沢
如

一
著

『
易
―
万
有
根
本
無
双
原
理
』

（昭
和
十
一
年
刊
）
の
扉

Ｐ
Ｕ
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

登
場
人
物
／
Ａ
Ｉ
Ｉ
本

誌
編
集
ス
タ

ッ
フ

Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ａ
の
友
人

Ｂ
　
本
誌
４８‐
号
に

『宇
宙
の
詩

（
１
こ
と
い
う
の
が
の
っ

て
る
け
ど
、
Ｐ
Ｕ
と
か

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
か
君
の

言

っ
て
る
こ
と
と
、
ど
う
関
係
が
あ
る
ん
だ
い
？

Ａ
　
ま
あ
、
あ
わ
て
な

い
で
。
ち
ょ
っ
と
ゆ

っ
く
り
説
明

す
る
か
ら
。

″
Ｐ
Ｕ
″
と
か

″
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
と
か
、
横
文

字
風
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
、
東
洋
的
な
発
想
の

も
の
で
、
し
か
も
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
国
際
的
な

普
遍
性
の
あ
る
も
の
だ
。
Ｐ
Ｕ
と
い
う

の
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
で

ｒ
①
「
『
一君
一Ｒ

Ｃ
●
”ｆ
①

（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・

ユ
ニ
ッ
ク
）
単

一
原
理
、
統

一
原
理
、
と
い
う
言
葉
の
頭

文
字
。

Ｂ
　
″
原
理
運
動
″
み
た
い
だ
な
。
宗
教
か
い
？

Ａ
　
宗
教
じ
ゃ
な

い
よ
。
宗
教
と
い
う
の
は
、
自
分
と
か

人
間
の
外
に
絶
対
的
な
権
威
を
認
め
る
け
ど
、
Ｐ
Ｕ
は
、

宇
宙
全
体
を

一
つ
の
も
の
と
し
て
考
え
る
か
ら
、
人
間
も
、

そ
の

一
部
な
ん
だ
。

つ
ま
り
、
人
間
と
自
然
と
の
間
に
、

絶
対
的
な
境
界
を
お
か
な

い
。

Ｂ
　
じ
ゃ
、
い
わ
ゆ
る
自
然
主
義
か
。
　
″
自
然
に
還
れ
″

と
い
う
、
あ
れ
だ
ね
。

Ａ
　
大
ざ

っ
ぱ
に
言
え
ば
、
そ
う
考
え
て
も

い
い
け
ど
、

単
な
る
自
然
主
義
じ
ゃ
な

い
。

Ｂ
　
な
ん
だ
か
、
よ
く
分
ら
な

い
な
。

Ａ
　
お
い
お
い
分
る
よ
、
Ｐ
Ｕ
と
い

本
の

″
Ｐ
Ｕ
界
″
で
通
じ
る
言
葉
で
、
ヨ て

|も
口  ｀

ツ こ
パ  才し
や は
ア 日
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メ
リ
カ
あ
た
り
で
は
、
く
ョ
‐く
”
●
∞
”
〓
一８
ｏ
ｏ
す
く

（陰

陽
哲
学
）
と
か
、
　

多
ｏ
Ｏ
ａ
Ｒ

ｏ
い
　
多
の
ｃ
５
”く
ｑ
Ｘ

（宇
宙
の
秩
序
）
と
か
言

っ
て
い
る
。

Ｂ
　
ま
す
ま
す
宗
教
く
さ
い
な
。

Ａ
　
日
本
で
は
、
Ｐ
Ｕ
と
言

っ
た
り
、
無
双
原
理
と
言

っ

た
り
、
実
用
弁
証
法
と
言

っ
た
り
し
て
い
る
。

こ
の
ご
ろ

で
は
、
宇
宙
法
則
と
い
う
表
現
を
す
る
人
も
い
る
。

Ｂ
　
な
ん
て
言
わ
れ
て
も
分
ら
な
い
の
は
同
じ
だ
。
そ
の

マ
ク

ロ
な
ん
と
か

っ
て
い
う

の
は
？

Ａ
　
こ
の
間
も

『
週
刊
新
潮
』
の
編
集
部
か
ら
電
話
が
あ

っ
て
、

「
ア
メ
リ
カ
で
久
司
道
夫

っ
て
い
う
人
が
東
洋
的

な
健
康
法
の
セ
ミ
ナ
ー
を
大
勢
人
を
集
め
て
や

っ
た
写
真

を
グ
ラ
ビ
ア
ペ
ー
ジ
に
作
る
ん
で
す
け
ど
、　
マ
ク

ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
か
、　
マ
イ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
す
か

？
」

っ
て
言
う
ん
だ
。
英
語
な
ら
、

マ
ク
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス

Ｂ
お
８
σ
一８
【８

　

、
形
容
詞
な
ら
、　
マ
ク

ロ
バ
イ

オ
テ
ィ
ッ
ク
だ
。
　
日
本
で
は
、
　
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

ロ
８
８
σ
”９
一Ｏ
ｃ
の
　
　
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
も
の

が
通
用
し
て
い
る
。　
マ
ク
ロ
ビ
オ
チ

ッ
ク
の
ほ
う
が
、
発

音
が
近

い
か
も
し
れ
な
い
。
も
と
も
と
、
十
九
世
紀
ド
イ

ツ
の
生
理
学
者
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
と
い
う
人
が
、
〓
Ｔ

澪
８
σ
【２
寿

（不
老
長
生
法
）
と
い
う
言
葉
を

つ
く

っ
て
、

そ
う

い
う
名
前
の
本
を
出
し
た
。

そ
の
言
葉
を
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
創
立
者
で
あ
る
、
桜

沢
如

一
、
ョ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ

・

オ
ー
サ
ワ
と
い
う
名
前
で
活
躍
し
た
人
が
、

ぶ^
①
●
〓
？

ｏ
８
σ
】ｏ
一お
】̈
　
と
い
う
本
に
採
用
し
た
ん
だ
。
　
″禅

の
不

老
長
生
法
″
と
い
う
わ
け
だ
。
日
本
人
が
聞
く
と
、
古
め

か
し
い
け
ど
、　
あ
ち
ら
じ
ゃ
、

″
ナ
ウ
″　
な
感
覚
の
言

葉
ら
し
い
ん
だ
な
。

Ｂ
　
ョ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
じ
ゃ
、　
＾^
Ｎ
の
■

　
な
ん
て

い
う
と
、
幽
玄
で
神
秘
的
な
感
じ
が
す
る
ん
だ
ろ
う
な
。

Ａ
　
欧
米
で
も
ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー
サ
ワ
の
本
が
た
く
さ
ん

出
て
い
る
け
ど
、
特
に
ョ
ー

ロ
ッ
パ
で
い
ち
ば
ん
読
ま
れ

て
い
る
の
が
、
こ
の

『
ゼ
ン

・
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
』

な
ん
だ
。
本
誌
の

４６３

号
か
ら

４８‐

号
に
翻
訳
が
出
て
る
か

ら
、
読
ん
で
み
な
い
か
。

Ｂ
　
何
が
書

い
て
あ
る
ん
だ
い
。

オ

ー

サ

ワ

式

健

康

法

Ａ
　

夕
Ｎ
①
”
】）
と
書

い
て
あ

っ
て
も
、　
い
わ
ゆ
る
仏
教
的

な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
書

い
て
な

い
。
書

い
て
あ
る
の
は
、

ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー
サ
ワ
の
現
代
文
明
批
判
と
、
Ｐ
Ｕ
、
陰

陽
哲
学
、
実
用
弁
証
法
の
物
の
考
え
方
の
入
門
と
、
玄
米

正
食
に
よ
る
健
康
法
ガ
イ
ド
、
具
体
的
な
食
事
法
と
食
物

を
使

っ
た
手
当
法
な
ん
だ
。

Ｂ
　
奇
妙
な
本
だ
な
。
健
康
法
に
ど
う
し
て
、
哲
学
だ
な

ん
て
、
む
ず
か
し

い
も
の
が
つ
く
ん
だ
７

Ａ
　
そ
こ
が
、　
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ユ
ニ
ー
ク
な
と

こ
な
ん
だ
。
健
康
法
な
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
、
菜
食
主

義
と
か
、
ヨ
ガ
と
か
、
果
物
療
法
と
か
、
じ
ゃ
が
い
も
健

康
法
と
か
、
鍼
灸
「

漢
方
、
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
チ

ッ
ク
、　
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
催
眠
療
法
と
か
、
挙
げ
て
い
っ
た
ら
、
キ
リ

が
な

い
く
ら
い
盛
ん
だ
け
ど
、　
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、

先
に
言

っ
た
、
Ｐ
Ｕ
、
宇
宙
法
則
に
よ
る
統

一
的
世
界
観

に
よ
る
自
由
と
幸
福
、
そ
の
根
本
条
件
と
し
て
の
″
健
康
″

と
い
う
考
え
方
で
押
し
て
る
ん
だ
。

で
も
、
　
″
玄
米
食
べ
る
と
、
や
せ
る
ら
し

い
″
と
か
、

″
病
気
が
治
る
ら
し
い
〃
と
か
、
そ
う

い
う
関
心
の
持
ち

方
の
人
が
多

い
ら
し

い
な
。
日
本
で
も
似
た
よ
う
な
も
ん

だ
け
ど
ね
。

Ｂ
　
肉
体
的
な
悩
み
は
、
な
ん
て
い
っ
た

っ
て
切
実
だ
か

ら
な
。
お
な
か
が
痛

い
、
と
か
、
体
の
調
子
が
悪
い
、
と

か
、
デ
ブ
で
み
っ
と
も
な

い
、
と
か
、
そ
の
へ
ん
の
こ
と

が
解
決
で
き
な
き
ゃ
、
世
界
平
和
だ
と
か
、
人
類
の
未
来

だ
と
か
、
絶
対
の
真
理
だ
と
か
、
考
え
ら
れ
な

い
も
の
。

Ａ
　
そ
う

い
う
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の

″
ゼ
ン

・
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
の

″
ゼ
ン
″
が
取
れ
て
、
　
″
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
だ
け
で
、
オ
ー
サ
ワ
の
主
張
す
る
思

想
と
、
健
康
法
、
正
食
法
、
生
活
法
を
さ
す
よ
う
に
な

っ

て
し
ま

っ
た
。
″
マ
ク
ロ
″
と
い
う

の
は
、
″
マ
イ
ク
ロ
″

（
微
小
な
）
の
反
対
で

〃
巨
大
な
″　
″
巨
視
的
な
″
と
い

う
意
味
。
″
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
と
い
う
の
は
、
″
ビ
オ
″
が

生
物
学
の
こ
と
を
英
語
で
　
σ
一〇
一〇
∞
く

と
い
う
よ
う
に
、

″
生
命
の
″
と
い
う
意
味
だ
。
だ
か
ら
、　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
と
い
う

の
は
、
不
老
長
生
法
と
い
う
元
の
意
味
か

ら
、　
″
マ
ク
ロ
的
な
生
活
法
″　
″宇
宙
法
則
に
の
っ
と
っ

た
生
活
シ
ス
テ
ム
″
、
狭

い
意
味
で
は
、
オ
ー
サ
ワ
式
食

生
活
法
を
指
す
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

Ｂ
　
手

っ
取
り
早
く
、
そ
の
Ｐ
Ｕ
と
い
う

の
か
ら
説
明
し

て
く
れ
な

い
か
。

Ａ
　
ま
あ
、
あ
わ
て
な
い
で
。
順
序
だ
て
て
説
明
す
る
か

ら
。
と
こ
ろ
で
、
言

っ
と
く
け
ど
、
こ
の
Ｐ
Ｕ
っ
て
い
う

の
は
、
む
ず
か
し

い
よ
う
だ
け
ど
、
聞
き
よ
う
に
よ

っ
て

は
、
バ
カ
バ
カ
し
く
幼
稚
で
子
ど
も

っ
ぱ
く
聞
こ
え
る
ん

だ
。
特
に
、
学
校
で
い
わ
ゆ
る
秀
オ
タ
イ
プ
の
人
は
、
ま

ず
、
反
発
し
て
ダ
メ
だ
ね
。
君
な
ん
か
、
そ
の
ほ
う
し
ゃ
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本
誌
を
パ
ラ
パ
ラ
と
見
て
、
こ
れ
は
、
俗

っ
ぽ
い
民
間
療

法
の
本
だ
と
か
、
古
め
か
し
い
神
秘
主
義
的
な

″東
洋
思
想
″

の
む
し
か
え
し
だ
、
と
か
思
う
人
に

一
言
。

本
誌
の
主
張
す
る
こ
と
、
そ
の
思
想
体
系
と
、
技
術
、
健

康
法
と
正
食
医
学
の
理
論
と
技
術
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
日

本
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
い
か
な
る
出
版
物
に
も
、
断
片
的
に

は
報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
総
体
的
に
述

べ
ら
れ
た

こ
と
は
な
い
。

そ
の
主
張
に
は
、
二
本
の
柱
が
あ

っ
て
、　
一
つ
は
、
宇
宙

の
秩
序
と
呼
ぶ
、
統

一
的
宇
宙
観
、
宇
宙
構
造
論
で
あ
り
、

無
双
原
理
、
実
用
弁
証
法
と
呼
ぶ
、
そ
の
法
則
に
つ
い
て
の

知
識
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
玄
米
正
食
法
と
い
う
健
康
法

で
あ
り
、
正
食
医
学
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
の
出
発
が
明
治
期

に
発
し
た

″食
養
″
と
呼
ぶ
健
康
法
で
あ

っ
た
た
め
に
、
こ

の
分
野
に
お
い
て
、
多
年
の
経
験
と
研
究
が
あ
る
こ
と
と
、

″
心
身

一
体
″
の
考
え
か
ら
、
特
に
主
張
し
て
き
た
関
係
で
、

日
本
Ｃ
ｌ
協
会
は
、
健
康
法
の
会
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

き
び
し
い
健
康
基
準

（健
康
の
七
大
条
件
）
に
照
ら
せ
ば
、

人
類
の
こ
と
ご
と
く
病
人
で
あ
る
現
在
、
正
食
法
の
研
究
と

普
及
は
、
ま
す
ま
す
進
む
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
医
学
以
外

の
あ
ら
ゆ
る
自
然
科
学
、
人
文
科
学
、
産
業
技
術
、
教
育
な

ど
に
も
、
応
用
の
範
囲
は
広
が
る
。

そ
の
主
張
の
中
心
柱
で
あ
る
、
宇
宙
構
造
論
と
は
何
か
？

そ
の
由
来
を
遠
く
た
ず
ね
て
解
説
す
る
の
が
、
こ
の

『宇
宙

の
詩
』
の
目
的
で
あ
る
。

西
洋
近
代
合
理
主
義
の
科
学
技
術
文
明
が
、
わ
が
国
で
も

採
用
さ
れ
、
巨
大
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

欠
陥
と
限
界
も
露
出
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
思
想
と
技
術
は
、

古
め
か
し
い
神
秘
主
義
で
も
、
偏
狭
な
分
析
主
義
で
も
、
″善

か
悪
か
″
と
い
う
白
黒
主
義
で
も
な
い
。

な
い
か
な
。

Ｂ
　
お
だ
て
て
る
の
か
、
バ
カ
に
さ
れ
て
る
の
か
、
分
ら

な
い
な
。
お
れ
は
そ
ん
な
に
秀
オ
じ
ゃ
な

い
よ
。

登

山

の

コ

ン

パ

ス

（
磁

石

）

Ａ
　
Ｐ
Ｕ
と
い
う

の
は
、
世
界
を
統

一
的
に
認
識
す
る
方

法
で
あ

っ
て
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
じ
ゃ
な

い
。
た
と

え
て
い
え
ば
、
山
の
頂
上
を
め
ざ
し
て
登
山
す
る
に
は
、

山
そ
の
も
の
の
大
ま
か
な
構
造
を
知
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
。
構
造
と
い
う
と
大
げ
さ
だ
け
ど
、
要
す
る
に
、
ど
の

く
ら
い
の
高
さ
で
、
ど
の
程
度

の
気
象
条
件
で
、
ふ
も
と

か
ら
ど
ん
な
登
山
道
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

自
分
の
今

い
る
と
こ
ろ
が
ど
こ
で
、
こ
こ
か
ら
頂
上

へ
は
、

ど
っ
ち
の
方
向

へ
、
ど
ん
な
道
が
あ
る
か
、
と
い
う

こ
と

を
知
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
図
と

か
、
案
内
書
と
か
、
前
に
登

っ
た
人
の
話
を
参
考
に
し
て
、

あ
と
は
、
自
分
の
足
で
、
太
陽
の
位
置
や
、
ま
わ
り
の
景

色
、
近
く
の
山
の
形
を
に
ら
み
な
が
ら
、
磁
石
を
片
手
に

一
歩

一
歩
、
行
く
わ
け
だ
。

山
の
構
造
と
い
う
の
は
、
宇
宙
、
世
界
、
人
生
の
成
り

立
ち
、
構
造
の
た
と
え
だ
し
、
登
山
、
と
い
う
の
は
、
人

間
が
そ
の
中
で
、
何
か
の
目
的
意
識
を
も

っ
て
行
動
す
る

こ
と
の
た
と
え
だ
。

登
山
の
場
合
に
は
、
山
の
構
造
と
い
う

の
は
、
急
に
は
、

変
わ
ら
な

い
け
れ
ど
、
実
社
会
と
か
、
実
際
の
自
然
と
い

う
の
は
、
ど
ん
ど
ん
変
転
し
て
変
わ

っ
て
ゆ
く
。
そ
の
変

わ
っ
て
い
く
方
向
を
見
通
し
て
、
自
分
の
方
針
を
た
て
て

進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
、
自
然
や
社
会
の
大
構
造
の
法
則
性
に
つ
い
て
の

知
識
が
Ｐ
Ｕ
だ
、
と
い
え
る
。

そ
の
構
造
を
解
明
す
る

マ
ス
タ
ー
キ
ー
と
い
う

の
が
、

一
つ
の
コ
ン
パ
ス

（
磁
石
）
で
、
磁
針
の

一
方
が
Ｎ
極
で

▼
と
い
う
印
が
つ
い
て
い
て
、
他
方
が
Ｓ
極
で
、
▲
と
い

う

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

あ
と
で
説
明
す
る
よ
。

で
、
ち
ょ
っ
と
簡
単
に

″
Ｐ
Ｕ
世
界
観
″
を

一
口
で
言

っ
て
し
ま
う
と
、

①
世
界
、
宇
宙
は
、
単

一
の
成
り
立
ち
の
も
の
で
あ
る
。

（
一
元
論
の
主
張
で
あ

っ
て
、
唯
物
論
と
か
、
唯
心
論
の

否
定
）

②
世
界
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
相
補
的
で
対
立
的

な
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

″
ラ
セ
ン
状
″
の
回
転
を
し
て

発
展
、
消
滅
、
転
生
し
て
い
る
。

③
こ
の

″
ラ
セ
ン
″
を
構
成
す
る
ど
の
部
分
を
と
っ
て
も
、

ま
た
、
同
様
の
二
元
的
な
ラ
セ
ン
構
造
で
あ
り
、
そ
の

一

部
を
細
か
く
取
り
出
し
て
み
て
も
、
無
限
に
同
様
の
構
造

で
成

っ
て
い
る
。

―
―
と
、
ま
あ
、
こ
ん
な
ふ
う
に
言
え
る
け
ど
、
こ
れ

だ
け
で
は
、
何
の
こ
と
だ
か
分
ら
な

い
だ
ろ
？
　
日
本
Ｃ

Ｉ
協
会
か
ら
、
本
や
雑
誌
や
テ
ー
プ
が
い
ろ
い
ろ
出
て
る

か
ら
、
研
究
し
て
く
だ
さ
い
な
。

Ｂ
　
そ
れ
で
、
こ
の
雑
誌
の
表
紙
に
星
雲
の
写
真
が
デ
ザ

イ
ン
し
て
あ
る
の
か
。

Ａ
　
そ
う
な
ん
だ
。
あ
れ
は
、
大
熊
座
の
大
星
雲
。
台
風

も
、
似
た
よ
う
な
ウ
ズ

マ
キ
だ
。

そ
れ
か
ら
ね
、
こ
の
Ｐ
Ｕ

っ
て
い
う
の
は
、
本
を
読
ん

で
も
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
分
る
け
ど
、
本
当
は
、
玄
米

を
ガ
ッ
チ
リ
食
べ
て
、
体
が
す

っ
か
り
変
わ

っ
て
体
が
風

-16-



▼

陰
性

▲

陽
性

み
た
い
に
軽
く
な

っ
て
、
日
に
映
る
も
の
が
み
ん
な
キ
ラ

キ
ラ
、
ひ
か
り
輝
く
状
態
を
体
験
す
る
と
、
い
っ
ぺ
ん
に

理
解
が
早
く
な
る
ん
だ
。

Ｂ
　
フ
ー
ン
、
そ
れ
ば
か
り
は
体
験
が
な

い
と
、
な
ん
と

も
分
ら
な

い
。

サ

ト

リ

を

ひ

ら

く

Ａ
　
む
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
、　
″
サ
ト
リ
を
ひ
ら
い

た
″
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
を

い
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
の
た
め
に
は
、
動
物
性
の
食
物
は
、
血
液
を
酸
性
化
し

て
、
邪
念
が
入
る
か
ら
ダ
メ
で
、
や
は
り
、
植
物
性
の
も

の
を
少
食
で
食
べ
、
サ
ム
サ
と
ヒ
モ
ジ
サ
で
鍛
え
、
自
律

神
経
を
鋭
敏
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

そ
の
ほ
か
に
、
実
社
会
の
い
ろ
ん
な
修
羅
場
を
く
ぐ

っ

て
精
神
と
肉
体
を
き
た
え
る
と
か
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
必

要
な
ん
だ
け
ど
ね
。

Ｂ
　
そ
の

″
自
律
神
経
″
と
い
う

の
は
、　
″
交
感
神
経
″

と
か
副
交
感
神
経
と
か
い
う
や
つ
か
い
？

Ａ
　
ち
ょ
っ
と
横
道
に
入
る
け
ど
、
君
は
、
自
分
の
手
や

足
を
上
に
上
げ
よ
う
と
、
″
思

っ
て
〃
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
ね
。
だ
け
ど
、
心
臓
を
早
く
動
か
そ
う
、
と
か
、
汗

を
か
こ
う
、
と
か
、
胃
を
休
ま
せ
よ
う
、
と
か
、

″思

っ

て
″
も
、
勝
手
に
で
き
な
い
ね
。

こ
れ
は
、
そ
う

い
う
も

の
を

つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
神
経
が
、
大
脳
と
は
独
立
し
て

あ

っ
て
、
自
律
神
経
系
と
い
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
神

経
系
に
も
、
表
裏
の
二
組
が
あ

っ
て
、
臓
器
を
緊
張
さ
せ

た
り
、
興
奮
さ
せ
た
り
、
ゆ
る
め
た
り
、
と
い
う
作
用
を

し
て
い
る
。　
一
方
の
神
経
が
、
全
部
の
臓
器
を
緊
張
す
る

ほ
う
に
ば
か
り
働
く
、
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
な
。

あ
る
種
の
臓
器
に
つ
い
て
は
、
ゆ
る
め
る
ほ
う

の
働
き
を

す
る
。

暗
い
夜
道
で
、
横
丁
を
曲
が
っ
た
と
た
ん
に
、
大
き
な

大
が

″
ワ
ン
／
″
と
吠
え
た
と
す
る
ね
。
そ
う
す
る
と
、

自
律
神
経
の
う
ち
の

一
方
で
あ
る
、
交
感
神
経
が
、
い
っ

ぺ
ん
に
緊
張
状
態
に
な

っ
て
、
体
や
手
足
の
血
管
は
、
縮

ま

っ
て
、
心
臓
は
ド
キ
ド
キ
活
発
に
動
き
、
全
身
の
毛
が

立

っ
て
、
瞳
孔
が
極
端
に
開

い
て
大
き
く
な
る
。

こ
れ
な

ん
か
、
頭
で
、
体
を
こ
う
し
よ
う
と
思

っ
て
し
て
い
る
こ

と
じ
ゃ
な

い
。

と
に
か
く
、
各
臓
器
は
、
自
律
神
経
で
動

い
て

い
る
ん

だ
か
ら
、

こ
の
動
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
、
病
気

治
療

の

一
つ
の
大
き
な
カ
ギ
な
ん
だ
。

（詳
し
く
は
本
誌

４７３
号
参
照
）

芥
川
か
渥
美
清
か

と
こ
ろ
で
、
本
題
に
も
ど
っ
て
、
Ｐ
Ｕ
と
い
う
の
は
、

物
事
の
本
質
を
見
ぬ
く
方
法
だ
。
山
登
り
の
例
だ
け
ど
、

山
道
の
途
中
に
、
大
き
な
石
が
通
せ
ん
ぼ
し
て
い
た
り
、

一
時
的
に
道
が
山
頂
と
反
対
の
方
に
逆
も
ど
り
し
た
り
、

谷

へ
下

っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
ね
。

実
社
会
と
か
、
自
然
の
現
象
の
中
に
も
そ
う

い
う
こ
と
は

数
か
ぎ
り
な
く
あ
る
。
石
こ
ろ

一
つ
あ

っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
こ
こ
は
行
き
ど
ま
り
だ
と
思

っ
た
り
、
道
が
二
ま
た

に
な

っ
て
い
て
、　
一
方
は
上
り
、　
一
方
は
下
り
に
な

っ
て

い
る
か
ら
、
上
り
が
山
の
頂
上

へ
行
く
道
だ
と
思

っ
た
ら
、

実
は
逆
だ
っ
た
り
、
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
。

本
当
の
目
的
地
は
ど
ち
ら
か
、
と
い
う
こ
と
が
、　
つ
ね

に
分

っ
て
い
な
い
と
、　
一
歩

一
歩
が
進
ま
な
い
わ
け
だ
。
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Ｐ
Ｕ
は
、
そ
う

い
う
大
局
的
な
見
方
、
指
針
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
大
局
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
具
体
的

に
、
そ
の
じ
ゃ
ま
に
な

っ
て
い
る
石
を
ど
う
の
り
こ
え
る

か
、
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
問
題
も
解
決
す
る
指
針
で
も
あ
る

と
で
２

」
と
。

だ
か
ら
、　
マ
ク

ロ
に
も
、
ミ
ク
ロ
に
も
、
ど
ち
ら
に
も

使
え
る
便
利
な
道
具
だ
と
い
う

こ
と
だ
。

で
、
こ
の
Ｐ
Ｕ
と
い
う
も
の
が
、
ど
こ
か
ら
出
て
き
た

も
の
か
、
と
い
う

こ
と
だ
け
ど
、
ジ
ョ
ー
ジ

。
オ
ー
サ
ワ

先
生
は
、
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
知
恵
、
英
知
の
結
晶
、
特
に

東
洋
思
想
の
現
代
二
十
世
紀
版
だ
と
い
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｕ
で
は
、
ど
ん
な
も
の
で
も
、
陰
性
の
性
質
の
強
い

も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
陽
性
の
性
質
の
勝

っ
た
も
の

で
あ
る
か
、
と
、
分
け
て
考
え
て
ゆ
く
。

た
と
え
ば
、
あ
る

一
人
の
人
に
会

っ
た
と
す
る
。
そ
れ

が
、
男
性
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
は
女
性
と
対
比
し
た
ら
、

陽
性
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
人
が
、
芥
川
竜
之
介
み
た
い

に
、
額
が
大
き
く
、
ア
ゴ
が
小
さ
く
、
顔
全
体
が
逆
三
角

形
に
な

っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
は
大
体
、
神
経
質
な
タ
イ
プ

で
、
渥
美
清
や
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
よ
う
に
、
顔
の
下
部

が
発
達
し
た
人
に
く
ら
べ
た
ら
、
静
か
で

″
陰
性
″
な
人

だ
、
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
。

同
じ
要
領
で
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
表
に
し
て
み
る
と

背
が
高
く
、
ほ

っ

そ

り
白
い
、
土目
い

丸
く
、
大
き
い

声
の
大
き
さ

声
の
速
度

言
葉
ぐ
せ

歩
き
方

下
駄
の
へ
り
方

行
動
の
タ
イ
プ

小
さ
い

ゆ
っ
く
り
話
す

語
尾
が
は
っ
き
り

し
な
い

「
…
と
思
う
」
が

ダ
γ
い

カ
カ
ト
に
重
心

後
ろ
が

へ
る

考
え
ぬ
い
て
、
や

っ
と
行
動
す
る
。

思
索
型

大
き

い

テ
ン
ポ
が
速
い

明
瞭

「…
だ
Ｌ
…
す
る
」

が
多

い

ツ
マ
先
に
重
心

前
が

へ
る

行
動
し
て
か
ら
考

え
る
。
行
動
型

割
り
切
り
主
義
で
な
い

実
際
に
は
、
モ
つ
い
つ
特
徴
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
わ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
中
間
段
階
が
あ
る
。
そ
れ

か
ら
、
注
意
が
必
要
な

の
は
、
陰
性
な
人
と

い
う

の
は

″陽
性
″
の
ほ
う

の
要
素
が
ま

っ
た
く
な
い
か
、
と
い
う

と
、
そ
う

い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
、
い
り
ま

じ

っ
て
い
る
の
が
普
通
だ
。

物
事
を
割
り
き

っ
て
、
自
か
黒
か
、
は

っ
き
り
し
な
い

と
気
の
す
ま
な

い
人
は
、
モ
つ
い
つ
表
を
み
せ
る
と
、
陰

性
の
人
は
、
陰
性
な
特
徴
を
ぜ
ん
ぶ
も

っ
て
い
な

い
と
お

か
し
い
、
と
か
、
陽
性
な
特
徴
を

一
つ
で
も
も

っ
て
い
た

ら
い
け
な

い
、
と
か
、
考
え
る
ク
セ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

「背
が
高
く
、
ほ
っ
そ
り
し
て
い
る
人
」
と
い
う
の
は
、

「背
が
低
く
、
九
く
、
が
っ
ち
り
し
て
い
る
人
」
に
く
ら

べ
て

″
陰
性
な
傾
向
″
が
あ

っ
て
、
右
の
表
で

″
陰
性
″

の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
よ
う
な
タ
イ
プ
で

″
あ
り
や
す

い
″

″
あ
る
傾
向
が
つ
よ

い
″
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
て
、
科
学

の
よ
う
に
、
公
理
を
定
め
、
公
理
を
も
と
に
し
て
定
理
を

組
み
立
て
、
法
則
の
完
全
な
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
有
効
性
を

要
求
す
る
、
と
い
っ
た
考
え
方
を
し
な
い
。

現
実
の
自
然
な
り
、
社
会
な
り
、
人
間
な
り
、
と
い
う

も
の
は
、
数
学
的
に
割
り
さ
れ
る
よ
う
な
美
し

い
整
然
さ

を
も

っ
て
い
な

い
、
と
い
う

こ
と
な
ん
だ
。

だ
か
ら
、
Ｐ
Ｕ
の
物
の
見
方
は
、
現
実
を
、
あ
る
が
ま

ま
に
、
ぜ
ん
ぶ
つ
つ
み
こ
ん
で
、
し
か
も

″
進
行
形
″
で

と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

と
こ
ろ
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
通
用
す
る
、

一
般
的
な

陰
陽
の
対
照
表
が
あ
る
。

体
つ
き

顔
色

目

低
く
、
丸
く
、
ず

ん
ぐ
り

赤

い
、
褐
色

細

い

大
き
さ
、
形

方
向

色温
度

重
さ

速
度

味動
き

水
分

乾
湿

臓
器

自
律
神
経

体
の

遠
心
性

膨
張

・

大
き
い

上
る

紫

皇
月

冷
た
い

軽
い

遅
い

立十
い
、

静
か

タア
い

湿

低 緑
温

酸

っ
ぱ
い

大
腸
、
胆
の
う
、
胃
、

膀
洸
、
小
腸
（腑
）

交
感
神
経

左

求
心
性

凝
縮

小
さ
い
、
九

い

下
る

赤

・
橙

熱

い
。
高
温

重

い
速
い

苦
い
、
し
お
か
ら
い

活
発

少
な

い

乾心
臓
、
腎
臓
、膵
臓
、

肝
臓
、肺
臓
（臓
）

副
交
感
神
経

右

｀
拡

細 散
長

陽
性

（
△
）
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カ

タ

カ

ム

ナ

文

献

櫓
崎
皐
月
氏

（元
日
本
陸
軍
の
科
学
技
術
指
導
者
）
は
、

戦
前
、
中
国
で
道
教
の
関
係
者
の
間
に
、
老
子
の
言
と
し

て

「
日
本
の
上
古
代
の
人
々
は
、
八
鏡
の
文
字
を
使
い
、

特
殊
な
鉄
を
つ
く
り
、
高
度
な
文
明
を
も
っ
て
い
た
。
そ

れ
が
神
農
氏
ら
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
シ
ナ
の
文
化
の
も

と
に
な
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
と
聞
い
た
。

昭
和
二
十
四
年
、
楢
崎
氏
は
、
た
ま
た
ま
、
兵
庫
県
六

甲
山
系

。
金
鳥
山
で
平
十
字
氏
と
い
う
隠
者
に
会
い
、
巻

物
を
受
領
し
た
。
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

が
、
か
つ
て
聞
い
た

「
八
鏡
の
文
字
」
で
は
な
い
か
、
と

好
奇
心
を
も
や
し
、
そ
の
解
読
に
つ
と
め
た
。

楢
崎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
他
の

「古
事
記
以
前
の

書
」
に
く
ら
べ
て
も
、
な
お
ず
っ
と
古
い
、
日
本
超
古
代

の
高
度
文
化
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
直
観
古
代
物
理
学
、

宇
宙
観
、
弁
証
法
、
農
業
技
術
、
健
康
法
、
言
霊
学
な
ど

を
ふ
く
ん
で
い
る
、
と
い
う
。
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に

「互
い
に
樹
併
るか家
」
が
ぁ
る
、
と
し
て
、　
″樹
慨
蒙

″

と
い
う
考
え
を
提
唱
し
、
櫓
崎
氏
、
お
よ
び
同
氏
没
後
も

宇
野
多
美
恵
氏
ら
に
よ
っ
て

「相
似
象
学
会
」
が
運
営
さ

れ
、
機
関
誌
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

古
事
記
、
日
本
書
紀
が
編
ま
れ
た
時
代
に
は
、
す
で
に

こ
れ
ら
の
文
献
は
解
読
不
能
と
な
り
、
故
意
に
抹
殺
さ
れ

た
疑
い
が
あ
る
と
す
る
が
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
神
名
は
、

意
味
不
明
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
漢
字
で
記
録
し
た
た
め
、

カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
の
解
読
に
よ
る
知
見
を
も
っ
て
読
む
と

神
の
名
に
か
り
て
表
現
し
た
超
古
代
人
の
知
恵
が
う
か
が

わ
れ
る
、
と
い
う
。

ミ
不ヽ
ラ
ル

気
候
帯

元
素

こ
れ
は
、
Ｐ
Ｕ
の
陰
陽
表
で
あ

っ
て
、
易
や
漢
方
の
ほ

う
で
は
、
天
を
陽
性
、
地
を
陰
性
、
臓
器
を
陰
性
、
腑
を

陽
性
と
し
た
り
、
逆
に
決
め
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。

易
は
形
而
上
学
的
に
、

「
天
は
尊
く
、
地
は
卑
し
」
と
す

る
か
ら
、
天
が
陽
性
、
地
が
陰
性
と
な
る
。
Ｐ
Ｕ
の
陰
陽

の
決
め
方
は
、
即
物
的
で
、
現
代
的
な
整
理
法
だ
。
陰
陽

と
い
う
の
は
、　
″南
北
″
と
い
う
の
と
同
じ
で
、

「東
京

は
北
だ
」
と
い
う
表
現
が
お
か
し
い
よ
う
に
、

「
ト

マ
ト

は
陰
性
だ
」
と
い
う
の
は
省
略
形
で
、

「
ト

マ
ト
の
食
品

と
し
て
の
性
能
は
、
〇
〇
よ
り
も
陰
性
だ
」

「食
品
全
体

の
中
で
は
陰
性
な
部
類
に
属
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
。

そ
こ
で
、
モ
つ
い
つ
考
え
方
が
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
、

と
い
う

こ
と
だ
け
ど
、
易
と
か
漢
方
医
学
な
ど
が
元
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
中
国
が
水
源
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い

な
い
。
で
は
、
そ
れ
以
外
に
な

い
か
、
と
い
う
と
、
イ
ン

ド
あ
た
り
に
も
あ
る
ら
し
い
。

日
本
の
古
い
思
想
の
中
に
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け

ど
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
な
ど
は
、
編
者
自
身
が
当
時
の

中
国
文
化
を
学
ん
だ
文
化
人
な
の
で
、
文
章
の
中
に

″乾

坤
″
と
か
、　
″
混
元
″
と
か
、　
″
陰
陽
″
と
か
、
陰
陽
思

想
が
入

っ
て
い
る
し
、
あ
る
人
に
よ
る
と
、
記
紀
二
書
は
、

陰
陽
説
、
五
行
説
の
暗
号
で
物
語
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
と

い
つヽ
。

『古
事
記
』
以
前
の
書

と
こ
ろ
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は

古
事
記
、
日
本
書
紀
よ
り
古
い
文
献
や
、
古
代
文
字
に
つ

い
て
公
式
に
認
め
て
い
な
い
け
れ
ど
、
最
近
、
モ
つ
し
た

研
究
が
、
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

吾
郷
清
彦
氏
の

『
日
本
超
古
代
秘
史
資
料
』

（新
人
物

往
来
社
）
に
よ
る
と
、
主
だ
っ
た
文
献
だ
け
で
も
、

①
ウ
エ
ツ
フ
ミ

（九
州

・
大
友
家
に
伝
え
ら
れ
た
）

②
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

（滋
賀
県
三
尾
神
社
伝
）

③
ヽヽ
カヽ
サ
７

ミ

④
カ
ナ
カ
ム
ナ
の
ウ
タ
ヒ

（聖
七
字じ
氏
↓
概
囁
襲
肛
氏
）

⑤
九
鬼
文
書

（熊
野

・
九
鬼
家
伝
）

⑥
竹
内
文
献

⑦
富
士
古
文
書

（富
士

・
宮
下
家
伝
）

③
物
部
秘
史

（秋
田
・
物
部
家
伝
）

な
ど
あ
り
、
ほ
か
に
も
、
地
方
的
な
超
古
文
書
が
発
見

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
が
完
全
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
り
、
未
公
開
で
あ

っ
た
り
、
文
字
の
解
読
が
難
解

だ
っ
た
り
、
研
究
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
障

の
た
め
、
本
格
的

な
研
究
は
今
後
の
事
に
な
る
。

Ｂ
　
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

Ａ
　
天
皇
家
は
、
神
武
天
皇
以
来
、
百
二
十
四
代
と
さ
れ

て
い
る
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
る
と
、
神
武
天
皇

上腹
側

体
表
側

脂
肪

カ
リ
ウ
ム
が
多

い

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
少

な
い

寒
帯

山

。
一局
所

酸
素
な
ど

下背
中
側

体
の
内
側

澱
粉

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
多
い

カ
リ
ウ
ム
が
少
な
い

熱
帯

海

・
低
所

炭
素
な
ど
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は
つ
い
最
近
の
天
皇
で
、
そ
の
前
に
、
高
天
原
朝
、
出
雲

朝
、　
ニ
ニ
ギ
朝
、
ホ
ホ
デ
ミ
朝
、
ウ
ガ
ヤ
朝
と
い
う
、
ぼ

う
大
な
王
朝
史
が
あ
り
、
農
業
や
酒

・
味
噌
の
醸
造
、
解

剖
学

。
医
学

・
度
量
衡

・
数
学
な
ど
の
学
問
、
言
語
の
標

準
化
な
ど
、
興
味
深
い
記
述
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
は
、
難
を
の
が
れ
て
青
森
の
戸
来
村

へ
来
て

百
十
八
オ
で
死
ん
だ
、
と
か
、
老
子
、
孔
子
、
孟
子
も
日

本

へ
来
て
い
た
と
か
、
史
実
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
記

述
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
て
面
白
い
。

興
味
深
い
の
は
、
年
齢
別
に
食
事
の
量
と
房
事
の
標
準

回
数
が
あ
っ
て
、
五

一
～
七
〇
オ
が
初
老
で
、
主
食
四
合
、

房
事
五
日
お
き
、
七

一
～
九
〇
オ
が
中
老
で
、
主
食
三
合
、

房
事
七
日
お
き
、
九

一
～
百
十
オ
が
大
老
で
、
主
食
は
同

じ
、
一房
事
九
日
お
き
、
百
十
～
百
五
十
オ
が
自
老
で
主
食

は
同
じ
、
一房
事
は

″心
の
ま
ま
″、
百
五
十
オ
以
上
は
寿

老
に
属
し
、
自
老
に
同
じ
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
が
事
実
な
ら
、
古
代
人
は
相
当
に
強
健
で
長
寿
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
題
に
も
ど
る
け
れ
ど
、　
″
カ
タ
カ
ム
ナ

文
献
″
と
い
う
超
古
代
文
献
が
あ

っ
て
、

″相
似
象
″
と

い
う
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
同
文
献
の
発
見

・
紹
介
者
で
あ
る
檜
崎
氏
の

説
に
よ
る
と
、
日
本
の
上
古
代
人
の
直
観
に
よ
る
、
高
度

な
物
理
学
で
あ
り
、
食
事
や
性
、
健
康
法
、
農
業
、
原
子

転
換
ま
で
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
う
ん
だ
。

次
の
よ
う
な
四
十
八
文
字
の
歌
が
あ
る
。

ヒ
フ
ミ
ョ
イ
　
マ
ワ
リ
テ
メ
ク
ル

ム
ナ
ヤ
コ
ト
　
ア
ウ
ノ
ス
ヘ
シ
レ

カ
タ
チ
サ
キ
　
ソ
ラ

ニ
モ
ロ
ケ
セ

ュ
エ
ヌ
オ
ヲ
　

ハ
エ
ツ
ヰ
ネ
ホ

ン

カ
タ
カ
ム
ナ

こ
れ
が
、
檜
崎
氏
と
、
そ
の
衣
鉢
を
つ
い
だ
宇
野
多
美

恵
女
史
の
説
明
に
よ
る
と
、
″
ヒ
フ
ミ
ヨ
イ
″
は
正
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
″
ム
ナ
ヤ
コ
ト
″
は
反
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
こ
の

二
つ
の
構
徹
帯
据
憾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
″マ
ワ
リ
テ
メ
ク

ル
″
、
つ
ま
り
、
自
転
、
公
転
を
し
て
い
て
、
″
ア
ウ
ノ
ス

ペ
シ
レ

（重
合
互
換
）、
″
カ
タ
チ
サ
キ
″
（
分
化
）、
″
ソ
ラ

ニ
モ
ロ
ケ
セ
″

（
還
元
）
の
運
動
を
し
て
い
る
、
と
い
う

意
味
だ
と
い
う
。

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｕ
宇
宙
構
造
論
の
原
理
を

た
っ
た
ひ
と
言
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
に
面

白

い
文
献
だ
。

い
ず
れ
、
日
本
の
超
古
代
文
化
に
つ
い
て
、

解
明
の
光
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す

る
と
、
じ
つ
は
中
国
か
ら
、
あ
る
い
は
も

っ
と
西
方
の
諸

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
文
化
だ
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
日

本
に
起
源
の
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
別
系

統
で
発
展
し
て
い
た
り
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
る

か
も
し
れ
な
い
。

『易
』
の
原
理

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
、
陰
陽
思
想
は
中
国
か
ら
来
た

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
、
そ
の
局
面
で
は
、
動
か

し
が
た
い
事
実
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
線
で
説
明
す
る
よ
。

も
と
も
と
、
Ｐ
Ｕ
を
現
代
版
と
し
て
組
み
立
て
た
桜
沢

如

一
先
生
も
、
食
養
の
元
に
な
っ
て
い
る
、
漢
方
や
鍼
灸

の
東
洋
医
学
の
原
理
、
そ
の
元
の
東
洋
思
想
、
易
や
老
子

な
ど
の
思
想
ま
で
た
ず
ね
て
い
っ
て
、
そ
れ
を
形
而
上
学

的
に
も
、
形
而
下
学
的
に
も
使
え
る
よ
う
に
整
理
し
た
わ

け
だ
。

だ
か
ら
、
ま
ず
、　
″
易
″
の
原
理
か
ら
説
明
す
る
と
、

易
者
さ
ん
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
に
し
て
い
る

″
妻
≡
″
っ

て
い
う
印
が
あ
る
。
あ
の

″
¨
″
は
、
″
分
裂
し
て
い
る
″

と
い
う
意
味
で
、　
″
易
″
の
言
葉
で
い
え
ば

″陰
″
の
シ

ン
ボ
ル
だ
。
　
ゴ

″
と
い
う
の
は
、　
″
一
つ
に
な

っ
て
い

る
″
と
い
う
意
味
で
、
″陽

″
の
シ
ン
ボ
ル
。
陰
は

″
地
″

を
表
わ
し
、　
″小
人
″
を
表
わ
し
、　
″
不
幸
″
を
表
わ
し

陽
は
、
そ
の
逆
で
、　
″
天
″
を
表
わ
し
、　
″
君
子
″
を
表

わ
し
、　
″
幸
″
を
表
わ
す
。
そ
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
現
象
の

表
と
裏
を
、
こ
の

″陰
″
　
″
陽
″
の
ど
ち
ら
か
に
あ
て
は

め
て
考
え
る
ん
だ
。

Ｂ
　
よ
く
分
ら
な
い
け
ど
、
そ
れ
で

，

Ａ

　

″
易
〃
の
考
え
方
は
、　
″す
べ
て
の
も
の
は

一
つ
で

あ
る
″
と
考
え
る
。　
一
つ
で
あ
る
が
、　
一
つ
で
あ
る
た
め

に
、
当
然
、
表
と
一暴
、
上
と
下
、
右
と
左
、
前
と
後
と
い

っ
た
二
つ
の
側
面
が
あ
る
わ
け
で
、
表
と
い
う
の
は
、
裏

が
あ
る
か
ら
表
が
あ
る
の
で
、
表
だ
け
が
独
立
し
て
あ
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
。
上
と
下
、
右
と
左
、
男
と
女
な
ど
、
み

ん
な
そ
う
だ
。

む
ず
か
し
く
言
う
と
、

「あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
互

い
に
補

い
あ

い
、
対
立
し
あ
う

関
係
の
二
つ
の
側
面
を
も

つ
」

と
い
う

こ
と
に
な
る
。

Ｂ
　
す

こ
し
眠
く
な

っ
て
き
た
。

Ａ
　
も
う
少
し
ガ
マ
ン
し
ろ
よ
。
と
こ
ろ
で
、
　
″
易
″
と

い
う

の
は
、　
一
つ
の
も
の
を
二
つ
に
分
け
た

″
陰
″
と
、

″陽
″
で
も
、
そ
の

″
陰
″
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
の

中
に
も
、
や
は
り

″
陰
″
と

″陽
″
が
あ
る
、
と
考
え
る
。

―

　

‐―

―
―

Ｉ

Ｊ

′
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ダ夢[
‐ ‐   

―‐ 酌  ‐ ‐

‐ ‐   ‐ ‐

胃
「

陽幣

ア＼陽 /＼
‐ ‐   

―
  ‐ ‐   ‐

ア＼Z ア
｀

‐ ‐

-秋 /、

(陽)     (陰 )

震先  離り

小成八圭ト

(陰 )

兌だ

沢を

】】】

鞠
）
」
】

＼

太
極
―
―

両
儀
―
―

四
象

八
卦

…

 
―

  ‐ ‐

‐ ‐   ‐

" …
(陰 )

坤え

地ち

(陽 )

艮だ

山完

(陽 )

ナ欠劣

水ま
雨

(陰 )

巽免

(陽 )

乾児

天チ

卦
名
　
　
正
象火

Ξ

らヽ

い雷
ふ

つヽ風
８

1頂キ 止 ま 『

`綸

ユ 一人 動 : 麗 7 説 3 健 :

属
　
性

母
少

男

中

男

長

女

長

男

中
女

少

女 父

人

　

間

4・ 狗 : 蓼 i 難 与 嘔 雉 i
Jttζ 馬

動
　
物

腹 手 耳
ル
又 足 目 口 首

身
　
体

西

南

東

北

レ
し 東

南
東 南 西 西

北

方

　
位

●八卦 は,宇宙 が “天・人・地"の三才 によってつ くられ てい る,と す る ことに なぞ らえて,そ れ ぞれに “陰・ 陽 "

を配 当 して得 られ た もの。易 で は, “支配的 なもの は少数 であ る"と の考 えか ら,陰陽のマー クの うちで,少 ない も

のが,そ のま卜の キ ー・エ レメ ン ト,呈 更 (o印 )で あ る。 (左玄 ミネラル論 の ヒン トか ?)

雷 (■ )は,陰気 の下 に陽気 が …動 "い て “曇"ぅ か ら “雷・ であ り,巽 (■ )は,陽気 の下 に陰気 が “入"り こ

んで “風 "を お こ し,離 (=)は ,明 るい陽気 を発散 す るか ら “人"で ,陽二 つ を陰 が “麗 "け て い る形 であ る ……

とい うように言党ワ弓す る。

-21-



■「上場莱覆」とぃぅ言葉がある。寒い冬がやつ

と終わり,春の兆が現われたことであり,悪いこ

とばか りつづいた時期が終わって,上向きの, よ

いことが始 まった意味で,『易」の
｀
復
″

の圭卜が

出典である。「復は亨る。出入り疾なし。朋来り

て咎なし」。 ゛
陽
″が一つ現われてきた形。

水萩
火か

月日iき

済ま

■「既済は小しザる。貞 しきに利あり。初めは吉

にして終りには乱る」―
易は,第一支を陽,二

支を陰,三支を陽……と定位を考え,陽の仕に―

が来るのを「正を得る」という。既済の圭卜は,全
支

｀
正

″
である。では,最高によいま卜かというと,

そうでなく, このように完成されたものには,発
展がない。物事は陰陽不規則に混りあうところに

妙があるとする,易の考え方が面白い。

水
{:11:|}次

順
{≡≡}坤 警i

火
{::ニヨ}離

動
{≡:::}震

 作it

こ
れ
は
当
然
だ
。
人
間
を
男
と
女
に
分
け
て
も
、
男
の
中

に
も
、
ナ
ヨ
ナ
ヨ
し
て
い
る
男
と
、
い
わ
ゆ
る
男
ら
し

い

男
と
あ
る
わ
け
だ
。

つ
ま
り
、

マ
ー
ク
で
表
わ
せ
ば
、
イ
メ

″
戸̈

と

″
〓
〃

″
〓
″
だ
。
そ
れ
を
さ
ら
に

″
天

・
地

。
人
″
の
三
オ
に

な
ぞ
ら
え
て
≡
、
≡
、
≡
、
〓
、
≡
、
≡
、
≡
、
≡
―
―

の

″
八
封
″
を

つ
く
る
。　
マ
ー
ク
は
、
下
か
ら
上

へ
積
み

か
さ
ね
て
い
く
ん
だ
。

ふ
つ
う
は
、
こ
の
逆
に
な
ら
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
乾

・

兌

・
離

・
震

。
巽

・
次

・
艮

・
坤
と
呼
ぶ
。

つ
ま
り
、
八
つ
の

″
パ
タ
ー

ン
″
に
大
分
類
を
す
る
わ

け
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
八
つ
に
分
け
て
あ
て
は
め
る
。

家
族
で
い
う
と
、
表
に
あ
る
と
お
り
、
≡
が
父
、
≡
が
少

女
、
≡
が
中
女
、
〓
が
長
男
、
≡
が
長
女
、
〓
が
中
男
、

≡
が
少
男
、
〓
が
母
と
い
う
わ
け
だ
。
お
父
さ
ん
に
い
ち

ば
ん
な

つ
く
の
が
、
末
娘
で
、
そ
の
次
が
中
の
娘
、
次
に

父
親
の
代
り
を
す
る
も
の
と
し
て
長
男
が
あ
り
、
反
対
側

は
、
お
母
さ
ん
に
い
ち
ば
ん
か
わ
い
が
ら
れ
る
の
が
末

っ

子
で
、
次
が
中
の
男
、
長
女
は
、
お
母
さ
ん
の
代
役
と
し

て
、
中
に
近
く
控
え
て
い
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。

Ｂ
　
じ
ゃ
、
易
者
さ
ん
の
マ
ー
ク
が

″
〓
≡
″
と
な

っ
て

る
の
は
？

Ａ
　
そ
れ
は
ね
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
八
つ
の
パ
タ

ー
ン
で
表
わ
す
の
で
は
、
大
ま
か
す
ぎ
る
ん
で
、
八
卦
を

にわ種動はにｕ帆国．なけ測ルの″献一Ⅷ躙が最はつた

た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
宇
宙

。
自
然

。
人
事
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
、

性
質
を
六
十
四
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
考
え
る
よ
う
に
し

た
ん
だ
。
そ
れ
も
、
単
な
る
羅
列
的
な
パ
タ
ー
ン
じ
ゃ
な

く
て
、　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
式
に
い
え
ば
、　
″
オ
ン
″
と

″
オ

フ
″
の
二
つ
の
素
子
の
組
み
合
わ
せ
だ
。

Ｂ
　
そ
う
い
わ
れ
る
と
、
モ
ダ
ン
な
感
覚
だ
な
。

盛

衰

興

亡

、

世

の

な

ら

い

Ａ
　
草
木
で
も
作
物
で
も
、
芽
が
出
て
、
生
育
し
て
、
花

を
開
い
て
、
実
が
で
き
て
、
枯
れ
て
、
種
が
お
ち
て
、
ま

た
芽
が
出
て
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
て
い
る
わ

け
だ
。
人
の

一
生
も
そ
の
通
り
で
、
赤
ん
坊
で
生
ま
れ
て

き
て
、
少
年
と
な
り
、
大
人
に
な

っ
て
、
子
供
を
生
み
、

育
て
、
年
老

い
て
、
死
ん
で
ゆ
く
。
王
朝
に
し
て
も
、
興

り
、
栄
え
、
滅
ん
で
ゆ
く
。
ま
た
新
し
い
勢
力
が
取

っ
て

代
る
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
盛
衰
興
亡
の

一
局
面
に
す
ぎ
な
い
、

と
い
う

の
が
、

″
易
″
の
考
え
方
だ
。
そ
の
盛
衰
の
ど
の

局
面
、
ど
ん
な
性
質
の
状
態
か
、
と
い
う
の
を
、
六
十
四

の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
考
え
る
。

だ
か
ら
、
も

っ
と
も
盛
ん
な
時
、
と
い
う

の
は
、
次
に

衰
亡
の
前
兆
を
は
ら
ん
で
い
る
わ
け
だ
。

Ｂ
　
将
棋
で
も

″う
ま
い
時
は
用
心
し
ろ
″
と
い
う
ね
。

い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
、
と
思

っ
て
突
撃
し
て
る
と
、
落
し
穴

が
あ

っ
て
、

コ
ロ
ッ
と
負
か
さ
れ
る
。
う
ま

い
人
と
い
う

か
、
高
段
の
人
に
な
る
と
、
勝
ち
将
棋
で
、
圧
倒
的
に
攻

め
て
る
時
に
、
ち
ょ
っ
と
自
陣
を
締
め
る
と
か
、
相
手
に

手
を
渡
し
て
攻
め
さ
せ
る
と
か
、　
ヘ
ボ
に
は
で
き
な

い
こ

と
を
す
る
。

Ａ
　
そ
れ
は
、
易
経
で
い
う
と
、　
″
乾
矢
≡
〓
）
の
卦
の

い
ち
ば
ん
上
の
交
の
こ
と
ば

「克
竜
な
り
。
悔
あ
り
」
に
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隣鷹
Ｗ側曹
薔

響
”
一・一瞬
精

警
懸

一

■

一・一
雑
一・。一冬
一

艤
鬱

書
―

二
亀

．

尚
櫃

，
一薫 る爾 メL   纂 十

あ
た
る
状
態
だ
。

つ
ま
り
、　
″
剛
″
の
極
端
な
状
態
、
動

け
ば
必
ず
後
悔
せ
ぬ
ば
な
ら
な

い
事
態
に
な
る
、
た
と
え

ば
、
天
に
登
り
つ
め
た
竜
が
、
降
り
よ
う
に
も
降
り
ら
れ

な
く
な

っ
た
よ
う
な
も
の
だ
、
だ
か
ら
、
い
い
気
に
な
ら

な
い
で
戒
心
し
な
さ
い
、
と
い
う
判
断
に
な
る
。
だ
い
た

い
、
易
の
考
え
方
は
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
ご
と
し
」

で
、
過
度
の
充
足
を
用
心
し
て
、
中
庸
を
尊
ぶ
傾
向
が
つ

よ
い
ね
。
古
代
中
国
人
の
処
世
の
知
恵
の
エ
ッ
セ
ン
ス
な

ん
だ
。

マ
ー
ジ
ャ
ン
は
陰
陽
道

だ
い
た
い
、
将
棋
と
か
囲
碁
と
か
い
う
の
は
、
人
生
の

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
ゲ
ー
ム

（
模
擬
ゲ
ー
ム
）
だ
か
ら

ね
。　
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
な
る
と
、
こ
れ
は
、
運

・
不
運
の
要

素
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
ん
だ

″
陰
陽
道
の
ゲ
ー
ム
″
だ
。

Ｂ
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
が
、
ど
う
し
て
″
陰
陽
道
″
な
ん
だ
ろ
う
。

Ａ
　
筒
子

っ
て
い
う
の
は
、
九
の
数
で

一
、
二
、
三
を
表

わ
し
て
る
だ
ろ
。
あ
れ
は
、　
″
天
″
を
表
わ
し
て
い
る
。

太
陽
の
印
だ
と
思

っ
て
も

い
い
。
索
子

っ
て
い
う
の
は
、

竹
の
印
で

一
、
二
、
三
を
表
わ
し
て
、
竹
は
地
に
は
う
も

の
だ
か
ら

″
地
″
を
表
わ
し
、
万
子
は
、　
一
万
、
二
万
、

三
万
…
…
で
、
要
す
る
に

″
お
金
〃
で
、
人
間
を
表
わ
す
。

つ
ま
り
、
部
予
、
鶉
子ォ
、
ァ
子
で
″天
・地
・人
″
の
シ

ン
ボ
ル
な
ん
だ
。

Ｂ
　
や

っ
と
面
白
く
な

っ
て
き
た
。

Ａ
　
ほ
か
に

″
東

・
南

。
西

・
北
″
の

″
風
牌
″
が
あ

っ

て
、
こ
れ
は

″方
位
″
を
表
わ
す
。
あ
と

″
紅
中
″
、
″緑

発
″
、　
″
白
板
″
の

″
三
元
牌
″
は
、
昔
式

の
年
号

の
呼

び
方
で
、　
″
鴨

・ぇ
こ

。と
配

・ぇ
弓
■
…
″
の

″
鷲
刊

″
と
、

″
子

・
丑

・
寅
…
‥
グ

の

″
十
二
支
″
を
組
み
合
わ
せ
て

″
丙
午
生
ま
れ
の
女
は
夫
を
剋
す
″
と
か

〃辛
亥
革
命
″

と
か
、　
い
っ
て
年
を
表
わ
す
。

さ
ら
に
、　
ゴ

白

。
二
黒

・
三
碧

・
四
緑

・
五
黄

・
六

白

・
七
赤

・
八
白

・
九
紫
″
の

″
九
気
″
を
つ
け
て
、
甲

子
の

一
白
、
乙
丑
の
九
紫
、
丙
寅
の
八
白
…
…
と
い
う
ふ

う
に
ま
わ

っ
て
ゆ
く
。
甲
と
い
う
の
は

「木
の
兄
」
の
こ

と
で
、　
″木

・
火

・
土

。
金

・
水
〃
の

〃
五
行
″
に
、
そ

れ
ぞ
れ

″
兄
″
と

″
弟
″
が
あ

っ
て
、
本
が
甲
、
乙
、
火

が
配
Ч
硼
、
土
れ
燃
）
己
η
金
が
財
ゝ
協
た
水
塔
留
碑
黎

で
、
五
行
と
十
十
が
合
う
わ
け
。

ち
ょ
っ
と
横
道
に
そ
れ
た
け
ど
、
十
干
と
十
二
支
と
九

気
で
年
号
を

つ
け
て
い
く
と
、
十
千
が
十
八
回
、
十
二
支

が
十
五
回
、
九
気
が
二
十
回
、
つ
ま
り
百
八
十

一
年
た
つ

と
元
の

″
甲
子
の

一
白
″
に
も
ど
っ
て
く
る
。

こ
の
百
八

十
年
間
に

″
甲
子
″
の
年
は
三
回
あ

っ
て
、
最
初
が

″
一

白
″
で
始
ま
り
、
こ
の
六
十
年
間
を

″
上
元
″
と
呼
ぶ
。

次
の
六
十
年
は
″
甲
子
の
四
緑
″
で
始
ま
り
、
こ
れ
を
″中

元
″
と
呼
ぶ
。
次
の
六
十
年
は

″
甲
子
の
七
赤
″
で
始
ま

り
、
こ
れ
は

″
下
元
″
だ
。

Ｂ
　
そ
れ
で

″
白
″
と

″緑
″
と

″赤
″
か
。
ご
く
ろ
う

さ
ま
、
や

っ
と
分

っ
た
。

Ａ
　

つ
ま
り
、
酢
梶
「
駐
第
、
紀
性
″
三
元
牌
は
、　
″時

間
″
の
シ
ン
ボ
ル
さ
。
東

・
南

・
西

・
北
の
風
牌
は
、
方

位
で
、

だ
工
間
″
を
表
わ
す
。
筒
子
、
索
子
、
万
子
が
、

″
天

・
地

・
人
″
の
三
オ
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
こ
れ
が
、
時

間
と
空
間
の
中
で
織
り
出
す
ド
ラ

マ
を
ゲ
ー
ム
化
し
て
る

ん
だ
。
運

・
不
運
、　
い
わ
ゆ
る

″
ツ
キ
″
の
要
素
も
多

い

し
、　
″
情
勢
″
に
応
し
た
敏
速
な
判
断
が
い
る
し
、
相
手
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■
万
物
、
陽
を
抱
き
て
陰
を
負
う
。

―

老
子

■
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
陽
性
を
中
に
、

陰
性
を
外
側
に
も
つ
。

―
無
双
原
理

定
理
第
十
二

二
人
の
ク
セ
や
腕
も
考
え
な
き
ゃ
な
ら
な
い
し
、
人
生
の

縮
図
み
た
い
な
絶
妙
な
ゲ
ー
ム
だ
ね
。

こ
ん
な
も
の
を
考

え
出
し
た
中
国
人
に
は
恐
れ
い
る
。

Ｂ
　
今
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
色
彩
が
強
す
ぎ
る
け
ど
ね
。

″明
治
り
大
正
″
も
『易
』
の
言
葉

Ａ
　
と
こ
ろ
で
、

「易
経
』
は
、
儒
教
「
孔
子
の
始
め
た

思
想
体
系
の
中
で
も
、
五
経

（
易
経
、
詩
経
、
書
経
、
礼

記
、
春
秋
）
の
第

一
に
挙
げ
ら
れ
る
神
聖
な
書
物
と
し
て

王
者
が
天
下
を
治
め
る
た
め
に
学
ぶ
書
と
し
て
尊
ば
れ
て

き
た
も
の
だ
。
も

っ
と
も
、
占
い
の
本
と
し
て
み
ら
れ
て

き
た
の
で
、
神
秘
思
想
の
本
と
思
わ
れ
て
い
る
け
ど
。

つ
い
で
に
言
う
と
、　
″
明
治
″
と
い
う
の
は
、
易
経
の

″諾
卦か
何

″
の
中
の
、

「聖
人
、
南
面
し
て
天
下
に
聴
き
、
明
に
響
い
て
治
む
」

と
い
う
語
句
の
中
の

″
明
″
と

″治
″
を
と
っ
た
も
の

だ
し
、　
″大
正
″
と
い
う
の
は
、
易
経
六
十
四
卦
の
う
ち

の

イ
¨
≡
久
臨
）
と
い
う
卦
の
文
中
の
、

「大
い
に
亨
る
に
正
を
以
て
す
、
天
の
道
な
り
」

と
い
う
語
句
の

″大
″
と

″
正
″
を
と
っ
た
も
の
だ
。

Ｂ
　
勝
海
舟
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
渡
る
時
に
乗

っ
て
い
っ
た
咸

臨
丸
の

″成
″　
″臨

″
な
ん
て
の
も
、
そ
れ
と
関
係
あ
る

の
か
な
。

Ａ
　
そ
の
通
り
。
　
″咸

″
と
い
う
の
は

″
≡
奎
″
で
、
下

半
分
は

″若
い
男
″
つ
ま
り

″
艮
″
の
卦
で
、
上
半
分
は

″若
い
女
″
つ
ま
り

″
兌
″
だ
。
尊
い
は
ず
の
男
が
へ
り

下
っ
て
下
に
い
て
、
つ
ま
リ
レ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
男

女
の
気
が

″感
じ
あ
う
″
と
い
う
わ
け
。

「慮
は
就
る
。
難
し
き
に
利
あ
り
。
露
を
隧
る
と
き
は
ま

な
り
」
と
い
う
卦
。

″臨
″
は

″
〓
〓
″
で
、
下
三
本
の

″陽
気
″
が
、
上
に

な
っ
て
る

″陰
気
″
を
お
し
の
け
て
上
っ
て
ゆ
く
形
。
進

ん
で
せ
ま
っ
て
ゆ
く
の
で

″臨
″
と
名
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
卦
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
船
の
名
前
に

し
た
ん
だ
。

つ
い
で
に
い
う
と
、
化
粧
品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、
資

生
堂
の

″資
生
″
と
い
う
の
も
、　
″
易
″
か
ら
出
て
い
て
、

″坤
久
妻
〓
）
の
卦
の
中
の
、

「毅
に
配
く
、
聖
れ
る
か
な
境
冠
、
刑
笏
資とり
て
畳
ず
」

と
い
う
言
葉
か
ら
来
て
い
る
。
　
″坤

″
は
、　
″陰

″
を

二
つ
重
ね
た
卦
で
、　
″地

″
で
あ
り

″
女
″
を
シ
ン
ポ
ル

し
て
い
る
。
化
粧
品
の
会
社
と
し
て
は
、
こ
っ
た
名
前
を

つ
け
た
も
ん
だ
ね
。

Ｂ
　
と
こ
ろ
で
、
易
者
さ
ん
の
マ
ー
ク
の

″
≡
≡
″
は
？

Ａ
　
ご
め
ん
、
ご
め
ん
。　
つ
い
、
話
が
横
道
に
そ
れ
た
。

イ
≡
ア
は
、
下
半
分
、
易
の
言
葉
で

″献
卦ヵ、
″
が

″朝
″

つ
ま
り

″純
陽
″
で
、　
″
天
″
を
表
わ
し
、
上
半
分
は
、

″外
卦
″
と
い
う
け
ど
、
こ
れ
が

″坤
″
で
、
″
純
陰
″
、

つ
ま
り

″
地
″
を
表
わ
す
。
全
体
で

″
地ち
短
恭

″
と
い
う

卦
で
、
易
経
六
十
四
卦
の
う
ち
で
、
い
ち
ば
ん
お
め
で
た

い
卦
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
易
者
さ
ん
の
シ
ン
ポ
ル
マ
ー
ク

に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
が
ど
う
し
て
お
め
で
た
い
か
、
と
い

う
と
、
下
の
三
本
は
、　
″
天
″
で
、
天
子
の
道
、
正
し
い

道
を
象
徴
し
て
い
る
。
上
三
本
は

″地
″
で
、
小
人
の
道

を
表
わ
す
。
王
道
が
、
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
、
小
人
の

道
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
ゆ
く
さ
ま
を
示
し
て
い
る
。

地
の
気
は
下
り
、
天
の
気
は
上
昇
す
る
、
と
い
う
わ
け
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で
、
陰
陽
の
気
が
交
感
す
る
、
と
い
う
わ
け
。
こ
れ
を
、

天
子
が

へ
り
下
り
、
民
を
上
に
お
く
、
民
主
主
義
だ
、
と

い
う
説
が
あ
る
け
ど
、
少
し
こ
じ
つ
け
じ
ゃ
な
い
か
な
。

こ
の
卦
は
、

「獄
は
、
小
炒
き
、
大
な
る
。
ま
に
し
て
軋
る
」

と
あ
る
。
逆
に
な
る
と
、
≡
≡
で
、　
″
天
地
否
″
と
い

う
悪
い
卦
に
な
る
。　
″塞
が
る
、
暗
黒
時
代
４
の
シ
ン
ボ

ル
に
な
る
。
小
人
の
道
が
、
下
か
ら
次
第
に
盛
ん
に
な
っ

て
、
聖
人
の
道
を
お
し
の
け
よ
う
と
し
て
い
る
形
だ
。

Ｐ
Ｕ
で

″あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
陽
性
が
中
に
、
陰
性
が

外
側
に
あ
る
″
と
い
う
。
老
子
の
言
葉
の
中
に
も
、

「可
物
、
陽
を
想
き
て
町
を
負ぉう
」

と
い
う
言
葉
が
あ

っ
て
、
じ
っ
さ
い
太
陽
系
を
み
て
も

太
陽
が
中
心
で
、
ほ
か
の
惑
星
を
ま
わ
り
に
し
た
が
え
て

ま
わ
っ
て
い
る
。
原
子
に
し
て
も
、
原
子
核
が
陽
電
気
を

帯
び
て
中
核
に
あ

っ
て
、
陰
電
気
を
帯
び
た
電
子
は
、
外

側
を
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
い
る
。

Ｂ
　
急
に
科
学
の
話
に
な
っ
た
な
。
老
子
と
太
陽
系
と
原

子
の
構
造
か
。
老
子
が
そ
ん
な
こ
と
ま
で
考
え
て
、
そ
の

言
葉
を
の
こ
し
た
の
か
な
。
信
じ
ら
れ
な
い
ね
。

Ａ
　
老
子
は
太
陽
系
や
原
子
の
構
造
ま
で
知
っ
て
い
た
わ

け
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
さ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
観
察
し
て
、

そ
の
本
質
を
表
現
し
て
い
る
ん
だ
。

．
た
と
え
ば
、
果
実
を
み
て
も
、
種
と
い
う
い
ち
ば
ん
陽

性
な
も
の
は
、
そ
の
中
心
に
あ

っ
て
、
実
や
皮
の
陰
性
な

部
分
は
外
側
に
あ
る
し
、　
一
国
を
み
て
も
、
君
子
、
王
者

が
中
心
に
あ
っ
て
、
人
民
が
外
側
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

Ｂ
　
そ
う
言
わ
れ
り
ゃ
そ
う
だ
。

陵
墓
は
易
の
マ
ー
ク
？

Ａ
　
そ
れ
で
、
こ
れ
が
面
白
い
ん
だ
け
ど
、　
″泰

″
の
卦

は
、
内
卦
、
つ
ま
り
下
半
分
が

″
天
″
で
、
外
卦
、
つ
ま

り
上
半
分
が

″
地
″
だ
ね
。
天
は
、
無
限
に
ひ
ろ
が
る
も

の
と
し
て
、
図
形
で
は

″
○
″
―
―
円
で
表
わ
す
。
地
は

有
限
で
、　
″□

″
―
―
四
角
の
形
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き

る
。
四
角
と
丸
と
を
重
ね
る
と
、
□
〇

―
―
モ
つ
い
つ
形

に
な
っ
て
、
こ
れ
で

″易
″
の

″泰
″
の
卦
を
表
わ
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
、
「
〔
Ｙ
Ｉ
モ
リ
書

い
た
ら
、
何

か
思
い
出
さ
な
い
か
？

Ｂ
　
ア
ツ
、
配
剤
衡
既
費
の
形
だ
。

Ａ
　
そ
う
。
奈
良
や
大
阪
地
方
に
無
数
に
あ
る
、
古
代
日

本
の
天
皇
陵
の
形
だ
。

Ｂ
　
フ
ー
ン
、
あ
れ
は
、
易
の
マ
ー
ク
を
お
墓
の
形
に
し

て
る
の
か
ｒ

Ａ
　
前
方
後
円
墳
と
い
う

の
は
、
歴
史
の
教
科
書
に
は
必

ず
出
て
く
る
し
、
こ
の
古
墳
と
古
墳
を
結
ぶ
線
が
、

４５
度

と
か
、

６０
度
と
か
、

３０
度
と
か
、
規
則
的
な
幾
何
学
的
排

列
を
し
て
い
て
、
何
か
意
図
的
に
作

っ
た
に
ち
が
い
な

い

（
原
島
礼
二

『
大
王
と
古
墳
』
学
生
社
、
昭
４６
）
と
い
う

説
や
、
こ
の
古
墳
を
つ
な

い
で
い
く
と
、
巨
大
な
鳥
の
絵

が
現
わ
れ
る

（雑
誌

『
オ
カ
ル
ト
時
代
』
１２
月
号
）
と
い

う
説
も
出
て
き
た
が
、
な
ぜ
、
こ
の
時
期
の
陵
墓
が
そ
ろ

い
も
そ
ろ

っ
て
、
丸
と
四
角
を
組

み
合
わ
せ
た
形
な

の

か
？
　
と
い
う
こ
と
を
書

い
た
も
の
が
な
い
ん
だ
な
。

こ
れ
を
言

っ
た
の
は
、
長
原
芳
郎
と
い
う
人
で
、
実
業

家
で
も
あ
る
け
ど
、
陰
陽
道
を
深
く
研
究
し
た
人
だ
。
雄

鶏
社
か
ら

『陰
陽
道
―
―
占

い
に
よ

っ
て
古
代
か
ら
の
謎

の
ナ
ゾ
を
解
く
』
と
い
う
面
白
い
本
を
出
し
た
が
、
惜
し

い
こ
と
に
絶
版
に
な
っ
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

■
参
考
図
書

・
資
料

桜
沢
如

一
『魔
法
の
メ
ガ
ネ
』

『東
洋
医
学
の
哲
学
』

『無
双
原
理

・
易
』

『宇
宙
の
秩
序
』

大
森
英
桜

『無
双
原
理
入
門
』

（テ
ー
プ
）

『人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
』

（テ
ー
プ
）

〔以
上
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
発
行
〕

『易
経
』
上

・
下

（岩
波
文
庫
）

『易
』

（中
国
古
典
選
）
朝
日
新
聞
社

『易
経
』
上

。
下
　
　
　
集
英
社

加
藤
大
岳

『易
学
大
講
座
』
全
八
巻
　
紀
元
書
房

金
谷
治

『易
の
話
』
　

講
談
社
現
代
新
書

本
田
済

『易
学
』
　

一示
都

。
平
楽
寺
書
店

柳
下
尚
範

『易
入
門
』
　

虹
有
社

服
部
竜
太
郎

『易
と
呪
術
』
　

新
人
物
往
来
社

長
原
芳
郎

『陰
陽
道
』
　
　
　
雄
鶏
社

（絶
版
）

『占
い
予
言
の
知
恵
』
　
　
　
新
人
物
往
来
社

吾
郷
清
彦

『
日
本
超
古
代
秘
史
資
料
』
新
人
物
往
来
社

吾
郷
清
彦

『ウ
エ
ツ
フ
ミ
要
録
』
上

・
下
　
霞
ヶ
関
書
房

吾
郷
清
彦

『古
事
記
以
前
の
書
』
　

大
陸
書
房

宇
野
多
美
恵

『相
似
象
』
八
巻
　
渋
谷
区
神
泉

一
七
―
二

『古
事
記

。
祝
詞
集
』
　

山石
波
書
店

『古
事
記

。
上
代
歌
謡
集
』
　

小
学
館

『
日
本
書
紀
』
上

。
下
　
岩
波
書
店
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・て

盛 谷 奈 加
(マ クロビオティック料理師範 )

ノゞ lJ

丁 持

″
ボ

ー

ル
ア

ン
ボ

ワ
″

″自
然
食
″

を
、　
ふ
と
本
屋
で
手
に
し

た
本
か
ら

知
り
、　
そ
の
す
ぐ
後
、
″
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
な
る
コ
ト
バ
を
さ
ら

に
知
り
、
そ
の
思
想
に
圧
倒
さ
れ
て
か
ら
、

四
年
半
の
月
日
が
過
ぎ
た
。

そ
の
間
、
未
知
の
知
識
と
体
験
を
求
め

て
、
日
本
Ｃ
Ｉ
の
夏
冬
の
行
事
に
、
あ
き

も
せ
ず
参
加
し
た
私
は
、
な
ん
と
も
形
容

で
き
な
い
、
大
森
先
生
を
始
め
と
す
る
諸

先
生
、
仲
間
に
つ
ぎ

つ
ぎ
出
会

っ
て
い
っ

た
。
そ
れ
は
、
決
定
的
に
私
の
人
生
を
く

つ
が
え
し
て
し
ま

っ
た
。

「男
女
は
、
相
反
す
る
の
で
な
く
、
相
補

（
率
）
す
る
の
が
、　
自
然
の
、　
字
宙
の
姿

で
あ

っ
て
…
…
」
と
い
う
こ
と
を
、
初
め

て
健
康
学
園
の
講
義
で
知
ら
さ
れ
、
見
え

な
い
赤
い
糸
で
結
ば
れ
て
い
る
伴
侶
を
求

め
つ
つ
、
な
か
な
か
そ
の
時
が
こ
な
い
の

は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
と
自
問
し
つ
つ
、

思
い
き

っ
て
舞
台
を
他
国
に
移
す
こ
と
に

し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
・
。ハ
リ

の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
レ
ス
ト
ラ
ン

『
ボ
ー
ル
ア
ン
ボ
ワ
』
（木
の
椀
）
で
仕
事
す

る
話
が
、

経
営
者
の
Ｓ
氏

（
日
本
人
）

か

ら
あ
り
、
喜
ん
で
昨
年
の
九
月
、
肌
寒
い

パ
リ

。
オ
ル
リ
ー
空
港
に
降
り
立

っ
た
。

市
内
の
人
口
二
百
六
十
万
、
周
辺
の
人

口
を
い
れ
る
と
八
百
万
の
、
東
京
で
い
え

ば
、
山
手
線
の
内
側
く
ら
い
の
パ
リ
に
は
、

八
、
九
軒
以
上
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
店
が

あ
り
、
『
ボ
ー
ル
ア
ン
ボ
ワ
』

は

セ
ー
ヌ
川
の
左
岸
、
リ
ビ

エ
ー
ル
夫
人
の

『
天
竜
』
は
右
岸
に
、　
と
も
に

レ
ス
ト
ラ

ン
と
お
店
を
か
ま
え
て
い
た
。

お
店
の
奥
に
木
の
樽
の
イ
ス
を
お
き
、

電
球
の
あ
る

『
ボ
ー
ル
ア
ン
ボ
ワ
』
は
、

落
着
け
る
ふ
ん
い
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
だ

っ

た
。
ス
タ
ッ
フ
は
昼
夜
交
代
制
に
な

っ
て

い
て
、　
私
は
主
と
し
て
午
後
組

（
４
時
―

Ｈ
時
）
と
し
て
働
い
た
。

こ
こ
は
、
前
の
経
営
者
の
伝
統
を
つ
ぎ
、

仕
事
上
で
問
題
が
あ

っ
た
と
き
、
す
ぐ

マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
話
し
あ
う
シ
ス
テ

ム
に
な

っ
て
い
た
。
初
め
の
こ
ろ
、
日
曜

日
に
数
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
、
お
店

に
関
す
る
諸
問
題
を
討
議
し
た
。

オ

バ

ケ

か

ぼ

ち

ゃ

は
っ
き
り
い
っ
て
仕
事
は
き
つ
か
っ
た
。

四
〇
―
六
〇
人
分
の
野
菜
を
切
り
、
料
理

し
、
給
仕
し
、
皿
を
洗
い
、
そ
の
後
掃
除

す
る
の
を
、
二
人
で
担
当
す
る
の
で
、
慣

れ
な
い
こ
と
、
量
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

日
本
人
の
感
覚
で
は
通
じ
な
か
っ
た
。

カ
ボ
チ
ャ
は
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
も
あ

パ リ・ムフタール街の市場にて
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花 の

マ ドモアゼル・ナカ 。モリヤ,去年の

9月 ,包丁一本サラシに巻いて,花の

パ リを振 り出しに,ポル トガル,スペ

イン,イ タリア,モ ロッコ,カ ラチ,バ
ンコクと大和なで しこの武者旅行―一

“ボールアンボワ"の前で,経営者の

S氏 と。

り
、
オ
バ
ケ
み
た
い
に
大
き
く
、
シ
ン
デ

レ
ラ
姫
の
物
語
に
出
て
く
る
カ
ボ
チ
ャ
の

馬
車
の
話
を
想
像
さ
せ
る
に
充
分
な
大
き

さ
だ
っ
た
。
玉
ネ
ギ
は
、
水
を
入
れ
な
く

て
も
よ
く
煮
え
た
り
、　
ニ
ン
ジ
ン
を
炒
め

て
も
火
の
通
り
が
わ
る
い
こ
と
や
、
着
い

た
早
々
出
さ
れ
た
お
店
の
食
事
の
量
な
ど
、

び

っ
く
り
ず
く
め
だ

っ
た
。

こ
わ
い
こ
と
に
、
し
ば
ら
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
る
う
ち
に
、
知
ら
ず
し
ら
ず
こ
ち

ら
の
食
事
の
量
の
多
さ
に
慣
れ

っ
こ
に
な

っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
い
た
。

ス
ー
プ
に
、
主
食
と
副
食
の
盛
り
合
わ

せ
た
お
皿
、
デ
ザ
ー
ト
、
お
茶
の
ワ
ン
コ

ー
ス
で
、　
８
フ
ラ
ン
か
ら
１５
フ
ラ
ン

（四

八
〇
―

一
、　
一
〇
〇
円
）
だ

つ
た
。
盛
り
合

わ
せ
に
は
、
玄
米
ご
飯
、

第
二
穀
物

（
ア

ワ
、
ヒ
エ
、
ラ
イ
麦
、
ソ
バ
、
オ
ー
ト
麦
、
ト

ー
モ
ロ
コ
シ
粉
、
大
麦
）
に
、
サ
ラ
ダ
、　
豆

類
、
野
菜
の
煮

つ
け
が
二
種
類
、
て
ん
ぷ

ら
ま
た
は
魚

（魚
は
週
に
二
回
く
ら
い
）
が

つ
い
た
。

ナ
ン
バ
ー
セ
ブ

ン

〔七
号
食
〕

は
、　
玄

米
に
小
豆
、　
コ
ン
ブ
か
切
干
し
大
根
、
ヒ

ジ
キ
が

つ
い
た
。

〔
こ
れ
は
副
食
が
つ
く
か

ら
六
号
食
か
五
号
食
だ
〕

週
二
回
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
三
階
の
道
場

で
陰
陽
の
勉
強
会
が
あ
り
、
夜
遅
く
十
二

時
ご
ろ
ま
で
熱
心
に
討
論
し
て
い
た
。
話

が

一
つ
の
こ
と
か
ら
次

へ
と
、
論
理
な
く

広
が

っ
て
、
最
初
の
主
題
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ

っ
た
が
、
ど
う

し
た
ら
、
こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を

知
識
階
級
に
ひ
ろ
め
ら
れ
る
か
な
ど
、
積

極
的
に

一
人

一
人
の
意
見
を
の
べ
て
い
た
。

近
く
に
ム
フ
タ
ー
ル
街
が
あ
り
、
中
世

を
感
じ
さ
せ
る
細
い
路
地
に
、
な
か
ば
く

ず
れ
か
け
た
古
い
背
の
低
い
建
物
が
、
頭

上
か
ら
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
ひ
し
め
い
て
、

う
す
ぎ
た
な
い
生
活
の
に
お
い
が
た
ち
こ

め
て
い
た
。

肉
、
チ
ー
ズ
、
魚
、
菓
子
、
花
、
陶
器
、

炭
、
洋
服
、
靴
な
ど
売
る
店
が
、
せ
ま
い

路
地
に
あ
ふ
れ
る
人
波
に
呼
び
声
を
あ
び

せ
て
い
た
。
リ
ン
ゴ
が
お
い
し
そ
う
な
の

で
、
さ
わ
っ
た
ら
、
ど
な
ら
れ
た
。

森

ヘ
ゴ
ボ
ウ
掘
り

に

秋
の
あ
る
日
曜
日
、
オ

ニ
ギ
リ
な
ど
持

っ
て
、
車
で
ブ

ロ
ー

ニ
ュ
の
森

へ
、
バ
ル

ダ

ン
ヌ

３

ボ
ウ
）
を
掘
り
に
皆
で
出
か

け
た
。
〔野
生
０
コ
ボ
ウ
〕
在
仏

八
年
に
な

る
Ｍ
さ
ん
が
、
そ
の
案
内
役
を
か
っ
て
く

れ
た
。
パ
リ
郊
外
の
野
草
に
魅
せ
ら
れ
て
、

日
本
に
帰
る
こ
と
を
忘
れ
た
Ｍ
さ
ん
は
、

日
本
女
性
の
中
で
も

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ

っ
た
。

だ
い
だ
い
、
黄
色
、
う
す
茶
、
ベ
ー
ジ
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ュ
の
枯
葉
が
す

っ
か
り
地
面
を
お
お
い
つ

く
し
、
そ
れ
ら
を
か
き
わ
け
て
ゴ
ボ
ー
の

葉
を
み
つ
け
、
掘
り
お
こ
し
、
終
日
、
ブ

ロ
ー

ニ
ュ
の
森
で
秋
の
陽
光
を
浴
び
、
枯

葉

の
に
お
い
と
色
の
微
妙
な
美
し
さ
に
酔

い
染

っ
て
い
っ
た
。

こ
の
野
生
の
ゴ
ボ
ウ
の
キ
ン
ピ
ラ
の
お

い
し
さ
は
、
か
つ
て
味
わ

っ
た
こ
と
の
な

い
お
い
し
さ
だ

っ
た
。

仕
事
を
始
め
て
体
が
少
し
慣
れ
た
こ
ろ
、

ル
ー
ブ

ル
美
術
学
校
の
コ
ー
ス
に
週
二
回

出
席
し
、
大
学
都
市
で
も
週

一
回
、
フ
ラ

ン
ス
人
の
先
生
に
つ
い
て
合
気
道
を
始
め

た
。久

司
道
夫
先
生

〔
ア
メ
リ
カ
・
イ
ー
ス
ト

ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
主
宰
〕

の

講

演
会

が
、

パ
リ
ヨ
ガ
セ
ン
タ
ー
で

あ

り
、
三
百
人
以
上
の
人
が
出
席
し
、
盛
会

だ

っ
た
。
昼
の
食
事
を

『
ボ
ー
ル
ア
ン
ボ

ヮ
』
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
準
備
に

忙
し
か
っ
た
。
日
本
だ
っ
た
ら
、
オ

ニ
ギ

リ
ニ
個
の
簡
単
な
食
事
で
す
ま
し
て
し
ま

う
の
に
、
こ
ち
ら
の
人
は
、
何
で
も
あ
た

た
か
い
も
の
を
出
さ
な
い
と
承
知
し
な
か

っ
た
。
久
司
先
生
は
、
新
し
い
指
導
者
と

し
て
む
か
え
ら
れ
て
い
た
。

パ
リ
で
ク
リ

ス

マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
こ
の
店
で
ウ

ェ
イ
ト

レ
ス
を
し
て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
二
十

五
才
の
ミ
リ
ア
ム
が
招
待
し
て
く
れ
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
友
人
が
十
名
集

っ
て
、
静
か
で
齢
配
な
イ
ブ
を
む
か
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
音
楽
も
何
も

な
い
。
た
だ
大
き
く
０
の
字
を
か
い
た
祭

壇
が
も
う
け
ら
れ
、
長
い
ロ
ー
ン
ク
の
光

が
あ
た
り
を
照
ら
し
、
野
菜
が
カ
ゴ
に
入

れ
ら
れ
、
祭
壇
に
供
せ
ら
れ
て
い
た
。
以

前
、
あ
る
男
と
同
棲
し
、

マ
リ
フ
ア
ナ
な

ど
吸

っ
て
い
た
彼
女
が
、

マ
ク

ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
世
界
で
も
う

一
度
生
ま
れ
か
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
何

か
と
私
に
親
切
に
や
さ
し
く
し
て
く
れ
た

の
は
彼
女
だ
っ
た
。

イ
ブ
の
夜
、
皆
は
口
数
少
な
く
料
理
を

前
に
座

っ
て
い
た
。
友
達
が
こ
こ
に
も
い

る
の
だ
と
い
う
実
感
が
身
を
か
す
め
て
い

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

■
昭
和
４６
年
の
夏
の
健
康
学
園
で
大
森
先

生
が
講
義
で
ふ
れ
た
、
金
沢
の
郊
外
の
山

の

″
古
代

の
海

の
土
″
の
土
壌
改
良
剤

″
リ
ブ
″
を
使
用
し
た
玄
米
が
入
手
で
き

ま
す
。

パ
リ

。
ボ
ー
ル
ア
ン
ボ
ワ
の
メ
ニ
ュ
ー

（月
曜
・
昼
）

●
コ
ピ
ー
版
　
桜
沢
如

一
先
生
原
稿
満
載
／

コ

ン

パ

文

庫

５

ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
と
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
／
コ
ン
パ
よ
み

・
コ
ン
パ
し
ら
ず
／
生
れ

日
の
意
義
／
ネ
ム
リ
姫

・
ネ
ム
リ
男
／
科
学
工
業
文
明
の
決
算
／
フ
ァ
ウ
ス
ト

の
死
／
赤
ン
坊
を
つ
れ
た
芸
者
タ
ツ
エ
さ
ん
／
Ｇ
Ｏ
と
仙
人
の
千

一
夜
物
語
／

ふ
し
ぎ
な
中
国
服
の
女
性
／
映
画
研
究
室
／
Ｍ
Ｉ
の
日
記

一
九
四
八
年
、
桜
沢
如

一
先
生
躍
動
の
Ｐ
Ｕ
理
論
雑
誌

『
コ
ン
パ
』
の
合
本

一〓
三

ペ
ー
ジ
　
一
七
〇
〇
円
　
一Ｔ
Ｉ
〈
○
　

　

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

フラン=55円

切 り干 し大根,椎茸のすまし汁 3.50

アンディープ (小 白菜),ゴ ボウのタル ト 3.50

7号食,小豆,切干大根 (ヒ ジキ )

マクロビオテ ィックの皿

(ひ き麦または玄米, トウフ雷揚げ,野菜,

生野菜)

9.50

ベジタリアンの皿

上記と同 じで量がちがうや畿 干大根

9.50

おわん ごはんつ き

(ね ぎ,人参, レンズ豆,生野菜)

ノ
lヽ 6.00

大 7.15
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◇無農薬ほうじ茶 |ノもック5g入×10

150円

◇ヤマキ天然普油 L8′ ビン入 700円

手造 りの芸術。純の味 と香 りをお召 し上 り下

さい。

◇ヤマキ五年もろみみそ lkg 500円

昔 ながらの, なつか しいおふ くろの味 です。

◇ ホシノ天然酵母
手づ くリパン種の決定版 / 家庭で簡単に焼

けます。 200g450円 ,453g950円

◇塩蔵わかめ l kg 350円

九州・天草の産。柔 らかで肉厚が特長。

◇厚焼せんべい 1嗽入 230円

5分づき。軽 くて食べやす く,あ と味 が よい。

◇ 正 月 用の しもち (予約受付中)

玄米の しもち (1升 )1.9キ ロ,1600円 ,

玄米草 もち |.9キ ロ, 1650円

◇食用ゆり(球根)

ゆ りさんとん,茶碗 む し,ス ープ等に……

100g 150円 (1個 200g～ 400g)

みつ   び

◇三ヶ日みかん 15キ ロ1箱 ,3000円

度が薄 く甘 くておい しいノ 12月 中旬入荷

◇手づ くリコンニャク 1丁 200円

奈良県の山奥でつくられた素朴なコンニャク。

◇ヤマキ本造りみそ (員曽答用)

粒 よりの国産大豆 と内地米が原料。

4 kg入 美粧樽入 3200円

◇ 自然野菜入荷中
玉ネギ,里芋,ニ ンジン,ゴボウ,大根……

彗翼守:↓籠駐輩オーサワジャパン
a“
。∬

一鶉
降
諄
総
路糧ず

講談社刊  690円 〒 160円

日本CI協会扱い 卸 し可

なにを食べた′っいい ? わたしの食

事革命/分子の毒 矢/食品添加物の

実態/人間の身体 と食品汚染/食品

哲学の必要
′
1生/主食類/食肉・魚肉

加工品/漬け物・豆腐/油脂類/味

噌・醤油・調味料/ア ルコール類/
塩・プラスチ ック容器/玄米食への

道 じるべ/食の原理 と食律

(飯の炊ける原理解説つき)
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男性諸君。/包丁をとれ ./

「拝
啓
　
女
性
様

人
類
の
歴
史
は
じ
ま

っ
て
以
来
、
長
い

こ
と
食
事

つ
く
り
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

深
く
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

わ
が
国
で
も
、
い
つ
か
の
時
代
に
は
、

男
性
が
食
事

つ
く
り
の
役
で
あ

っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
し
、
現
に
、
チ
ベ
ツ
ト
で
は
、

今
も

っ
て
男
が
食
事
を
作

っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
は
学
者
の
方
に
お

ま
か
せ
す
る
と
し
て
、
長
年
の
ご
苦
労
な

台
所
仕
事
を
、
わ
れ
わ
れ
男
性
が
代
わ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
方
の
口
に
も
合

う
料
理
を
作
り
ま
す
よ
。
そ
の
代
り
、
料

理
の
品
数
は
ず

っ
と
減
る
か
も
し
れ
な
い

し
、
と
き
ど
き
忙
し
い
時
は
、
玄
米
ご
飯

と
漬
け
物
だ
け
、
と
か
、
お
そ
ば
だ
け
と

か
、
す
い
と
ん
だ
け
と
か
、
も

つ
と
忙
し

い
時
は
、　
一
食
抜
き
な
ん
て
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
あ
し
か
ら
ず
。

余

っ
た
時
間
は
、
美
容
体
操
が
わ
り
に

家
の
内
外
の
掃
除
と
か
、
せ
い
ぜ
い
音
楽

で
も
習

っ
て
、
食
事
の
あ
と
で
着
物
姿
で

琴
の
音
を
聞
か
し
て
く
だ
さ
る
と
か
、
ギ

タ
ー
鳴
ら
し
て
カ
ン
ト
リ
ー

・
ソ
ン
グ
を

歌

っ
て
く
れ
る
と
か
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
す

る
と
か
、
社
会
活
動
を
す
る
と
か
、
楽

し

い
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
な
。

た
ま
に
は
、
ム
ロ
所
に
入
ら
な

い
と

″
腕
〃

が
に
ぶ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
お
客

の
あ
る

時
と
か
、
お
祝

い
の
時
な
ど
は
お
願

い
す

る
と
し
ま
し
ょ
う
。

男
性
ど
も
は
、
外
で
働
い
て
く
た
く
た

な
の
で
、
家
に
帰

っ
て
か
ら
、
と
か
、
出

勤
前
の
忙
し
い
時
に
食
事
作
り
な
ど
、
大

変
な
の
で
す
が
、
ま
あ
、
し
ば
ら
く
、
男

ど
も
が
作
る
食
事
が
ど
ん
な
も
の
か
、
様

子
が
分

っ
て
も
ら
え
る
ま
で
、
お
休
み
く

だ
さ
い
」

「全
世
界
の
男
性
諸
君
′

わ
れ
わ
れ
は
長
い
こ
と
食
事

つ
く
り
を

女
性
に
ま
か
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
女

ら
は
、
本
当
に
わ
れ
わ
れ
の
口
に
合
う
料

理
を
作

っ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
男
の
肉
体

と
魂
を
き
た
え
る
料
理
が
食
卓
に
上

っ
た

で
あ
ろ
う
か
？
　
一
〓
言
目
に
は

″台
所
仕

事
は
大
変
な
の
よ
〃
と
い
い
な
が
ら
、
女

性
の
好
み
の
味

つ
け
を
男
に
押
し
つ
け
、

忙
し
い
と
い
っ
て
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
も
の
、

店
屋
も
の
で
す
ま
せ
、
あ
る
い
は
気
が
む

く
と
料
理
教
室
か
テ
レ
ビ
仕
込
み
の
、
菓

子
ま
が
い
の
料
理
を
ご
た
ご
た
並
べ
、
″刺

激
物
は
体
に
わ
る
い
〃
と
い
う
説
を
真
に

う
け
、
日
を
つ
ぶ
れ
ば
ど
れ
も
同
じ
味
の

も
の
を
作
り
、
作

っ
た
も
の
を
全
部
食
ベ

な
い
と
機
嫌
が
わ
る
く
、
世
の
男
性
を
去

勢
し
、
子
供
を
豚
の
よ
う
に
太
ら
せ
て
き

た
。そ

の
結
果
は
、
男
ら
し
い
男
が
影
を
ひ

そ
め
、
男
を
男
と
思
わ
ぬ

″女
性
〃
が
カ

ッ
ポ
す
る
時
代
と
な

っ
た
。

男
性
諸
君
′

わ
れ
わ
れ
は
真
の
男
性
復
権
を
め
ざ
し
、

雪
の
ご
と
き
美
肌
の
、
女
ら
し
い
女
を
地

上
に
呼
び
も
ど
す
た
め
に
は
、
し
ば
ら
く

自
ら
包
丁
を
と
り
、
鍋
釜
を
あ
や
つ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

〃包
丁
に
よ
る
世
界
平
和
を
ノ

〃
世
界

男
性
同
盟
結
成
準
備
会

１
９
７
６

・
Ｈ

ｏ
‐５

（
菅
波
宇
太
郎
）

台 所 を女性 に明け渡 していたのが 間違いだった
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ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
、
信
州
戸と
ぼ
一
巨

例
の
冬
の
キ
ャ
ン
プ
を
開
き
ま
す
。
新

し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
全
国
の
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
仲
間
と
祝

い
ま
し
ょ

う
。
三
〇
日
夜
、
東
京

。
新
宿
発
と
、

三
日
正
午
、
現
地
発
、
新
宿
行
き
、
同

日
午
後
九
時
頃
新
宿
着
予
定
の
貸
切
り

バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

（
バ
ス
代
別
）

年
越
し
そ
ば
、
新
年
雑
煮
祝

い
、
ゲ

ー
ム
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

マ
ク
ロ
ビ
オ

テ
ィ
ツ
ク
の
講
義

（大
森
英
桜
先
生
）、

ス
キ
ー
講
習
、
雪
上
ゲ
ー
ム
な
ど
企
画

し
て
い
ま
す
。
小
部
屋
が
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
ど
う
ぞ
。

●
会
場
／
長
野
県
上
水
内
郡
戸
隠
村
宝

光
社

渡
辺
旅
館
ａ

ｏ
乗
量
宮
Ξ
邑
九

●
会
費
／
大
人
、
二
万

一
千
円
。
三
オ

以
上
、
小
学
生
ま
で
、　
一
万
五
千
円
。

一
オ
と
ニ
オ
は
五
千
円
。
○
オ
児
無
料
。

貸
ス
キ
ー
、
リ
フ
ト
代
、
ス
キ
ー
場
ま

で
の
バ
ス
代
、
各
自
負
担
で
す
。

●
貸
切
バ
ス
の
ご
案
内
　
集
合
１
１２
月

３０
日
夜
十
二
時
、
出
発
―

一
時
／
集
合

場
所
―
新
宿
西
ロ
ス
バ
ル
ビ
ル
横
／
料

金
＝
片
道
三
千
円
、
往
復
六
千
円

（
バ

ス
代
は
当
日
納
入
）

●
申
込
み
／
申
込
み
用
紙
に
明
記
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
、
現
金
書
留
で
日

本
Ｃ
Ｉ
協
会
ス
キ
ー
係

ヘ

約 1時間

¥5C10  宝光社下車

1名 につ き 1枚ずつ )

３

　

３

　

３

０

　

０

　

０

8

7

10

■ 講 義

●参加者の質問に答える人体修理法のすべて

(頭の上から足の先まで)

●占いと予言のすべて

●講師・大森英桜先生

■ 締 切

日召和51年 12月 20日

取消手数料 12月 20日 まで ¥1,000

21日 以後 会費の50%

圭
自込申

■ 交通ガイド

上野
響

長里子

名古屋1雲蒙翌影1長野

大阪
鼎

名古屋 ―
嶋増習讐

'二

長野

長野駅発バス (川 中島 自動車 )

6 :58

氏 名 男 。女

日本CIの (会員,家族,非会員,入会希望)です。

住

電

所

話

玄米食は ①  年くらい ② 初めて
生年月 日

日召不日

大正  年   月  日

明治スキーは ①できない ②初 ③中 ④上級

業

先務
職
勤

個室希望
(ア リ,ナ シ)

会費     円

(1)新宿からのバスにのります。(2)戸 隠からのります。(3)バスにはのりません。

(1)都合によ|)()日 ()日寺より参加します。(2)都合により()日 ()時帰 ります。

日本 CI協会 御中 19761「       月
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☆ 本場アルプスでスキー と玄米ア
”☆ ヨーロッパのマクロビオティック視察と観光 /

ョーロッパ スキー ッァー

●1977年 2月 12日 0～ 2月 27日 0(15日 間 )

●団長/大森英桜先生
●主催/日 本 CI協会

く内容〉 ◇シャモニーでスキーとマクロビオティックの講習
ヨーロツパ・マ クロビオテ イツク・グループ主催のスキーキャンプに参加

(講義・実習・スキー講習・玄米正食・パーテ イ, その他ア トラクション)

於/シ ャモニー (フ ランス/ア ルプス最高峰モンブラン直下,ス キー場のメッカ)

◇ PUと正食の勉強
ヨーロッパ・マ クロビオティック・ リーダーのお話

大森英桜先生の講義

◇ヨーロッパのマクロビオティックの仲間との交流

◇ヨーロッパのマクロビオティックの視察と観光
パ リ/市 内観光,マ クロビオティック・レス トラン訪問,「天竜」にて交歓会

ロワールの城 (フ ランス)見物, ジュネーブ (ス イス )・ イタリア側アルプス観光
ベルギー/リ マエ場 (正 食品製造)見学,ブラッセル観光

く費用〉お問い合せ ください。格安見込。

〈募集人員〉 30名
〈参力日資格〉 マクロビオティックを実行している人。これからしようとする人。団体

旅行の秩序をみださず,健康な肉体と精神をもっている人。

*ス キー をやらない方 にも, じゅうぶん楽 しんでいただける企画です。

*お 申 し込みは下言己まで。(詳 しいパンフレットご希望の方はご請求ください)

日 本 C I協 会 海 外 旅 行 部
〒151東京都渋谷区大山町 11 5 ЪI.03(469)76310

‐

‐
‐
　

　

，
／

一
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▲ カーターとジェリー・プラウン (右 )。

1976年 3月 15日 ,大統領候補指名大会後

I{ews from U.,S.

□
riLtTT琴

℃ 軍 ア 3を]リ

フォルニア州知事 (38才 )は正食党。同氏は,次期 ,

次々期の米国大統領有力候補 といわれている。サ ンフ

ランシスコ禅センターのメンバーで,東洋思想,瞑想,

禅に強い関心 をもつ。ロサ ンゼルス市に働 きかけて,

砂糖の消費 を控えさせるため,税金をかけたという。

巨]賃
曇[,1''日

`]二

子ッ,II`ス ニ1子F:
のほど,ニ ューヨーク市長から,同市の学校給食のメ

ニューの監督指導をまかされた。

夫妻は,来年,訪日の計画あ り。

美 術 F「刷 一 般
製 造

販 売

樹 社
山 量 尉 知

4
!

男
女

社
員
募
集

％
才
ま
で
、
履
歴
書
送
付
。

男
子
は
普
通
運
転
免
許
証
。

号
番

日

２

丁

６

!6番 8
7 -- 9

赤穐の
)ft  iξ

オ:
`

ご

天塩じ
をイ

^1 
)v)

販売元 曼 自然 塩 普 及 協 会
東京都新宿区百人Br1 2丁 目24番 6号
〒 160 Tel.03-364-2721

て
な

い

し
ど
か

と
　
ヽ
つ

塩

で
あ

用

の
り

殊
す

と

特

ま
お

。

り

い
に
す

よ

て
由
ま

社

れ
自
け

公

さ
も

だ

売

可

で
た

専

認

た

い
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日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
会
員
の
岩
佐
光
剛
さ
ん
は
、
三
代

つ
づ
い
た
ソ
バ
屋
さ
ん
。
明
治
大
学
を
卒
業
し
て
、

昨
年
、
川
口
市
に
凝
っ
た
造
り
の
店
を
開
い
た
。
そ

ば
粉
は
日
光
鹿
沼
産
の
荒
び
き
６
割
、
醤
油
は
天
然

醸
造
イ
マ
イ
醤
油
、
味
噌
は
立
科
味
噌
。
化
学
調
味

料
な
し
。
無
双
そ
ば

（
３５０
円
）
で

「甘
み
ぬ
き
」
と

注
文
す
れ
ば
、
味
噌
、
醤
油
、
ゴ
マ
ム
ソ
ー
だ
け
で
、

み
り
ん
抜
き
を
出
し
て
く
れ
る
。
住
所

。
電
話

。
営

業
時
間
な
ど
は
、
本
誌
３９
ぺ
‐
ジ
の

「友
の
店
」
欄

を
参
照
。
三
井
智
香
子
記
者
の
訪
間
記
は
次
号
。

そな

店

PU正 食 法 轟 譜
造,脳 力娃 成,不蜻

気の修練法,心身統一合気体道

瞬間活法,禅法,統一内観法

「気」の原理による心身―如,最強の精神力,体力,意志カ

を体得する人間修業道の奥義 (希望の人のみ)

病因排除,体調整備のために気軽にお越 し下さい。

期間―何日間でも自由 会費-1日 4000円

日時―いつでも入所できる 申込―入所前日電話で

醐
奪異晟糞童研 心 舘 玄 米 食 養 道 場
田中愛子先生 大阪市 阿倍 野 区西 田辺町 2229(〒 545)

桜沢如―著食養講義録復刻予約申込書 昭和 年

電  話

06-691-1590

日

■

■

特別 500部予約限定出版。

昭和 52年 2月 配本予定です。

本墓
格 努

ば

桜先生

教 室
PUの 目

原因を解

け方と食

のメカニズム,病気の

われた相 と症状の見分

法の秘訣。

日時-12月 18日 CD午後 1時 より,19日 lBI

20日 (月 )・ …2'自 3 日「現

申込み-12月 16日 まで電話で。

会費-2万円 (宿 泊,食事他諸費を含む)

個人指導 も行ないます。実費を要す。

予約特イ面9,000円 を添 えて ここに申込 み ます。

日本 CI協会 殿
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●
う
ど
ん

（％
束
）、
コ
ー
フ
ー

（揚
け
た

も
の
、

５０

ｇ
）、
ネ
ギ

一
１
本
）、
花
人
参

（
８
イｌｌｉ‐
一
、
み
つ
葉

（小
８
本
）、
コ
ン
ブ

シ
イ
タ
ケ

（
１
個
）、
自
然
著

（
お
ろ
し
た

も
の
、
カ
ッ
プ
ー
一、
生
姜

一少
々
）、

ユ

ズ
の
皮

（少
々
）

①
う
ど
ん
は
２
つ
‐ｉ
折
り
、
ゆ
■
オ
水ヽ
を

か
け
、
ざ
る
に
あ
げ
る
．　
コ
ー
フ
ー
は
細

か
く
切
り
、
カ
ッ
プ
ー
の
水
と
大
さ
じ
１

の
醤
油
の
中
で
よ
く
者
（込
み
、
生
姜
の
し

ぼ
り
汁
を
少
々
入
れ
て
者
ら

け
る

②
ネ
ギ
は
た
て
十
文
字
に
包
丁
し
、
４
ｔ
ン

に
切
り
、
さ

っ
と
塩
湯
で
ゆ
で
る
‘
花
人

参
は
少
し
の
水
で
や
わ
ら
か
く
煮
て
、
薄

い
塩
味
を
つ
け
る
。
み
つ
葉
は
二
本
を

一

緒
に
結
ぶ
．
シ
イ
タ
ヶ
と
コ
ン
ブ
で
出
し

汁
を
と
り
、
塩
と
醤
油
で
薄
味
を
ら

け
、

シ
イ
タ
ケ
は
細
か
く
切
っ
て
お
く
。

③
茶
碗
に
う
ど
ん
、
コ
ー
フ
ー
、
ネ
ギ
、

人
参
を
入
れ
、
出
し
汁
で
ゆ
る
め
た
自
然

薯
を
た
っ
ぶ
り
そ
そ
ぎ
、
み
つ
葉
を
上
に

置
き
、
熱
し
た
蒸
器
で
１５
分
蒸
す
し

④
受
け
皿
に
取
り
、

ユ
ズ
を
吸
口
に
置
い

て
、
ふ
た
を
し
て
供
す
。
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▲おだ巻

●
ト
ー
フ

（
２
丁
）、
人
参

（
み
じ
ん
切

り
、
カ
ッ
プ
％
）
、
玉
ね
ぎ

（
み
じ
ん
切

り
、
％
個
）、
油

（少
々
）、
シ
イ
タ
ケ

（
２

個
）、
塩
、
醤
油

①
シ
イ
タ
ケ
は
水
に
も
ど
し
、
み
し
ん
切

り
に
す
る
。
ト
ー
フ
は
水
を
切
る
。

②
鍋
に
小
さ
じ
１
の
油
を
あ
た
た
め
、
玉

ね
ぎ
を
炒
め
、
シ
イ
タ
ケ
、
人
参
を
入
れ

て
１
、
２
分
炒
め
、
塩
味
を
つ
け
る
。

③
ト
ー
フ
の
水
を
切
っ
た
も
の
を
つ
ぶ
し
、

②
を
ま
ぜ
、
王
子
焼
き
器
に
平
ら
に
か
た

く
入
れ
、
両
面
を
焼
き
、
取
り
出
し
て
適

宜
に
切
る
。

●
出
し

コ
ン
ブ

（
１〇
一
ン
）、
ゴ
ボ
‐

（
１

本
）、
醤
油
、
カ
ン
ピ
ョ
ー

①
ゴ
ボ
ー
は
よ
く
洗
い
、
た
て
４
つ
切
り

に
し
、
コ
ン
プ
の
幅
に
合
わ
せ
て
切
る
。

コ
ン
プ
の
上
に
ゴ
ボ
ー
を
の
せ
、
端
か
ら

ぐ
る
ぐ
る
三
回
く
ら
い
巻
き
、
二
ヵ
所
を

カ
ン
ピ
ョ
ー
で
む
す
び
、
そ
の
ま
ま
鍋
に

な
ら
べ
、
水
を
た
っ
ぷ
り
加
え
て
、
や
わ

ら
か
く
な
る
ま
で
煮
込
み
、
汁
が
半
ば
煮

つ
ま
っ
た
こ
ろ
、
醤
油
大
さ
じ
２
を
入
れ
、

汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
つ
め
る
。

②
や
わ
ら
か
に
な
っ
た
コ
ブ
巻
を
カ
ン
ピ

ョ
ー
の
所
で
切
り
、
切
り
口
を
美
し
く
器

に
盛
る
‐。

●
レ
ン
コ
ン
（小
１
フ
シ
）、
人
参

（小
１

本
）、
玉
ね
ぎ

（小
１
個
）、
塩

（少
々
）、

シ
ン
ビ
キ
粉

（少
々
）、
串

（数
本
）

①
レ
ン
コ
ン
、
人
参
は
お
ろ
す
。
玉
ね
ぎ

は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
少
し
の
油
で
炒
め

２つ
。

②
玉
ね
ぎ
に
①
を
ま
ぜ
、
塩
少
々
を
加
え

る
。
地
粉
を
材
料
の
％
く
ら
い
ま
ぜ
、
２

彙
ン
大
に
丸
め
、
油
で
か
ら
り
と
揚
げ
、
シ

ン
ビ
キ
粉
を
ま
ぶ
し
、
２
つ
ず

つ
串
に
さ

す
。

●
南
瓜

（小
％
個
）、
さ
つ
ま
芋

（
１
本
）、

カ
チ
グ
リ

（
カ
ッ
プ
ー
）、
塩

（少
々
）

①
南
瓜
は
大
切
り
に
し
、
蒸
し
器
で
蒸
し
、

皮
を
取
り
、
裏
ご
し
す
る
。
さ
つ
ま
芋
も

蒸
し
、
裏
ご
し
を
し
て
、
南
瓜
と
ま
ぜ
る
。

ま
ぜ
た
も
の
カ
ッ
プ
２
に
小
さ
じ
％
の
塩

で
味
を
つ
け
る
。

②
ク
リ
は
洗
い
、
水
を
か
ぶ
る
く
ら
い
入

れ
て
煮
込
み
、
水
が
な
く
な
っ
た
ら
ほ
ん

の
少
し
の
塩
で
味
を
つ
け
、
①
に
ま
ぜ
る
。

●
南
瓜

（中
％
個
）、
地
粉

（
カ
ッ
プ
ー
）、

有
精
卵

（
１
個
）、
塩

（少
々
）

①
南
瓜
は
ふ
か
し
、
皮
を
取
り
、
裏
ご
し

す
る
。

②
地
粉
を
同
量
の
水
で
と
き
、
①
を
ま
ぜ
、

少
し
の
塩
で
味
を
つ
け
、
卵
を
よ
く
ほ
ぐ

し
て
ま
ぜ
、
卯
焼
き
器
に
１
彙
ン半
く
ら
い

の
厚
さ
に
流
し
、
両
面
こ
ん
が
り
焼
く
。

③

②
を
す
だ
れ
に
取
り
、
ぐ
る
り
と
巻
き
、

端
を
輪
ゴ
ム
で
軽
く
巻
き
、
し
ば
ら
く
そ

,>+> F-7



の
ま
ま
に
し
て
形
を
整
え
、
適
宜

に
切
る
。

●
大
根

（
２０
彙ン
）、
み
か
ん

（
２
個
）
、
小

松
菜

（少
々
）、
塩

①
大
根
は
カ
ツ
ラ
む
き
し
、
塩
を
し
て
し

ん
な
り
さ
せ
る
。

②
み
か
ん
は
皮
を
取
り
、
２
つ
に
割
り
、

ま
ん
中
に
、
ゆ
で
た
小
松
菜
の
葉
の
部
分

を
２
、
３
枚
、
み
か
ん
の
形
と
同
じ
よ
う

に
置
き
、
大
根
カ
ツ
ラ
を
２
色
に
か
さ
ね
、

み
か
ん
と
大
根
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、
端

を
落
し
、
２
つ
に
切
る
。

カ
ツ
ラ
を
２
色
に
し
た
も
の
を
水
と
な

ぞ
ら
え
、
み
か
ん
を
菊
と
す
る
。

●
南
瓜

（
２００
％
）、
大
和
芋

（
２００
″ラ
）、
の

り

（
３
枚
）、
塩

（少
々
）

①
南
瓜
は
ふ
か
し
て
一異
ご
し
を
し
、
大
和

芋
も
ふ
か
し
て
皮
を
取
り
、
一暴
ご
し
を
し

て
①
と
ま
ぜ
、
少
し
の
塩
で
味
を
つ
け
る
。

②
す
だ
れ
の
上
に
の
り
を
敷
き
、
①
を
平

ら
に
１
一
ン
く
ら
い
の
厚
さ
に
の
ば
し
、
手

前
か
ら
ぐ
る
ぐ
る
と
か
た
く
巻
き
、
適
宜

に
切
る
。

●
ゴ
ボ
ー

（中
く
ら
い
の
も
の
、
１
本
）、

白
ゴ
マ

（大
さ
じ
山
盛
り
２
）、
醤
油

①
ゴ
ボ
ー
は
薄
味
の
出
し
汁
で
や
わ
ら
か

く
ゆ
で
、
ま
な
板
に
と
り
、
ス
リ
コ
ギ
で

ト
ン
ト
ン
軽
く
た
た
き
、
ば
さ
ば
さ
に
し

て
、
６
一
ン
く
ら
い
に
切
り
そ
ろ
え
る
。

②
醤
油
大
さ
じ
２
、
水
大
さ
し
２
、
自
ゴ

マ
を
炒

っ
て
き
ざ
ん
だ
も
の
を
ま
ぜ
た
中

に
、
①
を
た

っ
ぷ
り
つ
け
、
器
に
盛
り
、

上
に
切
リ
ゴ

マ
、　
ユ
ズ
の
皮
を
少
々
ふ
る
。

●
里
芋

（大
４
個
）、
レ
ン
コ
ン

（中
％
フ

こヽ

、
人
参
花
型

（
４
個
）
、
自
然
薯

（中

１
本
）、　
コ
ン
ニ
ャ
ク

（％
個
）、
醤
油
、

出
し
汁
、
油

①
里
芋
は
皮
を
む
き
、
二
つ
切
り
と
し
、

塩
で
よ
く
も
み
、
た
っ
ぷ
り
の
出
し
汁
で

ゆ
で
、
う
す
口
醤
油
で
味
を
つ
け
る
。

②
レ
ン
コ
ン
は
花
型
に
ふ
ち
を
切
り
、
丸

の
ま
ま
大
さ
し
１
の
油
で
こ
ろ
が
し
炒
め
、

出
し
汁
を
入
れ
て
２
、
３
分
ふ
た
を
し
て

煮
た
の
ち
、
醤
油
に
こ
ろ
が
し
、
味
を
つ

け
、
１
一
く́
ら
い
の
厚
さ
に
切
る
。

③
花
型
人
参
は
少
し
の
出
し
で
煮
て
、
う

す
い
塩
味
を
つ
け
る
。
自
然
薯
は
ふ
か
し

て
皮
を
む
き
、
裏
ご
し
に
か
け
、
２
彙
ンく

ら
い
に
お
し
固
め
、
梅
の
花
型
で
ぬ
く
。

④

コ
ン
ニ
ャ
ク
は
塩
で
も
ん
で
さ
っ
と
ゆ

で
、
八
つ
切
り
と
し
、
た
て
よ
こ
に
包
丁

目
を
入
れ
、
小
さ
じ
１
の
油
で
よ
く
炒
め
、

醤
油
小
さ
じ
２
で
味
を
つ
け
る
ｃ

花 コーヤ ドーフ

里芋

花人参

南瓜

レンコン

コンニャク

①だて巻 ②キントン ③菊水巻
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●
大
和
芋

（大
１
本
）、
人
参

（み

り
、
カ
ッ
プ
％
）、
玉
ね
ぎ

（
み

じ
ん
切

じ
ん
切大和芋ロール (右端 )

カ
ッ
プ
％
）、
塩

（少
々
）
、
ゆ
ず
の

（少
々
）、
の
り

（
１
枚
）

①
大
和
芋
は
半
分
に
切
り
、
根
に
あ
た
る

方
を
九
の
ま
ま
ふ
か
し
、
皮
を
取
り
、
１

彙ン厚
さ
に
切
り
、
梅
の
型
で
ぬ
く
。

（
４

個
作
る
）

②
型
を
ぬ
い
た
後
の
も
の
は
、
一異
ご
し
し

て
、
塩
小
さ
じ
％
を
ま
ぜ
、
玉
ね
ぎ
、
人

参
の
み
じ
ん
、
ゆ
ず
の
皮
を
ま
ぜ
る
。

③
の
り
の
上
に
、
向
う
側
を
少
々
残
し
て

②
を
平
ら
に
の
せ
、
端
か
ら
ぐ
る
ぐ
る
と

か
た
く
巻
き
、
美
し
く
切
る
。

鑢
鯰

鸞

．．一一」ヽ
「一警一　　　・一一　　　　　　．

．．̈一一一一一一・一一・一・・一・・一一一一一・一一一・一一一一一一一一一一一一・・・・・・・・・一．・・・・・

●
コ
ー
ワ
ー

（
‐００
％
）、
自
然
薯

（
１
本
）、

醤
油
、
の
り

（少
々
）

①
自
然
薯
は
お
ろ
し
、
同
量
の
出
し
汁
を

加
え
て
、
よ
く
す
り
ま
ぜ
る
。

②

コ
ー
フ
ー
は
ふ
か
し
て
、
２
一
ン厚
み
に

う
す
く
切
り
、
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

③
水
カ
ッ
プ
ー
に
醤
油
大
さ
じ
１
を
加
え

コ
ン
プ
を
し
い
た
中
に
②
を
入
れ
、
水
が

な
く
な
る
ま
で
者
（
つ
め
、
生
姜
の
お
ろ
し

汁
を
少
々
入
れ
る
。

④

③
を
１
一
ン角
に
切
り
、
大
さ
じ
３
く
る

い
の
量
を
器
に
入
れ
、
上
か
ら
①
を
流
し

や
き
の
り
を
ふ
る
。

●
大
根

（
１０
彙ン
）、
人
参

個
）、
塩

（少
々
）、
み
，

①
大
根
は
１
一ン
の
幅
に
切
り
、
２
一
ンく
ら

い
の
た
ん
ざ
く
に
切
る
。
人
参
も
同
じ
。

②
大
根
に
塩
を
ふ
り
、
お
さ
え
つ
け
、
熱

湯
を
入
れ
て
お
し
つ
け
て
し
ぼ
る
。
人
参

も
同
じ
。

③
柿
も
た
ん
ざ
く
に
切
り
、
み
か
ん
の
汁

を
し
ば
り
、
塩
少
々
入
れ
て
、
大
根
、
人

参
を
加
え
て
ま
ぜ
る
。

ん 1
⌒ 本

柿

（
１

個
）

＊
全
部
を
お
盆
に
盛
り
つ
け
て
み
ま
し
た
。
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名   称      住所 。電話

<北海道 。東北地区>

北 海 道 健 康 学 苑 碁%:::;4P」 1諄
永山町 11‐ 52‐ 6

:「 ::l::1:|』 F::『
畿子:季目

品 o o20‐ 01岩手県岩手郡滝沢村
_雷 (01968)4‐ 3420  穴口436‐ 4

然 じ 980仙台市荒町 130
_雪 (0222)62‐ 7677

昌       砂 o125葛飾区高砂8‐ 13‐ 5

自然食品センター 雪 (03)600‐ 1412

(株)そ う け ん o121足 立区東伊興町 33‐ 22

健康食品センター 管 (03)853‐ 17240

みずほ健康食品暮セ8:)俎計藷憂
東2‐ 40

食養相談,足心道指導,食品,書籍小売

禽鐘駿墾浸家庭料理コース,健康食コース)

会報発行,食品販売

海の学校,山の学校,食品,雑穀,農産物
通信販売,予約販売,料理研究会

料理講習,食品,書籍販売

営 業 時 間・ 休 日

8:00～ 20:00
毎 日曜 日

10:00^´ 17:00

特に定めず

9:30^ン 19:00
第 3日 曜 日

考備

北
改

青
セ

み
食

オ~サ
ス業務ぶ葬暮8)施鑑熱電現′イ進器経Ю ЮO鰹屁,関総分→

オ~サワ
妥轟 88そ 8あ 響 肌

野
%ζ3ガ z磨 磐』誂 輝 %栗瀧

書籍4源中央線中野田 ヒロ5効

品
°150渋谷区

慾燿履几ξ「 発88111 :2第尾
器1[)橋3』曇募:霜會与

学喬書,ガ 売ヽ,卸
店 〔営業所〕目黒

懸稿 サ身ら08109:00■ 日・祝)

祐    天    寺 o153目 黒区中町 2‐ 2‐ 16   10:00～ 19:00 健康食事相談,調理指導,純正食品

自然 食 品 セ ンタ ー 雪 (03)710‐ 5396      毎日曜日  機器,化粧品

名  倉  堂 暮 セ33)誌F25桜
上

催皇夢ち ス ::88工 l::88° そ」
0～ 19:00鍼灸,脊椎嬌正,物理療法
1曜 日) 毎日曜日 腰痛専科

食
本

然

一

自

タ

＞

ン

は

セ

9:00～ 19:00 攀骨訴ヲニ弄谷肥設る健康相談(無料)

不 二 自 然 食 品 8セ88)麓F蕊記
十番 2‐ 21‐ 4  ::30～ 19:00 食養相談,料理講習,隣接区内配達

毎日曜日   (― の橋交差点バス停前)

(1朱)農  医  研
暮 ll:)3[丑 52‐

増1ビル3階
碧馨野:li鱗 さ

土曜日)暑羅枡兜曇
土壌菌,食品卸し小売

ふ る さ と や o135江東区白河 4‐ 3‐7 
磐』‰ ?親Ъ

太極拳講習会 (初t導
冑畠

,7時
から)正 食 セ ン タ ー 管 (03)643‐ 5247    :

サ ン ラ イ ト0158世田谷区奥沢 7‐ 20‐ 15  10:00～ 20:00 食品,農産物,器具,化粧品等600余種取扱

見乱 品 醸 ξ:稲嘉層
雪 (° 3)704‐ 駐911●     第 3日 曜日 料理教室 晦 週

馨撃早萩拿犀呈如コ_ス
)

望秀L占 ソ 生
ぞi瑶糧尋5区會滞i説」卜発易路

ЮO～ rЮO K墓
庭譲鷲蚕恐羹蓉霜袋

茶,陽琲

9:00～ 19:30 月一回料理教室,食養相談
毎火曜 日

毎習 i翌 日
°:00 

会粟盟霜動の宣伝と料理法の普及

謄 署 雛唇そ::5偽秀葛駕夕
‖
吸富町滉%Υξ嵯踏

00要
窪要清晉燥で読先する同志を求む。

彎浜壻曇康食昌誉i催:地ζ疎義[倉
「機:;町

 葡暴又墜升
自 然 食 品 セ ン タ ー o233111t浜市南区中島町 4‐ 81 9:30～ 19:00 渋谷自然食品センター姉妹店

弘 明 寺 店 雪 (045)7123339

菊屋百貨店 。健康 o244横 浜市戸塚区戸塚町 44 9:30～ 19:00

自然食 品センター 雪 (045)8817636     毎水曜日

サ  ン  エ  イ 0228相模原市旭町9‐ 1    9100～ 20:00

相 模 自 然 食 品 雪 (0427)46‐ 6314,45‐ 7401 毎日曜日
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督然食鷹Ъンタ望:胤量)FI磐請部製品B・

募 l青 マ 骨 蜃 曇 :⊇
碁そる

'♂

魔電廃奔
大久保 5‐ 3・ 24

誓砂自顔L品支是 暮雀 7鳥り蔦轟♂
}n.2

年 中 無 休 穀類のぼんせんべい製造
食品,ホ シノパン種,農産物等販売
近県配達

10:30～ 19:00     食品販売,食事相談

毎水曜L19:∞
(日・祝)

営業時間・休日 考備

正食とけいらく健康法
於熱海長寿会館 (随時)

図書,食品販売
月例無双原理と正食の勉強会 。健康相談

食養相談,料理教室
(カ マヨシ自然食品センター改名)

倉晨踏雲
,正食,空手,合気道講習会9:00-19:00

無  休

彗』権ヽ
19:00世

ヂ蓄肩蚤ぽ畿,・渠確認晶身々無再∫
レチレ

こご轟 聯発子受鑽 、り乃_8の 鶉 1奨馘
竜説

ヤ
f壺警肯霧警雰軋

内 田 繁 商 店 o300‐ 12茨城県牛久町牛久3475年
Ψ謂

:00 食品,書籍,器具
自 然 食 品 部 O(02987)2‐ 0135

那  須  健  康 o325栃木県黒磯市豊町13・ 14

管 理 セ ン タ … 雪 (02876)3‐ 2075(菅間病院通り)年中無休
:∞  食品卸,小売,自 然医学研究指導

そば処 無 双 長 寿 庵 暮 :8:8夕
1呈

専扁企
西 1‐ 3‐25  

発f96晋権習
「自然を感謝する会」WAN本 部

*奮 黒 蜃 奮 導暮お‰́房蔦蕗」
・8・ 18    

聰習仄
:00 

宇彗紀詮晶健康指導,食品,図書販売,

け  もヽ  ら  く o336浦和市常盤9‐ 32‐ 21

操 法 普 及 会 0(0488)31‐ 7819(予約制)千日米子

群 馬 マクロピオ 0370高崎市和田町7‐ 13   9:00～ 19:00

テ ィ ッ ク 店 0(0273)22‐ 5484,25‐ 55∞   無 休

白
自 然

金: 
品
」室暮:"7:扉堰班劇炉町

1222‐ 6   
年Ψ照蝋

9:00

冒然食品センタ堕暮認9ぱ譜鶏認F101

福 井 健 康 学 園 暮そも9♂麦竃罰テ
‐卜
・

2  
年翠蘇

&00料 理教室,健康教室,ル随 ,自然農園

奨
康

烏 桑呉 ξ 暮お%煽機側 彦
河原2D■2&00～ Ю ЮO楚

恐整署仄 熱 蜀チ竺巫 浩
日曜n囀

(株)中 初 商 店 8そ6)ご財沌 罷肝
1・ 3‐58   

尋習ごど
1:00 醤油,みそ醸造,酒類販売

正食の店・和やきそ89躇譲可鳥ξl原 17

無
0^採0:00 第2日 曜日,おしものの集い

保養旅館 神 の 湯 8:槻膚昇晃墓許
訪町毒沢仙峡

 原憲

`:88■

子::88畜杏鰤
ンター (治 療所

Jヽ 林 都 史 子 暮 2槻仄現 場辟
町 1576   

第5台亀日   
野陰陽研究会事務局

イ マ ミネ健 康 食 品 暮 (譴ダ努長 鹿」
種区猪高町猪子石上竹越 449:00～ 17:00 食品販売

上 。日・祝日

自然の家 玄`ミ 暮(3:メ響拝嘉翼区
上名古号、2警躍ξl‰習 轟甚毅窒安』績倉腰晏)PM7:00～ )

言ζ奄ず茜課籠夕
E品

 暮(8:8鶴裏裏金ぼ古市場482年
Ψ燕深

:30 
晨奎鳥義

正食料理教室(月 2回 )

春   日   井 o486愛知県春日井市瑞穂通
自然 食品セ ンタ ー 雪 (0568)82‐ 7661   7‐ 1‐ 11毎習ごξ

O:00 食養料理教室 鯛 2回 )

く近 畿 地 区 >

景 ;チ

==セ
Ъ5=暮 ?"誘評屯名ま

区高
な原町77年量文忌

業
  界肇彙讐賛撃鳶島,書

籍,料理講習

言然食品センタ望 82勝5月努鴫 層電里辱露
刻‖角

夢 酬 χ

=器
}平

日Bm～ 1&∞ 日・祝日

-40-



名   称       住所 。電話    営業時間 。休日

(株)三ンチー
鼻8?397:5努宅配♂内田町

1953‐ 2栞聖瓢λ讐曜日
正食友の会 本 店 暮26:)査靡

大手通2-5‐ 1 %習
ご占

8:00

正食友の会谷町店 g26:)奔蹴
王寺区谷町_9‐28磐

』階♂
8:30

ナ チ ュ ラ フレ商 会 82誕 )禿
「

聯 賢露デ■ 2‐ 101躍 晶 lL♀
0日

曜日
純正食品,製造,卸,4ヽ売

質 鍵墨
舘

堪言 宅:暮 ?認)あ野麗田
倍野区西

弓場電9黒
00へ

採
1:00 

怒贅屋翌客蜜檀
食養道場,気の研究会

大  喜  酒  販 怒 28:)記ま蔦型長:馨 纏 喜男)毎習ごξ
O:00自 然酒販売 (金宝・笹乃井全国送り)

ま る  よ  し o561豊中市小曽根1‐ 8‐ 23  7:30～ 19:00 料理・健康講習会 (月 2回 )

健 康 正 食 店 雷 (06)334‐ 0088   第 2・ 4日 曜日 松岡四良β先生ほか

す1年分ち■ 8器易雫墓亀館板醤落葉撮駅齢聰習遭遥粽
∞

襲馨鰊 棚酔 漢方綿

山  本  祥   園 o573枚方市高田 2‐ 2‐ 2    
得曇獣

『

金曜
響例 醜払 Fム量Fな る讐基姦彎

理教室

(ソ フ イー)雷 (0720)53‐ 2200  PU学園

鶴 品 ヂタ奎8群鯛『 轟蕊蔵曇翻 撃Ψ燕採
∝∞ 断食道場略 人員Ю00

ABC関 西 地 区 o572寝屋川市三井ケ丘413  9:00～ 19:00 関西一円に宅配 (無料)

正 食 品 愛 好 協 会 0(0720)22‐4555          整体指圧と正食料理教室

自 然 食 品 の 店 o668豊岡市中央町4‐ 29   7:00～ 19:00   養生学園 (常時開設)サマースクール

こ   の   実 雷(07962)2‐ 5453       外出日以外休日なし ウインタースクール (小中学生向)

但 馬 健 康 学 園 暮?:'発:)景島晏
出石

彎 源譴44無
 休

<中国・四国 。九州・沖縄地区>

呉 健 康 食 品 o737呉市本通5・ 2‐4     10～ 3月 18:00ま で 食品,器具,卸,小売
セ  ン  タ  ー 雪(0823)24‐ 7272 森政ビルlF毎日曜日      森下健康食品普及センター

明 治 製 粉 (有 )0726府 中市中町5364ヽ り|1清

人 間 医 学 社 o726府中市下辻町     特に定めず

府 中 支 局 0(0847)41‐ 7668

西    日   本 o722尾道市新浜 1‐ 3‐57   9:00～ 6:00  自然食品販売,普及,活動, PU研究会

自 然 食 品 セ ン タ ー 雷 (0848)22-5577(国 道 2号線沿)日 曜日・祝日 「自然食品会館」 (純正食品マルシマ)

山 口 健 康 生 活 o753山 口市大市町 2‐ 2

セ ン タ ー 雪(08392)31842

愛 健 自 然 食 品 o690松江市雑賀本町65    10:00～ 19:00 民間療法指導

セ ン タ ー 雪(0852)25‐ 3635  毎日曜日

石 嶺 正 食 品 o9o3男 6覇市首里石嶺町3‐ 121 9:00～ 20:00 食養相談,健康料理教室
セ  ン  タ  ー 雪 (0988)87‐ 3801               正食とPU勉強会, GO書籍販売

よ もぎ 自然 食 品 店 8そ868″露蔦亮晏奈羊異負櫓 向)毎習謄ど
1:0° 食養相談,PU勉強会,書籍販売

自然 食 品 セ ン タ ー o9oo那 覇市久茂地3115  9:30～ 19:00 食養相談,正食料理教室,書籍販売

陽 う     報 ;雪 (0988)347195      毎日財だ日   純正食品,リ マ化粧品卸,4涜

食 養 研 究 会 唇そ868:'切訴
町184  9:00～ 20:00食養相談,PU勉強会

★ 年会費 (12,000円  1口 ,何 口でも)を添えて会員係へ (店名・0・ 住所・B・ 営業時間・備考を明記のこと)。

★ 法人 (店舗)会員の方には「新しき世界へ」毎号 2部送呈,日 本CI友の店のシールを送ります。

★ (*)印 の数は法人会員申込み口数です。

備   考

食品,厨房器具,酵素化粧品,天塩
マクロビオティック書籍,その他

料理教室 (毎火曜日・木曜日)

定例会 (第 1日 曜日)

10:00～ 18:00 健康教室,料理教室 (出 張に応ず)

毎日曜日   西日本健康自然食品協会
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日本C:協会の活動状況

①月刊「新しき世界へ」の発行・普及 ②正食と無双原理の勉強会 ③マクロビオティック料理教室

④桜沢如一著書の出版 ⑤桜沢如一、大森英桜講義テープの発売 ⑥宇宙法則、正食関係図書の発行

⑦純正食品の販売〔オーサワジヤパン、インターマック(国際マクロピオテイック・センター)店

803・ 465・ 5021～ 3/中野店 803・ 385。 4233〕 ③食用塩調査と自然塩の普及販売 (803・ 364・ 2721)

⑨夏・冬の健康学園、無双原理ゼミナールの開催 ⑩日本CIア カデミー (PU学園、修了証発行)

①インターマック美容アカデミー ⑫安藤昌益研究会 ⑬人生なんでも相談、食事。健康相談 (予約

制803・ 469・ 7631糊 有料 担当/桜沢里真、大森英桜、阿部一理ほか)

日本 CI協会への入会案内

種  別 年 会 費 特 徴

A 誌  友 4 ,000Fl
「新しき世界へ」酉己布 無農薬玄米カムカムクラブ入会資格, 会員証発行,各種相談を受け

らオしる

B 普  通
12,000FЧ

(2分害」可 )

誌友会員に加えて,万病必治・健康増進「食物療法の道じるべJ(非 売品進呈)・ 無双塔バ ン

ジ進呈, 日本CI協 会発行書籍・テープ各 5%引 き (値引き金額相当の図書テープ券進呈 )

C 参  与
30,000Fl

(2分割可 )

普通会員に加えて,「 自然医学」i笙呈,日 本 CI協 会発行書籍・テープ各10%引 き (〃 )

D
別
与

特

参
同上 4日 以上

(2分割可 )

同上,お よび書籍・テープ15%引 き ( ″ )

E 法 人

(店舗 )

12,000円
を 1日 以上

誌友会員に同じ,本誌巻末に毎号,店 名・住所・電話・営業時間・申し込み回数・その他を

広告  「新しき世界へJ2部配布 日本CI友の店シール酉己布

●申し込み用紙に記入し、会費を添えて、〒 151東 京都渋谷区大山町‖-5日本 Cl協会会員係宛

にお送り下さい。

一 ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

十

一

~~切

― リ ー 取 ―

―

リ ー

ー

線
一

一

― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― 一 一 ―

―

国際マ クロビオティ /ク ・センター

財団 日本 CI協 会 入会申込書

私は日本 CI協会の会員にな りたく,次の通 り申し込みます。

年   月号か ら    年間分 (会員別の符号を〇でかこんで下さい。)

A誌友  B.普通  C参 与  D特 別参与  口   E法 人 (店舗) 口

(4000円 )(12000円 )(30000円 )(3万円 1日 , 4口 以上)(12000円 を1回 何口でも)

フリガナ

氏  名

職 業 (

男・女

明

生年月日奄 年 月

)

日生

住  (〒    )

所 TEL

ご家族 ①独身②既婚 (家族名・構成内容 )

玄米歴    年 備考

昭和  年  月  日付
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●

　

●

純 正 食 品製 造・ 販売

リマ 化 粧 品 発 売 元
■年末,12月 30日 (木 )ま で。

新年は 1月 7日 (金)か ら。

~ 
小売

T 151
8 03

0東 北 沢 売 店

住所 上記に同じ

オーサヮジャパン株式会社
・ 卸 ・都 内配 達 ・全 国発 送 ・ 海外輸 出 一一

東 京 都 渋 谷 区 大 山 町 11-5
(465)5021～ 3振替 東京6-20172

0中 野 売 店
東京者6中 野 区 中 rT・5-52-15 〒 164
ブ ロー ドウ ェ イセ ン ター 4階

質, 03(385)4233

中央 線  中 野 駅 北 日 5分
営 業 日寺間 //10:30～ 18:30
定休 日/毎 日曜 日・ 第 3水曜 日

小 田急 線 東北 沢駅  1分 半

井 の頭 線  池の上 駅  10分
営 業 日寺間//10:00～ 18:00
定休 日//毎 日曜 日, 祝 日

■

編

集

後

記

■

●
以
前
、
『文
芸
春
秋
』
に
の
っ
た

″現
代
の
魔
女
狩
り
″

が
単
行
本
で
出
た

（国
際
商
業
出
版
）。
魔
女
狩
り
と
い
う

の
は
、
十
四
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ペ

ス
ト
の
大
流
行
と
と
も
に
荒
れ
狂

っ
た

″社
会
病
″
で
、

「
あ
い
つ
が
魔
女
だ
′
　
悪
魔
と

け通
年
ｋ

我
ら
に
わ
ざ
わ

い
を
呼
ん
で
い
る
の
だ
ノ
」
と
、
嫌
疑
を
か
け
た
も
の
を

捕
え
て
、
ム
チ
打
ち
、
火
責
め
、
水
責
め
な
ど
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
拷
間
を
行
い
、
処
刑
し
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の

犠
牲
者
は
九
百
万
人
を
越
す
と
い
う
。

わ
が
国
で
も
、
関
東
大
震
災
の
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
が
、

そ
の
好
例
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
狩
り
、
幕
末
の
、
開
国

論
者
や
西
洋

″毛
唐
″
に
対
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
戦
前
の

″
ア
カ
″
迫
害
、
戦
争
中
の

″南
京
大
虐
殺
″、
ヒ
ト
ラ
ー

に
よ
る
ュ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
、
ソ
連
革
命
史
を
血
で
い
ろ
ど

る
″離
瀧
Ｔ　
ァ
メ
リ
カ
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
〃赤
狩
り
〃

や
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
自
体
も
、
そ
の
一種
で
あ
り
、
駈
く

は
、
日
本
の
新
左
翼
の
各
種

〃事
件
〃
な
ど
、
肌
に
粟
を

生
じ
る
歴
史
で
あ
る
。

●

″白
黒
病
″

と
い
う
奇
怪
な
病
気
が
人
類
を
お
か
し
て

い
る
。
ガ
ン
は
、
不
治
の

″死
の
病
い
″
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
人
類
四
十
億
人
の
こ
と
ご
と
く
か
か
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
自
黒
病
は
、
現
代
人
の
こ
と
ご
と
く

を
む
し
ば
む
致
死
的
な
病
気
で
あ
る
。
正
義
は
正
義
で
あ

っ
て
不
正
義
で
な
く
、
悪
は
悪
で
あ
っ
て
善
で
な
い
。
誰

に
も
反
対
し
に
く
い
こ
の
論
理
を
も
っ
て
、
あ
る
人
物
ま

た
は
グ
ル
ー
プ
、
国
家
を

″
わ
れ
ら
共
通
の
敵
″
と
し
て

糾
弾
し
、
自
陣
営
に
有
利
に
世
論
を
操
縦
す
る
。

ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
戦
前
の
日
本
で
は
、
右

翼
体
制
派
が
こ
れ
を
得
意
と
し
て
猛
威
を
ふ
る
い
、
現
在
、

左
翼
各
派
、
諸
国
、
米
国
ま
た
、
こ
の
武
器
を
用
い
る
。

●

〃社
会
が
悪
い
″
″
田
中
が
悪
い
″
″○
○
党
が
悪
い
″

″○
○
企
業
が
悪
い
〃
〃政
府
が
悪
い
″
と
い
う
集
団
妄
想

か
ら
人
々
が
自
由
に
な
る
の
は
、
手
前
み
そ
で
は
あ
る
が
、

Ｐ
Ｕ
と
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

●

「も
っ
と
も
害
を
与
え
る
人
は
、
も
っ
と
も
善
い
こ
と

を
し
よ
う
と
努
め
る
人
だ
」
と
オ
ス
カ
ー

・
フ
イ
ル
ド
が

言

っ
た
そ
う
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●

「女
性
台
所
追
放
論
」
。　
じ
つ
は
、　
そ
れ
を
黙

っ
て
食

べ
て
き
た
男
の
判
断
力
も
低
か
っ
た
の
で
、
ど
っ
ち
も
ど

っ
ち
、
で
し
ょ
う
。
ご
意
見
を
待
つ
。

●
六
月
の
川
上
朝
慧
さ
ん
、
岩
間
有
紀
嬢
の
結
婚
に
つ
づ

い
て
、
■
月
１３
日
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
の

″
ス
キ
ー
と

合
気
道
″
の
佐
藤
勝
彦
さ
ん
と
遠
藤
優
子
嬢
の
結
婚
パ
ー

テ
ィ
が
、
イ
ン
タ
ー
マ
ッ
ク
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「気
を
合
せ
自
き
山
肌
シ
ュ
プ
ー
ル
を

一一本
で
ひ
と
つ
い

つ
い
つ
ま
で
も
」
。
続
く
カ
ッ
プ
ル
の
方
、
ど
う
ぞ
ノ

●
各
大
学
高
校
ク
ラ
ブ
名

一
覧
を
求
む
。
　

（橋
本
政
憲
）

新
し
き
世
界

へ
　
十
二
月
号

◎
　
一
九
七
六
年

第
四
八
五
号

発
行
日
　
昭
和
五
十

一
年

十
二
月

一
日

編
集
兼
発
行
者
　
橋
本
政
憲

発
行
所
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
　
一Ｔ
一
五
一

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話
　
０
３
１
４
６
９
１
７
６
３
ｌ

Ｑ

振
替
　
東
京
０
１
１
９
４
１
２
５

＼



（入
門
向
き
）
桜
沢
如

一
苦

魔
法
の
メ
ガ
ネ
　
無
双
原
理
の
物
の
考
えヽ
方
　

〈
き
円

永
遠
の
少
年

（上
）
少
年
よ
、
大
志
を
い
だ
け
′

舌
Φ
円

永
遠
の
少
年

（下
）
ガ
ィ
ン
ー
小
伝
　
　
　
　
〓一さ
円

食
養
人
生
読
本

食
養
で
開
く
自
由
の
人
生
　
一、
二８
円

生
命
現
象
と
環
境

や
さ
し
い
エ
コ
ョ
ン
ー
　
　
一一８
円

新
食
養
療
法

正
食
心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
一、
二８
円

東
理
Ｅ
至
子
の
哲
口学

わ
か
り
や
す
い
入
門
書
　
〓
、
工
ｏ
ｏ
円

桜
沢
里
真
著

食
養
料
理
法

（旧
版
）　
　
　
　
　
　
　
一、
二８
円

マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書

ヨ、三〇
〇
円

（研
究
向
き
）
石
塚
左
玄
著

食
物
養
生
法

一
八
九
八
年
初
版
、
■
む
論
　

日、０８
円

化
学
的
食
養
長
寿
論
一
八
九
六
年
初
版
、
　

三
、０８
円

桜
沢
如

一
著

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法
　
　
九ｏ
ｏ
円

宇
宙
の
秩
序

最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
一、０８
円

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論
　
口合
円

健
康
の
七
大
条
件

正
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
口合
円

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
　
九
８
円

平
和
と
自
由
の
原
理
東
西
文
明
統
合
の
原
理

一、８
ｏ
円

食
養
講
義
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一〇
、８
ｏ
円

自
然
医
学

食
物
療
法
総
覧
　
　
　
　
　
　
　
二
、
二８
円

石
塚
左
玄

食
養
法
開
祖
小
伝
　
　
　
　
　
　
一、
二
０
０
円

桜
沢
里
真
著

ゴ
ｏ
＞
ヽ
Ｒ
』二

９
ｏ
こ
混

〓
杏
ｏ
円

水
野
南
北
著
南
北
相
法
０
　
　
　
　
　
一、０８
円

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓８
円

一Ⅲｍ因一Ｈ一一一胴出
　
少部数研究版

桜
沢
如

一
著

新
し
い
栄
養
学

人
間
革
命
の
書

フ
リ
ツ
プ
物
語

（絵
本
と
解
説
）

パ
ガ
ニ
ー
ニ
の

一
生

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

人
間
の
栄
養
学
及
び
医
学

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

人
間
革
命
の
書

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

世
界
無
銭
武
者
旅
行

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫

４

コ
ン
パ
文
庫

５

コ
ン
パ
文
庫

６

不
思
議
な
世
界

『新
し
き
世
界

へ
』
８
ｏ
ｌ
二
薯

，

『新
し
き
世
界
へ
』
二一一〇
―
ユ二九号

第

二
量

邸
更
吻

認
可

（
昭
田
三
十
四
千
十

一
月

十
三

日
業

二
千
六
Э
九
号

）
第

四
八
五
号

沼
ｍ
五
十

一
年
十

二
月

一
日
発
行
十
二
月
号

〓‥
一六
〇

一Ｔ
一一あ

一Ｔ
〓
δ

一Ｔ
一六
〇

一Ｔ
一一あ

一Ｔ
三
ハ〇

亭
‐
二
〇
〇

一Ｔ
一六
〇

亭
‥
二
〇
〇

〓
‐
二
〇
〇

亭
‐
二
四
〇

〓‐
一六
〇

一Ｔ
一一δ

一Ｔ
一一δ

一Ｔ
一一δ

一Ｔ
一一あ

〓‥
一六
〇

率
‥
二
四
〇

亭
‐
二
〇
〇

一Ｔ
一一δ

亭
‐
二
〇
〇

一Ｔ
一一あ

一Ｔ
一一あ

口
、
〈Ｏ
Ｏ
〔円
　
　
一Ｔ
二
〇〇

二
、
０
８
円
　
一工
▲

二
、
二８
円
　
一Ｉ
一８

〈
ｏ
Ｏ
四
］
　
一Ｔ
一一６

一、
三〇
〇
口
］
　
一Ｔ
一一δ

三
、
一
８
円
　
一工

△

一、
一８
円
　
一Ｉ

舌

一、
〓８
円
　
一Ｔ
一き

二
、
０８
円
　
一Ｉ

杏

一、
二８
円
　
一Ｔ
一き

二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
　̈
一Ｔ
一六
〇

〓
、六
８
円
　
一Ｉ

△

一、
〓８
円
　
一Ｔ
一舌

二、
０
８
円
　
一Ｉ

杏

七
８
円
　
一Ｉ

舌

四
、Φ
ｏ
９
円
　
一丁
一あ
〇

一ど
８
円
　
一Ｉ

舌

三
、
〓８
円
　
一工
▲

一、
七
８
円
　
一Ｔ
一一６

〓
、
〈
ｏ
９
円
　
一Ｔ
ニ
ハ〇

〈
８
円
　
一工

邑

天
、
ｏ
８
円
　
一Ｉ
一合

天
、
ｏ８
円
　
一Ｉ
一Δ

高
田
集
蔵
著
　
耳
で
物
を
喰

べ
る
話
　
　
〈
８
円
　
一工

舌

飯
田
彬
著
人
事
の
大
本
・
食
養
道
　
　
　
　
　
四
、
二〇
〇
円
　
一Ｔ
一杏

桜
沢
如

一　
カ
セ
ツ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ヽヽヽ
ナ
ー
ル
６０
分
×
２
本

二、８
ｏ円

〒
一電

判
断
力
の
話
　
　
七
〇
才
、
新
春
講
義
６０
分
×
２
本

二、さ
０
円

〒
呂
ｏ

大
森
英
桜

カ
セ
ツ
ト
テ
ー
プ

無
双
原
理
入
門
　
　
宇
宙
法
則
と
は
？
６０
分
×
２
本

二、六８
円

〒
８
ｏ

健
康
法
総
批
判
　
原
理
の
な
い
健
康
法
９０
分
×
２
本

国、０８
円

〒
邑
ｏ

玄
米
の
研
究
　
　
　
玄
米
の
総
合
研
究
９０
分
×
２
本

口、ｏ８
円

〒
き
ｏ

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

二、大８
円

〒
８
ｏ

入
浴
法
の
研
究
　
　
　
　
　
入
浴
療
法
６０
分
×
２
本

二、大８
円

〒
邑
ｏ

女
の
業
に
つ
い
て
女
の
性
（さ
が
）、
カ
ル
マ
６０
分
×
２
本

二、大８
円

〒
邑
ｏ

玄
米
心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本

口、ｏ８
円

〒
き
ｏ

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
×
２
本

国、０８
円

〒
８
ｏ

食
養
手
当
法
　
　
　
　
正
食
医
学
秘
伝
９０
分
×
２
本

“
、ｏ８
円

〒
呂
ｏ

●
今
後
、
多
数
計
画
中
で
す
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
プ
を
コ
ピ
ー
す
る

こ
と
は
固
く
お
断
わ
り
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
テ
ー
プ
を
聞
く

会
を
開
く
と
き
は
、
協
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
求
め
は
全
国
有
力
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー

・、
ま
た
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会

（小
田
急
線
東
北
沢
下
車

一
分
半
）
オ
ー
サ
ワ
シ
ャ
バ
ン

（中
野
駅
北
口
五
分

ａ

〓全

・
里
三
）

■
送
金
方
法
／
①

各
銀
行
か
ら
第

一
勧
銀
北
沢
支
店
普
通
預
金

口
座
〓
２
き
九
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
。
明
細
を
ハ
ガ
キ
で
協
会
通
販
係

へ
。
ま
た
は
②

郵
使
局
で
振
替
東
京
７
一嵩
三
二
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
へ
。

ま
た
は
③

現
金
書
留
で
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐

東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

一
一
―
五

電
話

（〇
三
）
四
六
九

。
七
六
三

一
玉


